
ー‘

g、

e、

F手

fl・

川
が
食
い
巡
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
桁
時
制
さ
れ
て
い

る
。
従
勺
て
こ
の
文
伏川
の
内

山
介
は
ど
う
沈
む
べ

3
か

mhM併

に
内
し
む
と
・
』
ん
で
あ
る
か
、

N
A
O
で
は
こ
の
文
代い
ど
れ

り

、成
川

F
を
や
げ
て
い
る

と
必
川
し
て
い
る

k
う
た

新
風
営
法
案
に
関
し
て
い

わ
ゆ
る
条
件
折
術
を
進
め
て

い
る
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
N

A

O
)
は、

h
け
八
日
の
州

事
会
て
そ
れ
ま
て
に
泊
旅
.
併

と
山
内
祭
げ
か

、作
条
.爪
似
に

ふ
め
を
行
な
い
安
協
し
た
山
…

会
党
内
豆
、
と
し
て
伐
し
‘
今

後
政
令
、
規
制

戸な
ど
)
の

制
定
に
あ
た

ウ
て
は
、
そ
れ

を
法
に
し
て
向
桁
A
H
立
の
う

え
取
決
め
て
ゆ
く
-」
と
で
A
H

立
に
注
し
て
い
る
」
と
し
、

「
通
産
省

・
町山J
祭
庁
間
で
覚

書
に
よ
り
初
一
保
し
て
い
る
が

項
」
と
題
す
る
いえ
占
を
こ
の

ほ
ど
会
員
に
配
化
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文

芹
に
よ
る
と

S
C
や
避
同
地

内
の
ゲ

i
ム
坊
に
捌
し
、
「
:
~

U
K州
」
に
触
れ
ず
対
象
除

外
に
な
る
と
し
て
い
る
が
、

-
L
'
1
・k
l
3
H
A
1
4
1
r
H
・'
l
T
z

t
・'
F
I
l
o
m
w
-
v
f
r
，f
J川

r
ー

の
必
明

(山川

U
悶刷
m
d
で
は

そ
う
い
う
11
草
刈
で
J
U
-
-
-
万

が
附
わ
れ
て
い
る
む
の
は

k

d

叶
付
後
と
な
る
と
さ
れ
て
お

り
、
日
凶

戸
川

μ
ベ
ー
ス
の

む
の
の

ω
)か
・
り
し
て
、
す

で
に
行
安
庁
と

N
A
O
の
必

の
々
、
ぇ
ト
刀
を
と
る
こ
と
。

2

第
l
:
・
条
第

.mに

つ
い
て
(
常
業
時
間
の
制
限
)

司特
別
な
が
怖
の
あ
る

H
」

と
は
、
地
域
の
風
俗

mM仰
を

妨
げ
な
い
範
附
に
お
い
て
‘

4

1
・
本
i
h川
l
・
比
1
・
花

{
1
1
i
l
i
t-
-
f
 

礼
の
H
-
山
州
場
の
聞
か
れ
る

日
な
ど
を
含
み
う
る
む
の
と

す
る円

L
'
EA
 

J
U

の
は
行
わ
な
い

。

u
J一
人
検
作
は
ゲ
ー
ム

場
の
辺
守
口
に
関
す
る
資
料
の

5

桃
山
・

設
備
法
畑
中
は
、
み
の
チ
ェ

ッ
ク
と
す
る
。

山
少
年
の
他
人
1
行

成

や

風

俗

ロ

浄

化
協
会
は
既
存
の

門
川
崎
を
引
い
さ
弘
い
よ
う
、
比
防
犯
協
会
が
業
務
を
旅
ね
る

泊
し

・
脳
t
H

・
い
か
が
わ
し
こ
と
と
な
ろ
う
。

い
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て

日

浄

化

協
会
の
が
業
と

定
め
る
。
ゲ
l
ム
の
内
科
に

し

て

、
主
将
の
経
常
指
符
は

つ
い
て
は
本
法
泊
中
の
対
的
事
外
。
行
わ
な
い
。

6
nザ
中
前
の
k
u
ぃ
八
は

U

浄
化
協
会
の
財
源
と

で
5
る
だ
け
附
似
で
必
要
以

し
て
、
業
お
に
過
度
の
負
狗

低
限
の
も
の
に
す
る
。

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

7

不
許
吋
の
州
場
合
は
、

日

浄
化
協
会
は
調
査
に

そ
の
酬
明
由
を
品
川
而
に
よ
っ
て
よ
り
知
り
得
た
事
項
に
つ
い

泊
知
す
る
。

て

守

絡
義
務
を
負
う
。

8

設
備
変
更
は
原
則
と

は山

地
域
規
制
は
政
令
に

し
て
関
山
山
手
以
と
す
る
。
事

よ

り

定
め
る
(
そ
の
作
業
に

後
↑
定
期
間
内

(
た
と
え
ば
資
す
る
た
め
、
業
界
と
し
て

一
ヶ
月
|一一
ヶ
月
|
人
ヶ
月
)

実
態
を
は
採
し
要
望
事
項
を

に
届
出
れ
ば
よ
い
万
向
で
検
慾
即
日
し
て
お
く
こ
と
)。

討
す
る
。
た
だ
し
見
通
し
が
追
記

一

思
く
な
る
大
き
な
設
備
の
場

イ

「
区
州
」
は
二
つ
の

介
、
承
認
恨
'
瓜
と
な
ろ
う
。
判
断
法
稚
が
あ
る
よ
う
で
あ

ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
の
変
必
は
向
る
。
喫
茶
山
の
場
合
は
、
そ

巾
で
あ
る

(
刷
山
不
.
吹
)。

の
場
所
全
体
に
つ
い
て
.un
州

9

竹
川
.折
の
業
務
内
科

の
と
付
無
を
、
そ
の
他
の
凶
叫
ん
H

に
つ

い
て
は
胤
俗
常
業
の

泌

は

、
ゲ
l
ム
機
設
涜
の
州
場
所

正
化
の
純
附
に
限
る
こ
と
と
に
つ
い
て
.
似
州
の
布
無
を
判

し
、
川
品
川
を
定
め
る
燃
に

M

断
す
る
。

l
T
I
と
州
淡
す
る
。

ロ
併
業
時
間
に
つ
い
て

m
d
wは
数
午
削
に

.

は
条
例
で
紋
終
的
に
決
め
ら

川
、
数
時
川
ね
伐
と
す
る
。

れ
る
の
で
、川
県
に
対
す
る
折

内
科
は
胤
九
百
法
に
附
わ
る
J
U

仙聞
を
早
期
に
進
め
て
お
く
ニ

の
に
限
リ
、
経
営
指
呼
的
な

と
が
で
引
裂
と
な
る
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民
回
、
千
葉
二
、
小
沢
潔

(円
民
圏
、
東
京
七
)
、
谷

洋
.

(内
氏
回
、
陀
ハ
印
刀
)
、

.内
問
司

(n民
回
、
愛
股
一ぺ
)
、

小
川
併
任
(
什
会
、
併
問
尚
一一)
、

加
藤
万
K
H

(

社
会
、
神
祭
川

:・
}
、
引
制
打
戚

(公
明
、
仙
仰

占門小
川
州
)
、
附
川
正
勝

(
民

社
、
広
山
一七
)。

江
崎
点
淑

(
自
民
回
、
愛

知
で
.}
、
大
川
一止
川内
(白
民

団
・
山
知
)、
大
村
泌
治
(内

川氏
回
、
附
山

一
)
、
工
総
縦

(自
民
岡
、
岩
手

二

、
小

杉
降

(新
自
ク
、
東
京
二
)
、

左
藤
忠
(自
民
回
、
大
阪
六
)
、

中
川
昭

-

(自
民
回
、
北
海

道
五
)
、
平
林
鴻
↓一一(
自
民

園
、
鳥
取
)
、
古
屋
亨

(自

民
圏
、
岐
阜
二
)
、
松

m九

郎
(
自
民
園
、
長
崎
二
)
、

山
岡
謙
蔵
(
自
民
団
、・
州
知
)
、

-h
卜
嵐
広
三

(
社
会
、
北
海

道
一
)
、
佐
藤
敬
治

(社
会

秋
田

一
)
、
納
骨
竹
治
拡

(
社

会
、
編
附
一て
)
、
安
凶
修
一一
.

(社
会
、
山
山
)
、
山
ト
八

洲
犬

(
社
会
、
岐
ハ
で
.
)
、

岡
本
山
ト
ぃ
八
(
公
明
、
陀
ハ
山
川
.
)

(
川
崎
品
川
治
(
公
明
、
円
以
附
.
)
、

h

川
井
光
州
…
(
公
川
、
山
川

a

自)
、

必
版
析
太
郎

(民
社
、
米
京

間
)
、
純
一
獄
事
火

(サ
ハ
路
、

卜〈
阪
阿
)。

川
な
ど
を
認
め
、
業
い
引
の
れ

利一
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
す

る
。

|新風営法案を前提に警察・通産が「覚書」

sc内ゲーム場は許可対象となるかを含め

勺占
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通
産
省

・
警
察
庁
間
で

覚
書
に
よ
り
担
保
し
て

い
る
事
項

課
長
べ

l
ス
の
も
の

遊
伎
設
備
と
し
て
刈

匁
・
と
す
る
む
の
は
、
遊
技
の

紡
刷
本
が
定
量
的
に
表
示
さ
れ

る
む
の
、
勝
負
の
決
す
る
も

の
に
つ
い
て
、
同
家
公
安
委

縦
則
で
定
め
る

(M
I
T
ー

に
事
前
に
通
知
し
相
談
す
る

こ
と
に
な
る
)。

2

「桁
舗
」
と
は
、
こ

こ
で
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

ゲ
!
ム
喫
茶
山
を
指
す
と
解

釈
す
る
。

3

「灰
両
」
と
は
、
す

く
な
く
と
ら
・
-eトク
川
が
守
口切

に
将
品
川
て
き
な
い
し
ゃ
へ
い

物
の
仕
切
を
む
す
る
・}レヘ

外
か
ら
ん
ハ
介
日
切
に
見
泌
せ
な
い

こ
と
、
ま
れ
'
は
シ
ャ

γ

タ

|

て
外
部
と
仕
切
ら
れ
る
よ
う

な
桃
遣
と
解
釈
す
る
。

4

4
川
，
川
，
子
紘
は
術
的
附
化

す
る
例
え
ば
川
・
業
い引
が

経
常
す
る
同
.
部
辺
山
川
県
内

の
九
%
業
品
川
の
詐
，川，
は
.
MM
巾

、二萱色

ω
局
長
ベ

l
ス
の
も
の

l
m，
粂

m
.
m第
八

円ずに
つ
い
て
(
許
可
刈
象
と

な
る
営
業
単
位
)
大
規
模
小

売
市
川
舗
な
ど
の
小
売
業
が
、

小
光
業
に
係
る
山
舗
内
で
小

光
業
に
制
作
し
て
ゲ
|
ム
機

を
ぷ
医
し
て
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
て
い
る
形
態

の
も
の
に
閃
し
、
そ
の
同
日
業

形
態
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
少

午
の
た
ま
り
坊
と
な
り
、
ゲ

ー
ム
機
と
川
が
行
わ
れ
る
可

能
性
の
少
な
い
し
の
i
d
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
改

正
法
治
・
-
条
約•. 

的
約
八
ひ

の
政
令
で
ど
め
る
む
の
と
し

て
、
本
法
の
池
川
除
外
と
な

る
こ
と
。

な
お
、
旅
航
業
、
卜
八
脱
悦

赴
町
施
設
に
つ
い
て
し
同
隊

、-
，-> 

券木真澄鍋集・ 発行人アミュ ーズメン ト通信事土

参
議
院

・
地
方
行
政
委
員

4
玄

委
員
長
H
大
河

原

太

郎

(自
民
回
、
全
悶
)。

仰いギ
H
A共
鍋
賢
二

(
自
民

圏
、
香
川
)
、
志
古
裕

(
社

会
、
新
潟
)
、
二
治
重
信
(
民

社
、
愛
知
)。

井
卜
孝
(
内
民
回
、令
岡
)

岩
上
-

e

郎
(
白
民
園
、
茨
城
)
、

上
回
稔
(
向
民
回
、
京
郎
)
、

加
総
武
徳
(
円
民
岡
、
岡
山
)
、

上
位
附
勝
久
(
門
民
国
、
符
崎
)
、

古
川
れ
川
市
川
郎
(
円
民
回
、
比

例
)
、
山
川
成
光
(
自
民
園
、

秋

m
)、
松
浦
功
守
口
氏
回
、

令
同
)
、
士
円
川
法
男

(n民

回
、
新
向
)
、
欣
山
円以
泣
(
社

会
、
附
山
)、
小
山

一一
千
(
社

会
、
H
K
野
}
、
佐
総

一バ
リ
(
社

会
、
比
例
)
、
中
野
明

(
公

明
、
比
例
)
、
原
問
立

(
公

明
、
福
岡
)
、
仲
谷
伝
之
助

(共
産
、
京
都
)。

削
釘
と
な

っ
て
い
る
。

八F
川
の

「
胤
俗
営
業
等
取

締
法
の

一
泌
を
改
汗
す
る
法

律
家
」

(新
風
常
法
案
)
は

阿
川
一
・1
刊

H
の
附
設
で
、

こ
れ
を
政
府
従
山
山
案
と
し
て

よ
る
質
問
と
政
府
委

μ
ら
に

よ
る
答
弁
の
あ
り
か
た
次
第

で
、
法
山
菜
の
成
ポ
H
2
U

問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
法
案
は
続
出
さ
れ
た

ま
ま
の
状
態
で
可
決
成
ぷ
す

こ
と
は
五
月
七
日
の
本
会
議
く
の
法
案
を
抱
え
て
い
る
。

で
議
長
が
報
告
し
て
い
る
)。

五
月
卜
目、

m川
大
臣
は

五
月
ト
口
、
衆
議
院

・
地
法
案
説
明
の
中
で
、
風
俗
山
一
利

方
行
政
委
員
会
は
夕
刻
聞
か
業
に
関
す
る
規
定
の
盤
備
と

れ
、
こ
こ
で
初
め
て
新
風
A

引
出
し
て
「
第
八
号
営
業
」
に
触

法
案
が
会
議
に
付
さ
れ
た
。

れ、

ご」
れ
は
ゲ
ー
ム
機
賂

し
か
し
こ
の

H
行
な
わ
れ
た

怖
や
不
良
少
午
の
た
ま
り
場

の
は
、
附
川
誠
.
悶
務
大
凶
と
な
る
等
の
お
そ
れ
が
あ
る

(同
家
公
安
委
員
会
委
員
長
)

と
こ
ろ
か
ら
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

に
よ
る
新
風
常
法
案
の
悦
奈

|
等
を
新
た
に
許
可
対
象
と

題
行
必
明
だ
け
で
あ
り
、
こ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
(会

れ
は
約
十
分
で
終

っ
て
い
る
。
成
鈍
か
ら
)
と
況
明
し
て
い

つ
ま
リ
、
新
風
穴
法
如
来
に
閃
る
の
が

m
nさ
れ
る
。

ず
る
質
疑
応
終
な
ど
本
怖

W

・h
.川
・・
卜.• 

日、

A
I
川
会

ぷ
は
現
伐
の
と
ニ
ろ
ま
ゥ
た

(m
o
.
-特
別
}
は
会

〈
給
ま
っ
て
い
な
い

r

川
安
則
切
れ
と
な
る
山
山川
に
、
白
f

M
会
は
F

他
の
委
けは
九五と
川
党
・
山
民
党
に
よ
る
は
ぽ
俗

憾
に
)
水
本
的
に
は
会
円
以
会

独
総
決
に
よ
り
会
期
の
延
長

聞
が
が
議
が
巡
吋
一
刊
を
協
議
し
を
吋
決
、
収
川
川
山
…
て
は
会
期

て
い
く
む
の
。
む
ち
ろ
ん
新
は
八
刈
八
日
ま
で
延
長
さ
れ

M
m
品
川
一
白
法
案
だ
け
で
な
く
数
多
た
。
し
か
し
会
期
延
長
を
め

問
題
に
な

っ
て

い
る

「
風

俗
営
業
等
取
締
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
は
同
会

へ
L
上
程
さ
れ
た
が
、
五
月
末

現
在
同
会
で
の
審
議
は
事
実

上
な
に
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

凶
会
で
の
立
法
過
松
を
概

略
的
に
迫
っ
て

い
く
と
、

①

法
案
が
同
会
に
上川
村
さ
れ
.

②
そ
の
法
案
が
先
淡
院

(衆

議
院
の
場
A
H
が
多
い
の
て
衆

議
院
と
す
る
)
で
号
制
さ
れ
、

③
交
領
さ
れ
た
刊
以
後
は
泊
品
川

「常
任
委
円
以
会
'
に
什
必
さ

れ、

得

A
さ
れ
る
。
そ
の
付

制ボ呼
決
さ
れ
る
と
、
@
次
ぷ

院
に
委
日以
H
K
山m
K川
が
行
な
わ

れ
、
⑤
衆
議
院
本
会
泌
で
可

決
さ
れ
る
と
、
⑥
後
議
院
(
こ

ど
う
な
る

の
州
場
人
い
参
ぷ
院
)
に
送
付
さ

れ
、
以
下
参
議
院
で
む
同
僚

の
過
ね
を
た
ど
る
。
つ
ま
り

⑦
委
員
会
付
託
、
審
議
、
@

委
員
長
報
告
、

@
本
会
議
で

の
係
択

・:
と
進
み
、
向
議

ぐ
っ
て
与
野
党
の
衝
突
が
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
後
国
会
の

動
き
は
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
て

い
る
。
従
っ
て
、
新
風
営
法

案
に
つ

い
て
の
審
議
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
ま
っ
た
く
予
定
が

立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

衆
参
両
院
の
地
万
行
政
委

R
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と

お
リ
と
な
っ
て
い
る

(敬
紘

略
、
カ
ッ
コ
内
は
政
党
名
、

内
民
党
系
派
聞
は
口
内
、
そ

し
て
巡
放

P
Kで
い
す
れ
も
時

林
で
、
参
考
の
た
め
に
ぬ
脱

し
て
お
い
た
)。

発行所町Hn56町IOJlI7IH¥3神榔便物詑可

議
の
手
前
で

4
月
幻
自
衆
院

・
地
行
委
に
付
託
、

ツス
プト

実

5
月
刊
日
に
趣
旨
説
明
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毎月 2凶(IA'15f11発行

る
ニ
と
か
多
い
が

.
mw修
正

吋
決
、

川門
付
川
川
決
泌
吋
決
と

い
う
吋
決

L
あ
る
。
そ
し
て

ら
ち
ろ
ん
法
案
か
倣
川
さ
れ

た
リ
、
あ
る
い
は

(
こ
れ
が

4
 

.• 
安
で
あ
る
が
)
会
則
内
に

成

0.し
な
け
れ
ば

「
山
内
楽
」

と
な
る
。
従
っ
て

H
れ
と
の

に
ら
み
ん
H

わ
せ
は
阪
め
て
市
一

院
の
本
会
議
で
げ
決
し
た
均

んい
1

可
決
成
な
」
し
た
こ
と

いい
な
る
。
ニ
れ
ら
の
う
ち
委

以
会
と
本
会
ぷ
で
の
瀧
品
か

此
'u
pm・
-
決
な
沿
ね
で
、
と
く

に
委
日
会
で
の
得
議
は
重
.
安

川附
さ
れ
て
お
り
、
与
野
党
に

ト
.
れ
す
る

-Z
L
H了
麻
さ
れ
、

川
川
午
後
川

会

決

ぷ

院
μ

に
仰
山
さ
れ
た

川・

・卜
・h

u.
新
川
帆
九
山
内
法
案
は
公
ぶ
さ

れ
た
)。

そ
し
て
川
・
・
ト
じ

川
、
栄
治
υ川
市
峨
・K
の
峨
仰
に

よ
り
、
市
川
任
委
以
会
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
地
む
行
政
委
民

会
」
に
付
託
さ
れ
た

(
こ
の

衆
議
院

・
地
方
行
政
委
員

会
A

委
員
長

H
大
石
千
八

(n

民
団
、
静

岡

こ
。

用
不
H
白
井
日
出
男

{白

新
風
営
法
案
の
ゆ
く
え
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句圃圃

ー'ー。

て
い
る
)

A

M
業
界
関
係
分
は
ほ
と

ん
ど
令
部
下
表
に
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
た
が
、
ド
表
に
入
れ

な
か
っ
た
の
は
次
の
と
お
り。

硬
貨

・
紙
幣
処
用
機
の
グ
ロ

|
リ
l
TL
葉
山
側
、
グ

ロ

i
リ

l
商
事
側
は
そ
れ
ぞ
れ
六
八

九
位
、

一
四
七
九
九似
と
飽
進

を
絞
け
、
う
ち
グ
ロ

|

リ

|

工
業
は
昨
年
秋
大
阪
株
式
巾

州場
φ

.

部
に
上
場
を
山
本
し
た
。

逃
同
地
部
門
九
%
の
側
後
山本

凶
ス
タ
ヂ
ア
ム
は
八
一
h
a
位

と
い
ぜ
ん
山
川
水
叩
を
保
っ
た
。

な
お
A

M
機
メ
ー
カ
ー
の
籾

会
社
(
C
S
K
、
ナ
ナ
オ
ほ

か
}
な
ど
は
何
時
し
た
。

ナ
ム
コ
は
昨
年
の
じ
九

八

う

で

あ

る

位
か
ら
阿
川
O
位
へ

と
大

限

コ

ナ

ミ

ド

業

td
昨
年
の
仁

進
。
ぃ北
上
げ
山
川
約
-
r
H
じ

l

h
ハ
九
位
か
ら
・

7
・
洲
.
似
へ

卜
」
俄
川
の
7
ち
オ
ベ
レ
|
シ
と
後
退
、
実
際
の
巾
台
所
作

ヨ
ン
問
じ
%
、
販
先

.. 
%
、
も
約
七
〈

%

減

少

し

た

こ

口
イ
ヤ
リ
テ
ィ
(
仲
川
ぷ
料
-
れ
は
わ
川
上
け
い
川
が
ほ
ぼ
下
減

.. %
と
、
昨
ぷ
料
収
入
の
し
た
こ
と
に
上
る
む
の
で
、

川
人
い
い
の
多
い
の
か
日
ょ

っ
・
h
ト
九
年
・
・
H
川
決
抗
で
は
必

て
い
る
。
-
』
の

山…
で
は
米
川
上
げ
h
H
川
約
八
ト
九
応
h
e
下
じ
川

市
場
の
冷
え
込
み
か
今
後
U
W
川
か
見
込
ま
れ
て
お
り
、

-h
.

仰
す
る
も
よ
う
だ
が
、
辺
に
ト
仁
和
T
・

・
川
期
の
と
こ
ろ
ま

川
内
パ
ソ
コ
ン
山
場

へ

の

進

で

向
復
す
る
と
弘
、
打
れ
て
い

山
で
か
な
リ
カ
バ
ー
す
る
と
る
川
社
で
は
M
S
X
パ
ソ

兄
ら
れ
て
い
る
。

コ

ン

川

ソ

フ

ト

な

ど

に

力
を

セ
ガ
社
は
昨
年
の
八
，
L
ハ
入
れ
て
お
り
、
期
待
さ
れ
て

舷
か
ら
一

竺
七
阿
位
へ
と
従
い
る
次
に
、
サ
ン
従
チ
は

退
、
実
際
の
申
告
所
得
も
約
申
告
所
得
を
ニ

・
一
-倍
伸
ば

凹
O
%
減
少
し
た
。
こ
れ
は
し
て
ト
八
躍
進
し
た
。
同
祉
の

午
前
に
す
で
に
予
怨
さ
れ
売
上
げ
向
約
一二
十
州
億
六
千

て
い
た
こ
と
(
本
紙
第
抑
ザ

参
照
)。

力
十
九
年
間
月
決

算
で
は
先
上
げ
刈
約
-
・
μ
:
A

十
五
俗
川
、
uw，常
利
低
約
ペ

ト
悶
刊
と
ほ
ぼ
徽
ぱ
い
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
r

M

Hれ
は
今
川
の
お
以
上中
川
氏
肋
で
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と

し
、
今
後
は

A

M
機
部
門
と

そ
の
他
の
部
川
と
の
川
A
H
い

を
平
々
に
持
っ
て
い
く
も
よ

ア
ル
フ
ァ
.U
イ
は
ア
ル
フ
ァ

け
弘
子
-|
業
と
の
分
雌
ら
あ

っ

印

、

〉

、

.

、

ず

、

必

て

-r
カ
リ
ド
く
し
カ

b
.
1

れ
も
大
開
逃
し
た
。
こ
れ
は

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
」
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ

万
川
中
、
A
M
機
部
門
は
凹

ド
九
%
と
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
は
本
社
と

f
九
五
社
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
版

光
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
テ
ク
ノ

ス
を
A
N
わ
せ
た
ど
け
で
も
山
-

h

川
好
川
汁
卜
川
ほ
ん
千
九
.h

J
1
1

'
ー

ー

万
川
に
述
し
、
下
・
ハ
パ
位
行

に
入
れ
る
ほ
ど
。
ょ
う
し
た

f
合
判

へ
の
分
欣
化
は
他
で

も
よ
く
あ
る
が
、
三
社
と
も

ぷ
耐
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル

・
グ
ル

ー
プ

て
は
胤
営
遊
技
機
部
門
の
ウ

エ
イ
ト
が
作

々
日
く
な
っ
て

い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
同
様

の
例
は
風
営
遊
技
機
に
専
念

し
て

い
る

マ
ッ
ク
ス
製
作
所

と
マ
ソ
ク
ス
ハ的
手
。

躍
進
続
け
る
A

M
業
界

社
会
と
の
調
和
課
題
に

毎
年
・
・h
川
に
は
比
ド
列
さ
れ
る
法
人
山
叩
作
所
得
の
ラ
ン
キ
ン
グ

が
作
業
界
峨
ぷ
の
ひ
と
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
年
ご
と

に
γ州
艇
を
長
め
て
い
る
が
、

T

V
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
中
心
と

す
る
A

M
業
界
は
無
断

コ
ピ
ー
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
常
業
の
氾
濫

な
ど
の
混
乱
か
ら
脱
却
し
、
-
m
を
除
い
て
好
調
な
伸
び
を

示
し
た
。
こ
れ
は
正
し
い
業
務
の
積
み
重
ね
が
A

M
業
界
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
端
的
に
不
し
て
い
る
。
し
か
し
今

後
は
、
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
米
岡
市
場
の
冷
、
ぇ
込
み
に
よ

る
許
浦
料
収
入
の
減
少
が
子
怨
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
と

っ
て
は
風
伝
法
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
自
主
規
制
の
徹
底

に
よ
り
地
域
社
会
と
の
訓
仰
を
閃
る
こ
と
を
怠
る
と
収
議
減

が
将
米
的
に
，十
恕
さ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
厳
し
い
状
況
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

A
F
制
発
点
さ
れ
た
・
.
力
。九

「
社

(昨
作
・
力
社
)
は
・
k

十
八
年
卜
・.
川
ぶ
ま
で
の
.

年
間
に
米
た
決
り
則
に
よ
る

A
O

下
川
の
法
人
山
中
竹
刈
仰
を
も

と
に
、
多
い
順
か
ら
・
万
五

千
社
分
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も

の
。
法
人
所
刑
判
は
川
下
万
円

以
上
の
場
合
所
燃
の
税
務
将

で
公
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
(
五
月
十
二

・
十
九
H
A
H

併
号
、
二
万
五
下
社
収
録
)
と

「
円
経
ビ
ジ
ネ
ス
」
(
五
月

七
日
号
、
.
万
社
収
録
)

、

「
週
刊
東
洋
経
済
」
(
五
川

1
4
.
n号
H一

.UM
社
、
六
け

八

H
号
H
Z
.
力
社
収
鈷
)
な

ど
が
あ
る
が
、
ニ
れ
ら
は
帝

川
デ
ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
な
ど

に
よ
る
も
の
。
収
U
M
件
数
が

初
午
附
加
す
る
州
向
に
あ
る

か、

本
紙
で
は
昨
年
川
悦
「
刈

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
ホ
拠

し
つ
つ

、
昨
年
の
.
.
が
れ
か

ら
・
-
M
a
h
f
H
代
に
ア
ッ
プ
さ

せ
、
谷
村
デ
ー
タ
を
追
加
し
、

下
表
の
と
お
リ
間
述
八
刀
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
(
な
お
法

セ
ガ
社
、

1I1-..f喧郷便物認可

附
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
フ
ラ

イ
ゼ
ス

(本
社
東
京
、
中
山

中
縦
社
長
}
か
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
鮒

(時
称

C
S
K
、
本
批
東
京
、
大
川

功
社
長
)
に
四
月
下
旬
口
い

と
ら
れ
、
事
実
上
C
S
K
の

一
子
会
社
に
な
っ
た
が
、
セ

ガ
社
で
は
A

M
機
、
パ
ソ
コ

ン
、
特
機
の
二
部
門
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
今
回
初

め
て
外
資
系
か
ら
凶
内
企
業

に
な
っ
た
の
に
と
も
な
い

.

段
と
安
化
に
宮
一回
む
ニ
ュ
l
ビ

ジ
ネ
ス
開
妬
の
万
向
を
打
ち

出
し
た
い
と
し
て
い
る
。

セ
ガ
社
は
昭
和
-
e
十
六
年

四
月
設
立
の
サ
ー
ビ
ス

・
ゲ

ー
ム
ス

(:一
ト
九
年
.
刈
に

H
本
娯
楽
物
産
に
社
れ
を
変

更
)
と
、
・
・
ト
九
年
阿
川
設

立
の
ロ
l
ゼ
ン

・
エ
ン
タ
ー

映
両
の
符
作
物
を
除
く
ん
h

表
作
物
に
閲
し
て
、
符
作
者

が
公
衆
に
貸
与
す
る
「
貸
与

総
」
を
呼
有
す
る
こ
と
を
新

た
に
設
け
た

「明
者
作
権
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

こ
の
ほ
ど
可
決
、
五
月
二
十

五
日
に
公
布
さ
れ
た
。
同
法

律
で
映
画
の
著
作
物
に
つ
い

て
貸
与
権
が
な
い
の
は
、
ち

と
も
と
映
画
で
は
頒
布
権
が

設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、

実
質
的
に
全
般
的
な
官
官
作
物

の
貸
出
し
業
が
今
阿
の
法
改

正
に
よ
り
一
定
の
規
制
を
受

け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

問
題
の
発
端
は

「
貸
し
レ

コ
ー
ド
業
」
の
時
縫
に
よ
り

レ
コ
ー
ド
品
開
業
が
大
き
な
打

般
を
交
け
た
こ
と
に
あ
る
。

者
作
締
法
で
は
他
人
の
芥
作

物
を
ご
く
例
人
的
に
秘
的
利

著
作
法
の
一

ー
サ
ル
、

ア
ル
フ
ァ
電
子
な
ど
急
伸

人
中
作
所
仰
は
悦
法
上
の
む

の
で
、
辿
A%
の
経
常
利
位
な

ど
と
は
.
殺
し
な
い
と
さ
れ

ユ

ノ、

小
型
A

M
機
関
係
で
は
任

天
堂
が
さ
ら
に
躍
進
し
、
昨

午
の
一
例
O
位
か
ら
一

・
7
-

伎
と
強
力
な
前
進
を
示
し
た
。

同
社
の
売
上
げ
高
は
約
六
百

丘
十

一
億
円

(前
年
五

μ
七

l
六
億
円
)
で
、
う
ち
業
務

川刷
T

V
ゲ
|
ム
機
・

4

七
%
、

家
泌
川
五
八
%
と
な
っ
て
お

り
、
向
部
門
と
も
順
調
に
仰

び
て
い
る
。
と
く
に
家
庭
用

て
は
「
フ
7

ミ

リ

l
-
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
」
が
そ
の
後
s
u

急
激
に
先
れ
て
お
リ
附
期
待
さ

れ
て
い
る
か
、
業
砂
川
で
は

氷
川
山
場
の
冷
え
込
み
を
受

け
仰
び
悩
ん
で
い
る
。
し
か

し
今
午
八
川
則
の
決
算
千
忽

は
H
川
上
げ
を
さ
ら
に
仰
ば
す

，rh必
と

な

っ

て

い

る

な

お

任
天
栄
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム

ノ"、同

に
音
グ

外
資
系
か
ら
圏
内
企
業
に
な
り

プ
ラ
イ
ゼ
ス
が
川

l
年
じ
川

に
A
H
併
、

社
名
を
州
側
セ
N
H
-

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
に
し

た
も
の
。
戦
後
の

八

M
ゲ
ー

ム
業
界
の
文
乍
ど
お
り
ト
ッ

プ
企
た
の
ひ
と
つ
と
し
て
似

進
を
続
け
て
い
る
。

同
社
は

間
十
川
年
二
け
に
米
間
の
れ

名
な
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
(複

合
企
業
)
の
ひ
と
つ

、
ガ

ル

フ

・
ア
ン
ド

・白
ウ
エ
ス
タ
ン
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

1
ズ

(
木
社

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
略
称

G

&

W
)
祉
の
資
本
命
下
に
人
り
、

争
力
卜
年
米
国
セ
ガ
社

(本
社

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

)
を
設
いけ
也、

こ
れ
で
G
&
W
社
|
米
川
セ

ガ
札
|
日
本
セ
ガ
社
と
い
う

資
本
系
列
が
完
成
し
た
。
そ

の
後
氷
川
セ
ガ
社
は
.h
.
卜
・
-

年
に
米
・グ
レ
ム
リ
ン
M

N
(

，h
.

卜
じ
年
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
ロ

川
ず
る
の
を
認
め
て
い
る
が

(法
第
:
・
卜
条
)
、
こ
れ
に

い
わ
ば
志
の
り
し
悩
業
と
し

て
他
人
の
脊
作
物
を
他
人
に

貸
出
し
、
さ
ら
に
は
出
速
絞

製
さ
せ
る
と
い
う
築
学引
が
山

現
し
、
こ
れ
ら
は
著
作
品
似
者

ニ
ク
ス
社
に
社
名
公
足
、
を

取
川
村
、
日
本
セ
ガ
社
'u・h.ト

川
午
に
側
エ
ス

コ
貿
易

(本

社
い
れ
-
M

小
)
を
取
得
、
さ
ら
に

・h
|
五
年
セ
ガ

・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

(本
社
ロ
ン
ド
ン

)
を
設

立
し
て
き
た
。

し
か
し
昨
年
は
じ
め
に
G

&

W
社
の
が
実
上
の
創
業
者

で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ブ
ル

ー
ド

ン
会
長
が
急
死
し
て
以

降
、
G
&
W
社
の
経
営
陣
の

変
更
、
む
針
転
換
が
進
め
ら

れ
、
そ
の
一
端
と
し
て
米
凶

セ
庁
社
を
め
ぐ
る
品
川
き
が
活

発
化
し
、
昨
午
八
月
に
は
セ

ガ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
の

製
応
部
門
を
米

・
パ
リ
|
社

に
必
却
し
、
米
同
セ
ガ
社
は

経
営
と
山
党
の
み
を
初
当
す

る
会
社
と
な
り
、
完
全
に
G

&
W
社
の
娯
楽

・
通
口
部
門

抑
定
間
流
法
」
が
昨
年
十

一

月
に
可
決
成
攻
、
ト
ペ
月
に

公
布
さ
れ
、
今
年
六
月
・

一日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
商
業
用
レ
コ

ー
ド
に
限
り
、
と
リ
ぁ
、
え
ず

わ
が
同
初
の
「
貸
与
権
」
を

遊
園
施
設
は
三
精
輸
送
機

明
昌
、
泉
陽
、
東
娯
の
順

デ
ー
タ

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
は
山
'作

所
得
を
約
・
九
州
川
に
仰
ば
し
て

大
附
近
し
た
川
社
で
は

A

M
機
以
外
の
必
定
機
総
に
し

進
出
小
で
あ
る
e

T
V
ゲ
ー

ム
機
間
交
に
作
念
し
て
い
る

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

T

V
ゲ
l
ム
機
メ
ー
カ
ー
山

係
は
上
記
の
ほ
か
テ
|
カ
ン

と
シ
グ
マ
商
が
が
い
ず
れ
も

健
闘
し
て
い
る
。

小
型
A

M
機
関
係
で
し仁川ル

以
外
は
、

T
V
モ
ニ

タ
ー
な

ど
川
チ
部
品
て
加
賀
・
小
也
子
、

東
映
泌
向
、
デ
l
シ
|
パ

ッ

ク

(..問・
h
乙
九
位
)
、
.制

作
H
処
刑
化
部
品
で
日
本
コ
イ
ン

コ
、
旭
杭
工
、
遊
校
周
メ
ダ

ル
で
ト
l
ケ
ン
が
順
調
な
仰

ぴ
を
示
し
た
e
ま
た
小
型
乗

物
機
を
持
つ
口
邦
産
業
、
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
の
カ
ト

ウ
製
作
所
、
半

m機
械
も
伸

び
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
も
見
逃
せ

な
い

。
「
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
」

チ
ェ
ー
ン
の
マ
タ
ハ
リ
l
屯

気
商
会
、
新
宿
の
ジ
ョ
イ
バ

ッ
ク
レ
ジ
ャ
ー
.
中
打
占
um
の

税
柏
、
そ
し
て
シ
グ
マ
は
す

べ
て
好
訓
で
あ
る
。
な
お
小

引
A

M
機
分
野
で
前
例
か
ら

A
1
向
で
妥
を
消
し
た
の
は
日

本
物
品
川
、
ダ
イ
ワ
貿
易
、
ジ

ャ
レ
コ
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
山
尚
一
A
玉
、

藤
尚
い
や
と
な
っ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
大
別
A
M
機
、

遊
閑
地
分
野
で
は
外
地
の
遊

凶
地
が
怖
を
除
い
て
好
訓

な
の
に
と
む
な
い

、
近
凶
地

説
メ
ー
カ
ー
も
順
訓
で
、
:
一

村
輸
送
機
(
遊
戯
機
.
』
-
%
)
、

明
日
特
妹
沌
業
と
州
本
製
作

所
(
州
万
人
H
わ
せ
る
と
・
・
下

八
行
位
ム
H
)
、
U

米
沖
似
山
川
機

が

-
段
と
好
業
献
を
あ
げ
、

決
陽
興
業
は
減
比
八
川
な
が
ら
いU
川

水
準
を
維
持
し
た
。
遊
岡
地

分
野
は
昨
年
阿
川
の
東
ぶ
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

・
オ
ー
プ

ン
に
と
も
な
い

、
日
本
人
の

レ
ジ
ャ

ー
観
も
変
わ
リ
つ
つ

あ
る
と
さ
れ
て
お
り、

こ
れ

が
い
い
意
味
で
の
刺
激
と
な

っ
て
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い

く
も
の
と
山期
待
さ
れ
て
い
る

今
後
A

M
業
界
は
よ
り

J

閉
そ
の
理
忽
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る

が
、
と
く
に
小
引
A
M
機
で

は
繁
栄
す
る
の
と
引
き
か
え

に
社
会
的
以
党
が
強
く
な
る

-
』
と
が
予
測
さ
れ
て
お
リ
、

n主
炭
制
の
徹
氏
に
よ
る
地

同
域
社
会
と
の
訓
利
が
却
ま
れ

て
い
る
。

総合
ヰ土 名

58年申告所得 57年申告 増減率

)1原位 ((llil')¥ 
決算月

所得吋Illflll ( ~(， ) 

122 H. Jく ，‘・~ 時制 23，217 8 19，916 16.6 

440 {附 寸 ム づ 6.196 5 ~， 118 98.7 

1374 {附セガ ・エンター7ライゼス 1，829 4 3，056 企40.2

1467 11 ~.:ドリーム観光(附 1 ， 724 1，805 .A. 1.5 

1950 {附よみうりラン 1.278 3 1 ， 50:~ 企 15.0

2169 IJII r{ '，!i f (附 1 ， 115 3 888 28.9 

2341 コ ナ
、

~- (附 1，060 2 3，523 企 69.9. 、

2398 サ / ‘ I伝 f 似i 1，038 3 <173 119.5 

2672 宅J‘愉 JE lゑ側 919 607 51 . .1 

3509 IIJ) I川 村 f1.;，慌た側 70-1 55~ 27.3 

3687 (愉 ユゴパーサル 670 2 319 110.0 

3749 デー タイースト{附 659 3 137 381.0 

3858 ユ ニ バ ー サ ル l以必(紛 6:38 4 355 79.7 

4575 k )::，縦光J:H 1~ 側 533 2 365 44.8 

4634 計ね 11 ~.: .J イ ，、〆 コ 525 7 768 ... :~ I .6 

4963 附マ ックス世~ (1: Ji)r 489 * 160 129.6 

5106 ト|本プランズウィック側 477 11 516 .A. 7.6 

5202 {附マッ クス If'判。J';， 468 5 

5421 見L 11央 j的 1m 』洲 447 l 648 .A.36.8 

5678 アルファ 1Uf-仁業側 426 5 

5754 (附マタハリ一首公尚会 421 11 227 85.5 

8038 任天武レジャ ーシステム側 * 304 2 212 38.2 

8749 ジョイパックレジャー側 278 3 193 44.0 

9135 』附 税 .1'(1 266 9 188 41.5 

9807 側エキスポランド 247 3 一
. . .ー・... ーーー・ -・b ・・ー・..・・咽惨事事 . .・.・h ・..・... . . . . .. . . . . ーー・・・..・ー・・ 4酔.. . . .骨骨骨骨・.. -.. 

10043 日 HI i可:; 1住 b附 242 3 260 .A. 6.9 

11517 }込 Eも 興 11 {附 212 4 276 企 23.2

アルフl' '，tL (. (附 * 209 10 

12735 ユニバーサルテクノス附 191 10 50 282.0 

13586 * i下 智51 p円(，、z 機側 179 7 93 92.5 

14080 側
. 

ク -守 173 5 162 6.8 y 

14597 見〈条 i却iラン ド l紛 166 5 162 2.5 

15215 (仰 |刈 ~，; う1 {乍 Jifr 160 3 167 企 4.2

15433 旭 t.'J 附 157 8 109 44.0 

17388 (附 ア 一 す1 ン 140 6 81 44.3 

20014 附NIIi ~ートピアランド 122 3 419 .A. 70.9 

20500 γ グ ー.， Mi ']';側 119 12 一

21775 (仰カ ウ現代:ゆi 112 2 92 21.7 

22526 側 ゥ- ン 108 4 75 44.0 

24648 半 111 機械 日位以， (仰 * 98 73 34.2 

は
親
会
社
の
任
天
川
HL
に
昨
年

一
.
月
統
合
さ
れ
た
が
、
決
算

で
は
桟
っ
た
。

昨
年
丘
L
ハ
八
位
に
つ
い
た

鮒
タ
イ
ト
l
は
リ
ス
ト
か
ら

ま
た
消
え
た
。
五
八
年
十
一
-

H
η
末
決
算
て
売
上
げ
尚
約

.

百
e
.十
二
a
倍
川
(
前
年
同
)と

維
持
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

山
中
台
所
得
か
少
な
か

っ
た
の

は
、
川
社
に
よ
る
と
「
・
小
-HN

資
必
の
処
分
、
子
持
ち
機
械

の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
行
な

勺

た
た
め
も
で
、
次
川
は
川
び

h
u
川
水
切
で
曲
役
場
す
る
こ
と
に

な
る
む
上
う
で
あ
る
《
川
札
れ

の
売
上
げ
の
内
わ
け
は
オ

ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
似
人
じ
O
%
、

機
械
販
光
・
1
0
%
と
の
'
」
と

で
、
必
ト人
級
の
オ
ペ
レ

ー
タ

ー
会
批
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

，.‘ 

-

嗣

E 

の
社
長
で
あ
り

ハ
ラ
マ
ウ
ン

ト
映
幽
任
(
C

&
W
H刊
の

f

会
社
の
ひ
と
つ
)
社
以
て
あ

る

パ

リ

l
-
デ
ィ
ラ
|
氏
の

指
抑
ド
に
入
っ
た
。
二
う
し

て
さ
ら
に
デ
ピ
ッ
ト

・
口
ー

ゼ
ン
氏
か
日
米
州
セ
ガ
什
.
の

会
以
を
今
年
.
け
.
H
付
で

辺
付
比
す
る
こ
と
が
昨
年
|
け

の
セ
ガ
祉
に
対
す
る
役
川
り

は
今
で

'u
、
少
な
く
と

L
海

外
の
.
定
ト
巾
州
場
に
対
し
て
は

大
き
い
と
さ
れ
て
お
り

‘
A
F

M
の
役
υ

以
災
動
で
も
川
氏
は

海
外
科
中
1
市
役
に
み
-り
川明い

て

い

る

し

か

し

“
本
の
セ

ガ
μ
刊
の
海
外
市
場
へ
の
取
組

み
は
、
北
米
巾
坊
に

つ
い
て

は
パ
リ

1
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
!

社
が
セ
ガ
社
開
発
n
m
に
つ
い

て
縦
先
権
を
持
っ
て
い
る
ほ

か
、
欧
州

へ
は
村
本
セ
ガ
社

の
文
社
と
も
言
え
る
セ
ガ

・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
が
拘
当
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
以
外

へ
は
川
本
セ
が
社
が
そ
の
つ

ど
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
‘
ロ
ー
ゼ
ン
氏
の
海
外

相
一当
析
と
し
て
の
役
川
り
は

米
川
セ
ガ
社
で
の
訓
幣
ほ
か

と
な
っ
て
い
る
も
よ
う
だ
。

に
発
表
さ
れ
た
。

テ
ビ
ッ
ト

・
ロ
ー
セ
ン
氏

は
セ
ガ
社
の
雄
山
凡
だ
け
で
な

く、

H
t巾
を
合
む
世
界
の
戦

後
A

M
主
体
の
脱
山
凡
に
と
っ

て
崎
必
人
物
で
あ
り
、
J
H
%

セ
ガ
社
会
H
K
を
巡
任
す
る
ま

で
川
社
の
松
山
口
任
者
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
川
氏

CSK/セガ社合問記者発表会(5月21日)にて(左から}セガ社・駒井専
務、中山社長、大川会長(CS K)、蔵綾取締役(CSK・社長繍佐)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情
報
処
理
で

最
大
手
の

C
S
K
と
相
乗
効
果

‘' 

セ
ガ
社
で
は
五
十
問
年
の
入
、
販
売
、
オ
ペ
レ

|
シ
ョ

エ
ス
コ
貿
易
取
得
に
と
も
な
ン
を
器
本
業
務
に
発
展
を
統

い
同
一

.月
に
小
山
隼
雄
エ

け
、
昨
年
以
降
は
パ
ソ
コ
ン

ス
コ
貿
易
社
長
が
セ
が
社
副
分
野
、
特
機
分
野

へ
の
進
出

社
長
に
砂
リ
、
さ
ら
に
同
氏
を
来
た
し
、
製
造
販
先
を
含

は
五
十
八
年
七
月
判
長
へ
と
め
四
事
業
本
部
制
と
な
っ
て

昇
給
し
た
。
つ
ま
り
川
氏
は
い
る
。

セ
ガ
祉
に
H
W
っ
て
以
米
、
が
こ
う
し
た
池
町
で
セ
ガ
社

実
上
セ
ガ
仕
の
経
営
立
任
お
の
収
経
常
附
は
、
よ
り
円
前

と
し
て
代
ι副
総
を
行
使
し
て

'
な
業
務
め
巡
行
を
め
ざ
し
て

き
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
G
&
W
社
傘
下
か
ら
の
独
立

の
問
、
セ
ガ
社
は
業
務
川

A

を
希
明
し
て
き
た
が
、
ち
ょ

M
幽
械
の
開
発
、
製
造
、
愉
山

う
ど
昨
年

の

G

&
W
H
れ
の
民

l

I

l

l

i

-

-

-

-

動

を

機

に

株

パ

の

川
町
択
し
と

に
営
利

n的
で
向
動
綾
拠
出
慨
に
ニ
れ
ら
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を

い
う
仏
体
的
な
品
が
進
み
だ

総
を
使
用
す
る
場
合
な
ど
で
物
納
し
た
テ
l
ブ
、

R

O

M
、
し
、
こ
れ
が
今
回
の
資
本
処

刑
則
を
強
化
し
た
も
の
。
同
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど

動
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
つ
ま

法
は
来
午
.
月
.
H
施
行
さ
を
貸
出
す
と
刑
事
前
が
通
則

リ

コ
ン
ビ
且

|
タ
l
・

ソ
フ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ

ト

ウ

ェ

ア
技
術
や
画
像
技
術

同
法
随
行
時
に
は
官
開
業
m
レ
ら
ソ
フ
ト
の
貸
出
し
業
に
つ
を
べ

|
ス
に
ホ

1
ム

・
エ
レ

コ
ー
ド
に
関
す
る
「
斬
固
定
鋭
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
、
口

ク

ト

ロ

ニ

ク
ス
分
野
の
事
業

罰
法
」
は
当
然
な
が
ら
廃
止
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
化
を
図
っ
て
き
た
C

S

K
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ン

工
業
協
会
(
J
A
M
M
A
)

な
お

一
一
胞
の
推
進
を
図
る
べ

な
お
作品
利
目
的
で
な
い
場
合
む
昨
年
五
月
一
て
十
日
に
文

化

く

、
パ
ソ
コ
ン
事
業
部
を
持

な
ど
は
適
用
さ
れ
ず
、
い
わ
庁
に
意
見
代
田
を
提
出
し
て
お
っ
セ
ガ
社
を
口

い
と
る
こ
と

ゆ
る
資
本
民
な
ど
に
つ
い
て
リ
、
今
回
の
法
改
正
で
-
応
で

「相
以
補
完
に
よ
る
相
来

は
中1
分
の
附
治
則
さ
れ
な
い

の
成
川
市
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
効
来
」
が
明
め
る
と
し
て
、

と

し

て

い

る

。

る

。

な

お

T
V
ゲ

1
ム
を
映

C

S

K
と
セ
ガ
れれ
の
州
経
営

A

M
業
お
も
こ
う
し
た
有
州
の
げ
作
物
と
す
る
か
行
か

仰
が
G
&
W
社
の
デ
ィ
ラ
|

作
仰
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
の
判
決
は
ま
た
山
さ
れ
て
い

氏
と
ぷ
を
進
め
た
粘
決
、
Aー

な
い
が
、
今
川
の
げ
作
航
法
な
い

が
、
映
州
の
vn
作
物
と

川
の
資
本
川内
品川
と
な

っ
た
も

改
正
で
U
J
U
附
辿
す
る
の
は
、
す
る
と
そ
の
場
介
無
断
制
A

仰

の

。
こ
れ
に
よ
り
セ
グ
礼れ
は

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

・
フ
ロ
グ
と
無
断
ト
.
映
e
U
い
す
れ
む
税
C
S
K
、
ト
八
川
功
氏
、

c
s

m

フ
ム
を
カ
セ
ッ

ト
な
ど
の
形
行
法
て
す
で
に
泌
法
だ
と
い

K
の
チ
会
社
の
側
オ
|
エ
ス

パ
で
貸
山
し
件
取
し
て
い
る
う
ニ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
J
・
お
か
ら
な

の
が
、
米
作
。
ん
け
以
降
述
法
せ
上
ニ
の
内
…
に
附
し
て
は
判
る
C

S

K
グ
ル

ー
プ
が
ん
k
株

と
な
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
決
か
山
さ
れ
る
の
を
待
つ
だ
式
の
七
O
%
を
取
符
、
残
り

無
断

コ
ピ
ー
す
る
の
を
目
的
け
の
状
態
で
あ
る
。

=

一

O

%
を
小
山
隼
鰍
氏
を
は

こ
れ
に
よ
り
少
な
く
と
も
商

業
用
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は

六
月
-
-
日
以
後
、
完
売
後
一

年
以
内
の
レ
コ
ー
ド
を
若
作

者
の
許
諾
な
し
に
貸
山
し
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
商
業
用
レ
コ
ー
ド
以

新
設
し
た
も
の

で
、
白
山
し

外

に

ら

貸

与
叫
慨
を
川
崎
め
る
た

レ
コ
ー
ド
は
以
初
の
光
光
か
め
の

J
行
作
総
法
.
制
改
正

ら
.
辺
則
川
は
耳
打
作
お
の
も
川
実
か
f

・
川
:
・
・
十
日
の
州
市
川

却
な
し
に
背
山
し
で
き
な
い
決
定
を
終
て
川
口
川
会
に
ト

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
期
間
抗
さ
れ
、
.
K
川
卜
八
日
に
，
川
，

は
政
令
で
定
め
る
と
し
て
い
決
成
弘
、
川
・
・
ー
・
札
口
に
八
ム

た
が
結
い川
阿
川
卜
:・
uu
の
附

衡
さ
れ
た
e
ニ
れ
は
相
川
市
此
仙

波
で
こ
れ
を

「
・
午
間
」
と
の
あ
る
映
州
の
狩
作
物
以
外

す
る
こ
と
を
決
定
、
川
十
七
の
す
べ
て
の
者
作
物
に
貸
与

H
こ
の
政
令
が
公
布
さ
れ
た
。
比
慨
を
設
け
る
も
の
で
、
と
く

串

じ
め
と
す
る
セ
ガ
社
経
営
陣
セ
ガ
社
の
経
営
に
参
画
し
、

グ
ル
ー
プ
が
取
得
し
た
。
実

向
社
間
ト
仰
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

際

C

S
K
グ
ル
ー
プ
が
取
得
ウ
の

相
乗
効
米
に
よ
り
、
両

し
た
の
は
四
月
十
九
日
付
と
社
の
新
し
い
党
以
を
則
特
で

さ
れ
て
お
り
、
全
株
式
の
取
怠
る
と
し
て
い
る
。

A

M
常

利
に
袋
し
た
代
別
は
約
問
「
凶
作
と
し
て
は
、
セ
が
H刊
が
外

万

ド

ル

と

さ

れ

て

い

る

資

系

か

ら

純

川

内
企
業
に
な

C

S
K
は
昭
利
間
十
ご
・
年
っ
た
こ
と
で
、

.
段
と
日
本

ト
月
に
設
伝
さ
れ
た

コ
ン
ヒ
の

A

M
路
業
の
党
肢
を
促
進

ユ
|
タ
l
情
報
処
均
サ
|
ビ
す
る
と
州
制
作
す
る
こ
と
が
で

ス
会
社
で
、
こ
の
分
野
で
は
き
る
。

け
本
最
大
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
セ
ガ
社
は
今
後
、
業

業
務
内
容
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
務
用
A

M
機
総
門
と
パ
ソ
コ

|
サ
ー
ビ
ス
六
八
%
、
関
連
ン
部
門
を
抜
本
に
、
こ
れ
ら

機
器
販
売
二
四
%
、
リ
ー
ス
か
ら
発
展
し
て
き
た
刷
待
機

八
%
と
な
っ
て
お
り
、
五
十
な
ど
自
動
機
分
野
や
C

A

T

七
年
六
月
以
来
東
京
株
式
市

V
な
ど
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

場

(二
部
)
に
ト
場
さ
れ
て
分
野
へ
の
進
出
や
対
応
を
進

い
る
。
昨
年
九
月
一
.十
日
ま
め
て
お
り
、
健
康
凶
述
機
穏

で
の
最
新
決
算
で
同
社
の
売
に
も
意
欲
を
見
せ
て
い

る
。

上
げ
向
は
約
一
-
U
九

l
阿
倍
こ
う
し
た
セ
ガ
社
の
終
併
以

円
、
経
常
利
絞
約
四
十
阿
倍
聞
に
対
し
、
C
S
K
は
コ
ン

:
一
下
万
円
、
純
利
益
て

1
・
ビ
ュ
l
タ
l
サ
ー
ビ
ス
殺
と

位
九
行
万
円
と
な

っ
て
お
リ
、
し
て

つ
ち
か

っ
た
技
術
や
ノ

安
定
し
た
成
以
を
続
け
て

い

ウ

ハ
ウ
な
ど
を
役
人
し
て
い

る
。
C

S
K
で
は
今
阿
セ
ガ
く
こ
と
で
「
相
来
効
川市
」
を
則

社
を
子
会
社
と
し
た
こ
と
で
、

持
し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る

4
月
お
日
付
で
重
役
陣
の
異
動

大
川
会
長
・
中
山
社
.
長
コ
ン
ビ

今
回
の
資
本
異
動
に
と
も

な
う
章
一
役
呉
動
は
四
月
二
l

h
ハ
日
付
で
行
な
わ
れ
、
会
長

に
C

S

K
の
大
川
社
長
が
兼

任
で
就
任
し
、
中
山
社
長
と

;
一浦
副
社
長
は
留
任
し
、
大

川
会
長

・
中
山
社
長
の
新
コ

ン
ビ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

に
な
る
。
重
役
の
異
動
は
次

の
と
お
リ
と
な
っ
て
む
リ
、

エ
ス
コ
貿
易
の
採
社
長
と
C

S

K
社
の
湯
川
常
務
が
セ
ガ

判
常
務
と
な

っ
た
こ
と
、
小

形
本
m
H
K
が
重
役
に
な

っ
た

こ
と
が
特
に
注
目
さ
れ
る
司

代
表
取
締
役
会
長

H
大
川

功
氏

(新
任
、
C
S
K
)
、

川
社
長
H
中
山
限
維
氏
、
同

訓

社

長

H
J一
浦
照
総
氏
。

H
V
務
取
締
役

(
営
業
部
門

統
括
担
当
}

H
駒
井
徳
造
氏

(
昇
任
)
。
常
務
取
締
役
(
特

機
事
業
本
部
以
)

H
様
似
次

郎
氏
(
新
任
、
エ
ス
コ

貿
易
)
、

同

(
パ
ー
ソ
ナ
ル

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
事
業
点中
部
長
)

H

湯
川
英

一
氏

(新
任

、

C

S

K
)。取

締
役
(
製
造
挙
業
本
部

長
)
北
村
裕
昭
氏、

一川

(販

売
事
業
本
部
長
)
小
形
武
徳

氏

(昇
任
)
、
同

(海
外
相
一

当

)
D
-
ロ
ー
ゼ
ン
氏
。
取

締
役

(非
情
勤
)
ト〈
前
猛
氏、

岩
凶
泌
氏
、
公

m光
治
氏
、

勝
校
純
教
氏
、
笠
川
町
川
辺
氏
、

小
村
俊
.
氏

(以
上
U

ハ申
刷
新

任、

C
S
K
)。

杭
作
役
H
稲
川
同
氏
、
外

伝
巡
治
氏
(
新
川町
、
C
S
K
)。

な
お
セ
ガ
社
の
下
会
社
で

あ
る
エ
ス
コ
貿
易
に
つ

い
て

は
当
耐
変
更
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

(71:) * flH 1 ' I ~ IUI止たは塩:1(1)決ぬ

の
枕
利
を
仙
川
す
る
む
の
で

は
な
い
か
、
と
の
川
川脳
内
…が

出
川
崎
怖
さ
れ
、
文
化
げ

-
w作

山
何
事
品
会
が
解
決
を
凶

っ
て

5
た
ョ
そ
の
第
一

州
と
し
て

ま
ず
「
尚
業
川
レ
コ
ー
ド
の

公
衆
へ
の
符
与
に
附
す
る
者

作
依
桁
等
の
縦
川刊
に
附
す
る

部
改
正
法
案
成
立

頒
布
権
の
あ
る
映
画
を
除
く
全
著
作
物
に

た
に
「
貸
与
権
」
一

パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
の
テ

l
プ
な
ど
に
も
適
用
可
能
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風
営
化

の
問
題J

o
u
 
3
月
の
理
事
会
に
続
き
、

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
繍
(
事
務
局
東
京
、

M
T

見
儀
信
理
事
長
、
J

O
U
)

で
は
今
↑月
」
l

三
日
に
東
京

・

八
重
州
の
間
際
観
光
ホ
テ
ル

で
緊
急
即
事
会
を
、
ま
た
四

月
一
ー
一ニ
円
に
三
電
県
長
島

の
ホ
テ
ル
ナ
ガ
シ
マ
で
凶
日
月

例
会
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
、
同肌

営
法
問
題
に
つ
い
て
は

N

A

O
と
協
調
し
て
い
く
こ
と
を

倣
認
し
た
。

三
月
十
一ぺ
日
の
緊
急
則
市

会
は
、

N

A

O
が
条
件
折
衝

へ
と
方
針
転
換
し
た
の
を
受

け
て
聞
か
れ
た
も
の
で
、
議

題
は
風
営
法
問
題
に
絞
ら
れ

た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

元
J

O

U
会
長
で
も
あ
る
N

A

O
内
回
会
長
が
、
そ
れ
ま

で
の
脅
察
庁
や
N

A

O
の
対

応
ぶ
り
に

つ
い
て
経
過
を
交

じ
え
て
説
明
、
続
い

て
質
疑

応
答
と
な

っ
た
。
こ
の
巾
で

営
業
時
間
や
地
域
な
ど
の
規

制
が
風
俗
営
業
で
は
厳
し
く
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TVゲーム機メーカー19社が連名で

京高
G 

4
月
例
会
を
開
き

-211月務た U説 Aたばがに長会 るはらし反同か身!市合 lii
卜会十局い と明 O 。ら 、つ鳥で PLJこ Nなか省つつ近者員 め
I!.!:Iで八長としな 内ま j孔こいスは月 と Aいしをてたにかにら
日承日がしてど問ず営こてパ、 こ が Oの嘆 |嘆き白いら説れ
の認に「 、もを会早法での l会十硲とでいくた分ては 1明 て
閣を自風続再も 長 見問も説ラ場 三 認共、て声 」 たも 「さい
議 受'民営い伎と に迎題話 明 ンに H さ 間以いも とちな鰍れる
にけ党法てよによ事に題もド隣のれ :歩後て出.i!正にに博たこ
提て ・案 J京〈 、る 長 絞 は あ の 桜 凶 た 制 J もてすッも業がと
出お J也は問考 J経 はらもっ 見す月 。を O始い ざヶ LtJ. 、が
さり行四半え ojf!!l N tlった学る例 と U まるたがなが ;|l組1-77a......j凪はら い{谷 ItL

iJ JZFT曹司w・・ じ辿に N る 161・ムる
て 産つ A'-業セ 予
管省い O と と ン まii
察 、て内説しタ
庁厚、~I]明て I jf，J 
に生 「会し 規が法
対省 N長て王iJ第築
しな A はいさ八に
条ど O こるJ.L号は
{11~ をでれ 。 て j孔ゲ

い
わ
ゆ
る

「
遊
戯
装
置
付

テ
ー
ブ
ル
」
尖
朋
新
家
権
に

閲
し
て
、
ナ
ム
コ
ら
T

V
ゲ

ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
十
九
社
は

阿
川
十
七
日
付
の

「務
決
」

に
刈
し
て
よ
五
月
二
十
問
日
付

で
東
京
高
裁
に

「
出
訴
」
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
制
実
築
総

の
無
効
を
め
ぐ
る
争
い
は
特

許
庁
か
ら
東
京
両
裁
へ

と
司

法
の
場
へ
移
さ
れ
た
。

特
許
庁
段
階
で
は

(前
号

既
報
の
と
お
り
)
全

H
本
遊

間
協
会

(
J

A

A
)
ら
が
請

求
し
た
「
無
効
審
判
」
の

「
請

求
は
成
り
立
た
な
い
」
と
す

る
帯
決
を
下
し
、
事
炎
上
請

求
を
却
下
し
た
。

こ
れ
に
対

し
J

A

A
ら
に
よ
る
法
的
手

続
き
を
継
泳
し
て
き
て
い
る

折
衝
し
て
き
た
。
し
か
し
川

法
案
は
今
凶
会
に
上
科
さ
れ

来
春
に
は
施
行
さ
れ
る
も
よ

う
で
あ
る
。
u
j
A
O
で
は
条

例
折
術
に
よ
っ
て

一
応
S
C
、

出
頭
、
旅
館
、
遊
間
地
な
ど

の

ロ
ケ
は
対
象
外
に
な

っ
た

と
考
、
え
て
お
り
、
残
る
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
と
ゲ
ー

ム
機
を

設
置
す
る
飲
食
病
が
八
号
、
営

業
と
な
る
と
考
、
え
て

い
る
。

他
業
界
に

つ
い
て
は
映
同
業

界
が
除
外
さ
れ
た
り
、
当
初

予
定
さ
れ
た
風
俗
営
業
適
正

化
セ
ン
タ
ー
が
坪
生
省
の
な

見
で
風
俗
出
境
浄
化
協
会
に

振
り
か
、
え
た
り
、
作
察
庁
も

か
な
り
淡
歩
し
た
よ
う
だ
が
、

ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

は
業
界
側
め
力
不
足
も
あ
り

残
念
な
が
ら
規
制
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
説
明
。

さ
ら
に
内
閉
会
長
は
「
今

後
の
課
題
と
し
て
、
新
風
営

法
施
行
に
際
し
、
都
道
府
県

の
公
安
委
員
会
と
の
交
渉
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

逆
用
面
で
少
し
で
も
有
印
刊
に

上はJOU緊急理事会(3月13日)、 下はJOU例会(4月23日)にて

『担恥

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ

シ
ン
工
業
協
会

(
J

A

M
M

A
)
で
は
、
裁
判
で
言
え
ば

控
訴
に
当
た
る

「
出
訴
」
を

行
な
う
十刀
針
を
決
め
、
手
続

き
を
進
め
て
い
た
。
こ
う
し

て
出
訴
期
間
中
に
手
続
き
が

行
な
わ
れ
、

T

V
ゲ
ー
ム
機

メ
ー
カ
ー

1
九
社
が
原
告
と

な
り

「
昭
和
五
五
年
審
判
第

一
九
三
四
凶
号
務
決
取
消
し
」

を
求
め
る
訴
訟
が
瓦
月
・
一十

四
日
、
東
京
高
裁
に
提
起
さ

'し

、.。

&
a
n
d'
h
 

こ
の
訴
訟
で
原
告
ら
が
挙

げ
て
い
る
審
決
取
消
の
原
因

と
し
て
は
、
問
題
点
は
遊
戯

装
置
の
表
示
板
と
天
板
と
が

同

十
平
岡
に
あ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
し
、
①
先
願
特
許
の

...... 

， 

真
砂
副
会
長
辞
意
表
明

J
A
P
E
A
理
事
会
で
。
末
佐
氏
は
専
務
理
事
に

ぜ1ニ純郵便物泌古I

ん土
臼
本
遊
間
地
設
協
会
(
本

部
東
京
、
山

m
J↑郎
会
長
、

J

A
P

E

A
)
て
は
四
月
二

十
七

H
、
東
京

・
渋
谷
の
引
け

川
子
会
館
に
て
泌
常
総
会
へ
向

け
て
第
十
八
回
理
事
会
を
聞

き
、
五
十
八
午
度
いお
業
報
告

お
よ
び
収
支
予
算
、
五
」
1

九

年
皮
事
業
計
画
家
な
ら
び
に

収
支
予
筑
楽
を
そ
れ
ぞ
れ
泳

訟
し
た
。

説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

を

令
指
予
算
と
し
、
内
訳
で

本
部
予
算
と
支
部
予
算
を
明

記
し
て
総
会
に
提
案
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

辿
片
付
総
会
(
カ
月
十
八
円
)

で
は
汀
期
尚
了
に
什
う
役
只

改
選
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
件
に

つ
い

て
議
長

(会
長
)
は
現
役
員

休
制
で
ふ
れ
民
留
任
し
た
ら
ど

そ
の
な
か
で
五
!
九
年
佼
う
か
と
い
・
7
提
案
を
し
、
了

いや
業
計
州
に

「
小
引
遊
戯
地
み
さ
れ
、
モ
の
旨
総
会
に秋山

設
関
係
の
安
令
管
仰い
等
に
つ
る
よ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ

い
て
の
議
沼
会
」
の

実

地

を

の
件
に
つ
い
て
真
砂
幸
男
副

織
り
込
む
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
会
長

(兵
砂
工
業
側
)
か
ら

そ
の
た
め
ま
ず
州
議
沼
会
実
刷
会
長
を
昨
退
す
る
じ
刊
の
立

地
に
向
け
て
の
準
備
委
員
会

思
表
明
が
な
さ
れ
た
た
め
、

(委
只
長

H
小
山
川
正
美
川
{市
ド
・

そ
の
後
任
を
ど
う
す
る
か
に

鮒
小
宮
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
)

つ
い
て
む
、
総
会
に
治
る
こ

を
設
置
し
、
建
築
恭
準
法
の
と
に
な
っ
た
。

対
象
と
な
ら
な
い

小
相

乗

物

役

員

の

件

に

附
迎
し
て
従

機
の
安
全
管
即
の
法
準
を
作
木
制
協
会
の
市
勤
役
員
が
不

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

作
だ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
総

た
・な
十
九
年
・没
収
文
予
算
案
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
求
休
容

に
つ
い
て
、

従
米
は
本
部
と

↑
関
同
支
部
長
(
附
ジ
ェ
イ
・

閃
由
支
部
の
予
算
を
別
倒
に
ア
ー
ル
に
イ
|
)
に
咋
務
川
崎

日
本
初
、

T
V
ゲ

l
ム
を
家
庭
で

C
A
T
V
を
利
用

ナ
ム
コ
が

4
月
げ
日
か
ら
奈
良
で
開
始

側
ナ
ム

コ

(ふ
れ
点
以
、

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
わ
が
同

中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
、
怖
で
は
こ
れ
か
初
め
て
の
試
み

映
像
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
協
と
な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。

会

(
松
下
幸
之
助
会
長
)
が

こ

れ

は

同

尖

験

で

佐

川

さ

奈
良
県
生
駒
市
で
実
験
中
の
れ
て
い
る
C
A
T
V
シ
ス
テ

双
打
向
光
通
信
シ
ス
テ
ム
に
ム

「
ハ
イ

・
オ
l
ビ
ス
」
の

よ
る
布
線
テ
レ
ビ

(
C
A
T

視
聴
名

(仁
川
五
十
六
世
併
)

V
)
で
、
同
社
パ
ソ
コ
ン
朋
の
中
か
ら
ゲ
ー
ム
伝
送
実
験

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
伝
送
実
験
を
希
望
す
る
世
引
に
実
泌
さ

を
四
月
ト
六
日
か
ら
始
め
た
。
れ
て
い
る
も
の
で
、
第

一
期

C
A
T
V
に
よ
る
ゲ
|
ム
ソ

問

(凶
月
十
六
円
か
ら
五
月

フ
ト
の
伝
送
は
海
外
で
は
す

二
十
日
ま
で
)
と
第
二
期
間

で
に
実
用
化
が
進
ん
で
い
る

(・ハ
月

一
H
か
ら
じ
月
1
.
b

が
を
兼
任
し
て
も
ら
う
こ
と

が
ゑ
認
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
さ
き
ほ
ど
実
絶

さ
れ
た

「
遊
一以
地
設
の
管
問

i' 

窓
と
そ
の
作
用
に
つ
い
て
事
サ
ミ
|
工
業
側
、
大
森
電
気

笑
誤
解
が
あ
る
、
②
そ
の
窓
側
、
コ
ア
ラ
ン
ド
テ
ク
ノ
ロ

は
表
示
板
に
他
な
ら
な
い
な
ジ
|
側
、
附
ボ
ナ
ン
ザ
エ
ン

ら
ぱ
同

一
内
容
の
考
案
と
断
タ
l
プ
ラ
イ
ゼ
ズ
、
岐
阜
特

定
で
き
る
と
し
、
問
実
笑
権
機
州
側
。

は
無
効
な
の
で
、
無
効
審
判

四
年
前
に
審
判
請
求
し
た

の
請
求
を
退
け
た
務
決
の
取
う
ち
レ
ジ
ヤ

y
ク
側
は
解
散

消
し
を
求
め
る
、
と
し
て
い
し
た
た
め
十
九
社
と
な
り、

る
。
な
お
今
回
の
訴
訟
原
告
う
ち
十
九
社
に
つ
い
て
も
社

聞
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
名
変
更
そ
の
他
の
異
動
が
あ

い
る
。
側
ナ
ム
コ
、
附
タ
イ
り
、

か
な
り
手
続
き
で
時
間

ト
|、

附
シ
グ
マ

、
附
セ
ガ

・

を
嬰
し
た
も
よ
う
。
任
天
金

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
、
附
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
は
任
天

e

・共

、

パ

|
リ
|
サ
ー
ビ
ス
堂
に
吸
収
さ
れ
た
が
法
的
に

側
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
即
興
業
側
、
は
清
算
中
な
の
で
、
旧
名
の

任
天
堂
レ
ジ

ャ
ー
シ
ス
テ
ム
ま
ま
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。

側
、
刷
新
日
本
企
岡
、
日
ぶ

十
九
社
中
す
で
に
T
V
ゲ
|

物
賄
側
、
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
ム
機
の
製
造
を
中
止
し
た
の

側
、
附
ユ

ニ
バ
ー
サ

ル
、
ア

も

あ

り

、
時
の
経
過
を
十
分

イ
レ
ム
附
、
附

H
木
簡
市
、
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
。

折
叫
戊
び
検
俗
資
料
品
れ
に
刈
す

る
端
科
会
」
の
結
決
な
ら
び

に
決
算
の
級
官
、
風
公
法
改

正
問
題
に
つ
い
て
の
給
過
鍬

作
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
川

協
会

「会
只
証
」
の
デ
ザ
イ

ン
募
集
め
結
来
、
応
募
七
社

の
7
ち
東
洋
娯
楽
機
が
提
案

し
た
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し
た
す

こ
と
が
似
合
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
場
の
風
営
化
に
つ
い
て

遊

協

会

も

反

対

警
察
庁
な
ど
に
陳
情
文
提
出

進
同
地
オ
ー
ナ
ー
の
協
会

H
本
遊
同
地
協
会

(いや
務
局

東
京

・
東
洋
娯
楽
機
側
内
、

・
付
金
点
好
辺
市
長
)
が
四
川

卜
刊
日
付
で
、

「
川
帆
山
骨
引
法
改

止
に
つ
い
て
お
願
い
」
と
の

文
脊
を
鋒
祭
庁
な
ど
へ
健
出

し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど

判
明
し
た
。

同
文
書
は
以
下
に
掲
げ
る

と
お
り
で
、
ど
う
い
う
わ
け

か
N
A
O
の
出
版
常
務
に
mm

け
ら
れ
、
同
氏
は
こ
れ
を
作

祭
庁
、
通
旅
省
、
，
制
民
党

・

地
卜々
行
政
部
会
に
提
出
し
た

と
一治
っ
て
い
る
。
な
お
、
問

白
木
造
問
地
協
会
の
訴
で
は

日
ま
で
)
に
分
け
て
実
峰
。

同
開
光
協
会
で
は
お
望
者
に

松
下
五
線
製
の

M
S
X
規
絡

パ
ソ
コ
ン

「
C

F
1
2

0

0

0
」
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

お
り
、
ナ
ム
コ
は
そ
の
う
ち

現
在
十
ご
世
併
と
利
川
料
余

二
千
円
で
契
約
を
紡
び
、

コ

ピ

|
防
止
の
た
め
ナ
ム
コ
が

画霞額四

聞
. 

ち治

1
1
圃・1
1

一一
…
…

aMザ
…

-e
一一…

胤
品
川
内
法
問
題
に
つ
い
て

一
肢

も
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
な
く

従
つ
て
な
に
か
の
問
述
い
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
、
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
。

風
営
法
改
正
に
つ
い
て

お
願
い

新
聞
等
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

普
察
庁
で
は
背
少
年
非
行
化

防
止
等
の
理
由
で
風
営
法
の

A
L
m
改
花
を
お
閃
り
と
の
由

で
す
が
、
最
近
の
社
会
環
境

の
な
か
で
、
そ
の
御
趣
旨
は

誠
に
結
納
な
こ
と
と
は
存
じ

ま
す
が
、
そ
の
む
か
に
一
州
制

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
胤
俗壮一
由

主
と
し
て
取
り
入
れ
、
ー
ム円

MSXパソコンゲーム r.1 ~ ックマンJ

開
発
し
た
専
用
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ

(こ
れ
が
な
い
と
ゲ
i
ム

の
受
信
が
で
き
な
い

)
を
貸

し
出
し
て
い
る
。

こ
の
伝
送
尖
験
は
パ
ソ
コ

ン
ゲ
l
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
汗
戸
ト
ラ

ッ
ク
に
収
録
し
、
紋
送
局
の

自
動
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
収
納

機
に
入
れ
て
お
き
、
参
加
者

が
各
家
…
胞
の

C

A
T
V
端
末

の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
り
、
同

収
納
機
か
ら
希
望
の
ゲ
ー
ム

を
選
ぶ
と
、
光
ケ
ー
ブ
ル
に

て
送
信
さ
れ
て
く
る
ゲ
ー
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
パ
ソ
コ
ン
と

咋
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
よ
り

読
み
取
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

こ
の
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
に
つ

A 

• 

の

ゲ

i
ム
機
を
設
問
し
た
場

所
で
も
、
そ
の
刈
象
と
す
る

じ
刊
の
お
巧
え
が
あ
る
由
で
す

が
、
山
山
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
現
状
は
と
も
か
く
と
欲
し
‘

我
々
が
泌
ザ
い
す
る
遊
閑
地
内

に
於
け
る
ゲ
!
ム
場
を
も
対

象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

絶
対
に
反
対
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

我
々
の
遊
岡
地
は
、
青
少

年
の
非
行
を
防
止
し
、
明
る

く
健
全
る
る
青
少
年
を
育
成

す
る
施
設
と
し
、
ゲ
ー
ム
機

も
健
令
な
る
遊
び
の

一
環
と

し
て
、
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
ゲ
ー
ム
場
に
於

き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

管
制
他
人
を
常
駐
さ
せ
、
少
年

非
行
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
は
‘

切
州
切
除
し
た
、
健
全
な
る
遊

び
場
と
し
て
述
常
致
し
て
お

り
、
水
だ
そ
れ
ら
の
行
為
の

実
態
は
枠
制
…
で
あ
り
、
今
後

も
起
こ
ら
な
い
と
碍
信
し
て

お
リ
ま
す
。
営
業
時
間
も
特

別
な
俗
世予
期
間
を
除
い

て
は
、

夕
方
6
時
頃
に
間
関
終
業
し

て
お
り
ま
す
。

遊
凶
地
の
も
つ
社
会
通
念

上
、
附
内
に
風
俗
営
業
と
言

、つ
健
A
1
な
る
村
会
環
境
に
異

な
る
枠
内
業
実
態
を
存
在
さ
せ

る
こ
と
は
、
誠
に
好
ま
し
く

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
依

っ
て
、
風
俗
営
業
法
の
改
正

い
て
は
ナ
ム
コ
が
全
術
協
力

し
、
同
日
れ
開
発
の
M
S
X
対

応
ゲ
|
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ν

ナ

ム
コ
ッ
ト
H

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
佼
用
。
そ
の
っ
ち
柄
引

一
期

附
は

「
パ
y
ク
マ
ン
」

「
マ

ッ
ピ
|
」
な
ど
六
問
問
、
第

e

-

期
間
で
は
お

一
期
間
で
人
気

の
あ
っ
た
四
Mm
を
残
し
、
あ

と
「
デ
ィ
グ
ダ
ク
」

「
ポ
ス

コ
ニ
ア
ン
」
な
ど
ナ
ム
コ
ツ

ト
の
新
作
を
加
え
計
八
純
の

ゲ
l
ム
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
同
社
で
は
「
他

の
C
A
T
V
同
と
も
緩
触
を

始
め
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
時
代
に
物
怪
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

な
る
よ
う
都
道
府
県
別
に
支

部
を
組
織
し
て
い

き
た

い
。

ま
た
風
営
法
問
題
に
対
し
て

方
針
の
遣
い
か
ら
J

A

M

M

A
が
独
自
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

部
会
を
発
足
さ
せ
、
大
手
六

社
か
ら
N

A

O
に
選
会
屈
が

提
出
さ
れ
て

い
る
が
会
長
預

り
の
形
に
な

っ
て
い
る
。
今

回
、
絶
対
反
対
と
条
件
折
衝

と
に
分
れ
た
が
、
こ
れ
は
や

む
を
え
な
い
こ
と
だ

っ
た
」

と
語
っ
た
。

こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
て

討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、
ゲ

ー
ム
坊
が
今
回
風
営
規
制
対

象
に
「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

が
、
管
別
仕
の
悪
い
ロ
ケ
も
あ

り
し
か
た
が
な
い
と
い

っ
た

意
見
が
多
く
、
全
般
的
に
は

新
風
営
法
や
む
な
し
と
の
認

識
を
前
提
に
、
N
A

O
の
方

針
は
正
し
か

っ
た
と
総
折
、

そ
の
上
で
会
支
部
の
組
織
化

を
問
題
点
に
し
た
の
に
と
ど

ま
っ
た
。
し
か
し
、
法
案
は

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
国
会
上

位
や
国
会
審
議
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
従

っ
て
、
あ
く
ま
て

も
同
法
案
可
決
成
立
を
前
提

に
し
た
似
の
話
に
終
始
し
た

こ
と
に
な
る
。

青
少
年
育
成
国
民
会
議
提
唱
の

「
オ
ア
シ
ス

運
動
」
で
景
品
も

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ

レ
ー

タ
ー
棚

(
事
務
局
東
京
、
早

見
儀
信
理
事
長
、

J

O
U
)

で
は
仙
青
少
年
育
成
国
民
会

識
が
提
唱
し
て
い
る
「
オ
ア

シ
ス
運
動
」
に
歩
調
を
合
わ

せ
、
同
運
動
の
キ
ャ

ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
な
ど
を
掲
げ
た
以
来
ロ
聞

を
五
月
上
句
作
成
し
た
。

こ
の
「
オ
ア
シ
ス
辺
動
」

， 

任
天
堂
の
家
庭
用

T

V
機
に

B
A
S
I
C
追
加

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
っ
き
で

6
月
発
売
に

任
天
堂
側

(本
社
京
都
、

山
内
神
社
長
)
で
は
同
社
家

庭
用
T

V
ゲ
ー

ム
機

「
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
専

用
の
周
辺
機
総

H

フ
ァ
ミ
リ

ー
ベ
ー
シ
ッ
ク
。
を
六
月
下

旬
か
ら
発
売
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

カ
タ
カ
ナ
キ
ー
ボ
ー
ド
、
拡

狼
R

O

M
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、

そ
れ
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

本
の
三
点
が
セ
y

ト
に
な

っ

た
も
の
で
価
絡
は

一
万
四
千

問
。
こ
れ
に
よ
り
本
体

ご

万
四
千
八
百
円
)
と
合
わ
せ

て
も
三
万
円
を
切
る
と
い
う

鴛
く
べ
き
低
価
絡
の
パ
ソ
コ

ン
シ
ス
テ
ム
が
出
現
す
る
こ

と
に
$
る
。

こ
の
セ
ッ
ト
を
本
体
に
桜

に
よ
る
ゲ
ー
ム
坊
の
付
象
に

つ
い
て
、

絶
対
反
対
数
し
ま

す
。

統
す
る
と
処
理
能
力
8
ビ
ッ

ト
、
記
憶
容
量
凶
J
バ
イ
ト

の
パ
ソ
コ
ン
と
な
る
。
同
社

で
は
「
現
在
販
売
さ
れ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が

JOUが「オアシス運動』で作った景品キャ

ラメルの表面 (2種類ある)

と
は
互
い
に
挨
拶
を
し
よ
う
扱
っ
て
い
る
景
品
の
キ
ャ
ラ

と
い
う
運
動
℃
、

オ
ハ
ヨ
ウ
、
メ
ル
の
粕
に

「
明
る
い
あ
い

ア
リ
ガ
ト
ウ
、
シ
ツ
レ
イ
シ
さ
つ
、
ふ
れ
あ
う
心
」
「
大
き

マ
ス
、
ス
ミ
マ
セ
ン
の
そ
れ
な
芦
で
あ
い
さ
つ
し
よ
う
」

ぞ
れ
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
の
「
こ
ん
に
ち
は

『
オ
ア
シ
ス

問
民
会
議
の
会
員
で
も
あ
る
起
動
』
」
と
印
制
。
パ
ッ
ク

J

O

U
は
こ
の
運
動
を
ゲ
ー

の
絵
は
二
種
類
あ
る
。
こ
の

ム
場
に
も
広
げ
、

ゲ
ー
ム
場
文
字
や
絵
は
問
民
会
議
と
相

を
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
|
シ
談
し
な
が
ら
決
め
ら
れ
た
。

ヨ
ン
の
場
に
し
て
健
全
イ
メ

な

お

J

O

U
で
は
景
品
め
は

l
ジ
を
さ
ら
に
高
め
、

少
し
か
向
通
勤
を
進
め
る
た
め
の

で
も
非
行
防
止
に
努
め
よ
う
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
た
い
と

と
い
う
こ
と
で
、

J

O

U
が

し

て

い

る

。

ゲ
ー
ム
期
に
使
わ
れ
て
い
る
な
が
ら
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
い
う
市
場
調
交
の
結
果
か
を
動
か
せ
る
も
で
、
初
心
者

ら
、
ゲ
l
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
で
も
容
易
に
ゲ
l
ム
プ
ロ
グ

ン
グ
に
披
過
な
も
の
と
し
て
ラ
ミ
ン
グ
が
で
さ
る
こ
と
が

開
発
し
た
」
と
し
て
お
り
、

抜
大
の
特
徴
。
も
ち
ろ
ん
独

R

O

M
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
に
あ
自
の
グ
ラ
フ
ィ

γ
ク
も
描
け

ら
か
じ
め
「
ド

ン
キ
|

コ

ン

る

ほ

か

、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ

グ
」
や

「
マ
リ
オ
」
な
ど
同
|
ド
や
占
い
な
ど
んハ
純
類
の

社
ゲ
l
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
込
ま
れ
て

十
六
種
類
組
込
ま
れ
て
い
て
、
い
る
。
そ
し
て
乾
抵
池
に
よ

表
示
さ
れ
る
選
択
肢
を
選
び
る
メ
モ
リ
ー
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
も
あ
り
、
作
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
保
存
で
き
る
。

同
社
で
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
を
昨
年
夏

以
来
今
年
五
月
末
ま
で
に
計

百
万
台
販
売
し
、
問
機
が
パ

ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
機
市
場
の
九

割
近
く
を
占
め
る
ほ
ど
圧
倒

的
シ
ェ
ア
を
誇

っ
て
お
リ
、

こ
の
周
辺
機
器
の
発
売
に
よ

り
さ
ら
に
販
売
台
数
を
伸
ば

す
考
え
で
、
今
年
中
に
累
計

で
披
低
百
八
十
万
台
、
生
産

が
順
調
に
運
べ
ば
ニ
有
三
十

万
台
の
販
売
を
目
指
し
て
い

ヲ②
。

，-

任天堂「ファ ミリ ー ・コンビュータJ に「ファ ミリ ー ・ベ

ーシック」を連結したようす

持
し
く
は
、
笑
情
御
税
祭
会
員
の
み
だ
っ
た
が
、
今
回

の
卜
、
深
く
御
明
解
を
賜
り

か
ら
そ
れ
以
外
の
業
者
で
も

皮
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

J

O
U
ま
た
は
N
A
O
の
会

ー
ー
I
l
l
i
--
-
-
|

買
の
推
薦
が
あ
る
健
全
業
者

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

の

た

め

の

青

少

年

指

導

員

宇

句
ば
受
部
で
さ
る
こ
と
に

-

r

f

l

i

-

-

v

，

‘

t
i
-
-
‘
，
‘

な
っ
て
い
る
。
募
集
人
員
は

角

F
F

一

3
一

-E司
宇
岨
川
剥
甜

R
h
E
約
百
名
で
、
応
募
締
切
り
は

穿
3
匝

蓑

戚

調

座

六
月
五
日
。

そ
し
て
笑
行
委

員
会

(
N

A

O
と
J

O
U
て

第
二一
川

「遊
戯
機
械
管
甥
教
育
を
通
じ
て
背
少
年
育
成
柿
成
)
で
応
募
者
を
調
繁
し

者
の
た
め
の
青
少
年
指
導
員
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
ま
す
交
講
者
が
決
定
さ
れ
、
六
月

養
成
講
座
」
の
災
施
袈
項
が
ま
す
強
い
社
会
的
要
消
」
と
十
五
日
ま
で
に
会
費
四
万
一-

こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
り
、

し

て

、
新
風
営
法
案
の
対
象
、
千
円
(
山倒
的
、
食
事
費
含
む
)

同
講
座
を
、
主
催
す
る
日
本
娯
非
対
象
を
問
わ
ず
ロ
ケ
の
般
を
指
定
銀
行
に
振
込
む
こ
と

楽
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
伸
(事

聞
と
し
た
自
主
規
制
が
必

要

に

ら
っ
て
い

る
。

務
局
東
京
、
円
十
見
儀
信
理
事
だ
と
い
う
飽
行
で
開
催

す

る

講

座

内

容

は

①

「

青

少

年

長
、

J

O
U
)
と
日
本
ア
ミ
と
し
て
い
る
。
同
講
座
は
ゆ

問
題
の
概
要
」
「
時
少
年
非

ユ
|
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
l

背

少
年
育
成
問
民

会

識

の

共

行
の
現
状
」
「
青
少
年
指
導

タ
l
協
会

(
木
部
東
京
、
内

催
と
い
う
形
で
、
次
の
よ
う

に
つ
い
て
の
留
意
点
」
な
ど

凶
博
会
長
、
N

A

O
)
て
は

な
内
容
で
実
施
さ
れ
る
。

の
講
，
説
、
②

「
ゲ
ー
ム
州
場
に

受
講
者
の
募
集
を
開
始
し
た
。

六

月
二
十
七
円
か
ら
三
日
お
け
る
問
題
点
に

つ
い
て
」

宅
催
者
側
て
は
今
回
の
議

問
、
東
京

・
代
々
木
の
凶
立
パ
ネ
ル
討
議
、
③
映
画
、
@

{
肢
を
開
く
に
あ
た
り
、

「瓜

オ

リ

ン

ピ

ッ
ク
記
念
背
少

庁

情

報

交

換
、
⑤
レ
ポ
ー
ト
作

営
法
改
T
Y
系
の
成
必
は
別
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
成
、
例
別
指
導
な
ど
。
最
後

し
て
、
同
議
脱
が
同
的
と

す

る

。
応
募
資
絡
に
つ
い
て
は
に
血
骨
格
で
介
絡
す
れ
ば
修
了

る
ロ
ケ
の
健
全
化
と
管
破

者

従

米

は
J

O
U
と
N

A

O
の
誌
が
授
与
さ
れ
る
。

絶
対
反
対
で

N
A
O
退
会

中
部
O

P
会、

梅
村
会
長
は
辞
任
、

，、

神
出
氏
が
新
会
長
に

名
古
屋
を
中
心
と
す
る
中
会
長
に
就
任
し
た
も
よ
う
で

部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会

(会

員

あ

る

。

数
約
五
卜
相
)
は
、
N
A

O

こ
れ
ら
の
動
き
は
五
月
中

中
部
支
部
を
兼
ね
て
き
た
が
、
ご
ろ
か
ら
活
発
化
し
、
日
川
崎

風
営
法
問
題
で
こ
の
と
こ
ろ
日
に
も
破
事
会
が
聞
か
れ
る

紛
糾
を
続
け
て
き
て
お
り
、

ほ
ど
述
日
連
夜
の
ご
と
く
会

結
局
①
ゲ
!
ム
場
を
風
営
化
合
が
重
ね
ら
れ
た
紡
山
本
、
以

す
る
新
風
営
法
案
に
対
し
絶
上
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。

刈
反
刈
の
方
針
で
具
体
的
活
中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会

(
N

動
を
始
め
る
こ
と
、
②
中
部

A

O
中
部
支
部
)
は
N

A

O

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
会
員
は
N

本
部
の
方
針
に
合
わ
せ
て
き

A

O
の
会
員
を
兼
ね
て
き
た
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
が
、

が
悲
本
的
に
念
日
以
N

A

O
を

N

A

O
本
部
が
絶
対
反
対
の

退
会
す
る
こ
と
を
決
め
、
③
立
場
を
捨
て
関
係
当
局
と
ぷ
耶

以

J
に
と
も
な
い
こ
れ
ま
で
件
折
術
々
を
進
め
て
い

る
の

小
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会

の

会

に

対

し
、
中
部
オ
ペ

レ
ー
タ

長
だ
っ
た
高
村
合
同
久
氏
〈
附

l
会
は
今
同
の
決
定
に
よ
り

水
野
商
会
)
は
事
実
上
す
て

N
A

O
本
部
の
方
針
に
真
向

に
辞
任
し
、
代
わ
り
に
神
出
う
か
ら
反
対
す
る
方
針
を
打

英
小
一
氏

(
制
神
山
山
商
産
)
が
ち
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
た
め
、
N
A

O
本
部
と
風

常
法
問
題
で
ま
っ
た
く
対
立

す
る
以
上
、
同
会
会
員
が
N

A

O
の
会
員
を
兼
ね
て
い
る

の
も
お
か
し
い
と
し
て
、
全

員
が
N
A

O
か
ら
退
会
す
る

方
針
を
同
め
、
近
く
正
式
に

そ
の
市
中
務
手
統
き
を
と
る
む

よ
う
で
あ
る
(
詳
し
く
は
判

明
次
第
続
報
の
予
定
)。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
5
月
何
日
1
引
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
の
八
ム
侍

な
い
し
公
開
の
最
新
分
で
A

M
業
界
関
述
の
も
の
は
次
の

戸

と
お
り
。
記
事
内
谷
は
、
公

会
/
公
開
の
日
付
、
発
明
/

考
案
の
名
称
、
出
願
人
、
公

告
/
公
開
番
号
、
出
願
番
号

の
順
に
掲
載
。
な
お
⑮
は
審

査
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を
示

し
て
い
る
。
具
体
的
な
内
谷

に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発
明

協
会
な
ど
に
お
問
い
合
せ
下

昔、ぃ

。特
許
出
願
公
告

五
月
三
寸

一
日
付

H

「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
装
道
」
、
側
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル

(栃
木
)
、
公
告

2
3
2
2
7
、

出
願
日
ー
-

E
d
Q
d
'
A
n
u
ワ白
。

特
許
出
願
公
開

五
月
一
十
一
日
付

H

「
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
」

、
シ
グ
マ

商
事
側

(
東
京
)
、
公
開
@

8

8
1
8
2
、

山
願
日
ー
-

Q
d
Q
U
A
U
F
3
ι
υ

。

五
月
二
十
五
日
付

H

「ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
」

、
シ
グ
マ

商
事
側
(
東
京
)
、
公
開
@

9
0
5
8
4
、
出
願
町
|
2

n
U
唱

i
q
J
0
6
0
6

。

王
月
三
イ

一
日
付

H

「コ

イ
ン
遊
戯
機
」
、
シ
グ
マ
商

事
側

(東
京
)
、
公
開
⑪
9

5
0
7
8
、

出
願
日
1
2

0

5
2
7
2
0
問
、
公
開
⑪
9

5
0
7
9
、
出
願
日
l
2

o

p
b
o
o
n-
qJ

。

実
用
新
案
出
願
公
告

五
月
二
十

一
日
付
H

「ゲ

ー
ム
装
置
」
、

三
洋
電
機
附

(大
阪
)
、
公
侍
1
7
3
3

2
、
出
願
M
|
4
8
6
9
1
。

実
用
新
案
出
願
公
開

五
月
二
十
一一
日
付

H

「テ

ー
ブ
ル
型
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
機
」
、

大
平
技
研
工
業
側

(岐
阜
)
、

公
開
@
7
6
2
8
8
、
出
願

日
|
1
7
2
6
9
9
。
「
ゲ

ー
ム
表
示
装
置
」

、
側
タ
カ

ラ
(
東
京
)
、
公
開
7

6

2

8

9
、
出
願
日
|
1
7
2
4

司，

e
n
h
v

。



( 6 ) 

組N
A
O
、

側
関

川
本
ア
ミ
ュ
!
ス
メ
ン
ト
・

川町
一
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
本
部

劇刊
で
米
以
、
内
川
内
九
五
・
k
.
N
A

酌
M
H

刊

O
-
て
は

.h，
H
円
八
日
、
れ
い
以
・

々
は
川M

L
人
予
州
の
サ
ン
ケ
イ
ホ
l
ル

に
て
お
l
L
ハ
向
剛
州
市
け
九
五
を
問

、
、.，
。

t
，，れ川

即
日
事
会
で
は
mm
パ
山
市
丘
町
か

ら
新
風
営
法
案
に
つ
い
て
説

明
(
本
紙
前
号
に
て
既
知
)

が
あ
っ
た
後
会
議
に
人
リ
、

も
し
同
法
案
が
成
L
H
一
し
た
、
し
り

と
い
う
あ
く

t
で
似
定
の
7

え
に

ιっ
て
、
新
た
な
委
以

会
の
設
訳
や
組
織
問
題
な
ど

の
検
バ
か
行
な
わ
れ
た
そ

の
七
な
内
谷
は
次
の
と
お
り

の
従
米
の
嵐
山
下
日
法
対
策
会

川
川
会
は
、
新
風
ハ
V
H
法
後
の
川

会
L
L
似
を
s
u
っ
て
解
散
す
る

こ
と
に
な
勺
た
つ
主
リ
川

町
市
け
九
五
て
は
川
伏
本
が
吋
決

v
J
れ
る
む
の
と
し
て
、
そ
の

伐
の
政
令
や
縦
則
な
と
か
制

忘
さ
れ
る
場
合
に
行
政
と
の

折
怖
を
行
な
う
た
め
の
委

μ

会
を
新
た
に
ぷ
抗
す
る
-
ア
と

に
し
、
こ
の
新
委
只
会
の
委

員
の
人
選
に
つ
い
て
は
山
坂

ゲームマシン第238号1984年6月15日Ili ;，Ii !HI11l!物必IIfゲームマシン第238号

/ 

討
レ
ン
タ
ル
部
会

μと
川
所
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
川
公
以
の
山

氏
に
.
日
比
さ
れ
た

ω
川
法
京
か
似
に
成
ぃ
民
す

る

-Z
-に
な
れ
ば
定
作
の
た

M
側
、
業
態
に
大
さ
な
変
化
が

生
ず
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

N

A

O
の
組
織
と
と
も
に
業

界
h
y
休
の
組
織
を
抜
本
的
に

は
山
さ
ね
ば
$
ら
な
く
な
る

だ
ろ
・
つ
と
い
う
予
測
か
、
旬
、

「
組
織
検
討
委
員
会
。
(
似

林
)
を
新
ぷ
す
る
ニ
と
に
な

り
、
ニ
の
人
選
は

.1
刷
会
長

に
.
M
比
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ

;
，
、

J

!
?
c
、
》

、
、

十円
H
N
L
バ

r
uHA，--ト，力、l
d

A
J

後
は
郎
辺
山
川
県
と
の
折
術
を

抗
措
品
化
さ
せ
る
必
.
吹
が
あ
る

の
で
‘

町
山
辺
山
川
県
川
下
似
の
立

川
品
川
か
れ
ー
や
が
れ
る
。
会
日
以

~.!. m会 itょ っな 1t:/) 
カ《えで i)と 1) t..ら hY11、
111る HL. むかる-fdi々
さとまま*-Il、 L、を t、
i l l.f¥lした itt 「も jtり，!

よはNA0 I1事会(5月8日)、下は東京第 2支部例会にて(5月11日) たるく 、のノ?とダ)(ニ

J た 」るか J，~ !;!:のてっ
I ~〆 めないけ f127yftいい

" ..."，.~ 、 ど~~~込'，0;1 1 i ，j'かて
このおんめ JWがね lょ
の，むが八が，;~! ih L( ~~ を

J
A
M
M
A
・

J
A
M
M
A
の
テ
イ
ス
ト

リ
ビ
ュ
l
タ
i
郎
会

(総
会

H
K
H
川
納
俊
太
郎
氏

・
側
カ

ワ
ク
ス
)
で
は
五
円
九
日
、

点
以

・
木
m
町
の

T

B

R
ビ

ル
に
て
m
w
・

1
1
じ
同
会
合
を

聞
き
、
風
円
民
法
改
正
問
題
を

中
心
に
怠
見
交
換
を
行
な
っ

..
 
。

'
J・

H
市
専
務
理
事
よ
り
新
風

常
法
案
が
開
設
決
定
さ
れ
て

か
ら
の
経
過
や
同
法
案
の
内

谷
、
N
A
O
の
動
さ
な
ど
に

つ
い
て
報
告
が
あ
リ
、
岡
山
中

務

は

J
A
M
M
A
と
し
て
は

あ
く
ま
で
絶
対
反
対
の
し
札
場

を
白
い
て
い
く
と
述
べ
た

こ
の
あ
と
部
会
以
か
ら
胤

川
町
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
質
問
な
り
江
見
が
山

さ
れ
た
が
‘
そ
の
中
で
と
く

に
問
題
と
な
っ
た
の
は
い
川
法

案
の
第
八
サ
分
業
に
つ
い
て

の
条
文
で
、
成
人
が
主
な
H
川

匁
と
な

っ
て
い
る
「
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン
」
と
年
少
将
が
中

心
谷
層
で
あ
る

「
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
機
」
と
を
並
列
し
て
扱

っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
。

そ
し
て
「
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
機
」

の
内
谷
に
つ
い
て
の
当
局
の

略
解
に
対
し
て
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
た
。
ま
た

「
射
幸

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る

設

t
r
噌
切
っ
、
，
，
、
+
み
「
H
U
吟
良
品
山
町
&
1

'
I
t
s
，
L
，
t
・
，
量
よ
事
右
ト

μ

安
い
以
会
」
て
倹
J
す
る
こ
と

に
な
勺
た
，

こ
の
ほ
か
が
務
川
か
ら
令

--
れ
ま
で
の
胤
公
法
改
正
問

題
の
経
過
と
あ
わ
せ
て
、
新

国
間
九
川
内
法
友
に
つ
い
て
辿
必
行

か
竹
山
市
市
庁
レ

ι川品
川
を
行
な
っ

て
主
た
な
か
で
、
そ
の
妥
協

点
が
党
え
代
い
と
な
勺
て

い
る
・

τ-、
ω
A
f
作
中μ
作
の
N

A

O
シ
守
!
の
似
'
式
決
昨
、

の
「
あ
:
・
川
遊
戯
機
械
竹
川
.

い
れ
の
た
め
の
行
少
午
指
呼
い
れ

N
A
O
東
京
第

2
支
部、

3
月
総
会
で

独
自
の
自
主
規
制

方
針
転
換
後
、

N

A

O
の
点
点
m
-
・
↑
式
部

(支
純
一
公
l
MH
パ
鍋
勝
紀
社
長
・

側
、
ン
グ
マ
)
で
は
:
・
M
L
ハ
日

に
点
以

・
浩
一
以
一
の
尚
工
会
館

で
緊
急
総
会
を
、
五
川

l

u
い
一
点
以

・
紙
一
仙
の
K
S
ピ

ル
で
例
会
を
そ
れ
ぞ
れ
附

5
.

胤
件
法
改
ド
片
山
泌
に
つ
い
て

ゆ
品
を
行
な

っ

f

M
主
部

、
ふ
み
J
ai
-人
岳

f
・
川
吋
、
.
今
、

'tJL
，
J
ト
I
ι
l
'
u
H
μ
t
，
J
ノ
d

A
H
は
・
』
の
・
.
川
f
け
て
、

け
に
は
胤
九
日
法
改
正
絶
対
，
し
は

刈
を
紙
切
附
し
た
の
か
、
ド
凡
川

の
九
五
へ
い
で
は
新
風
川
内
法
案
が

成
以
す
る
む
の
と
し
て
そ
の

後
の
w
仰
の
他
行
条
例
へ
の
付

応
る
ど
を
泌
ふ
し
て
い
る

ま
ず
，

e

川
の
総
会
で
は
真

• -• • 
/"、C芦

認

F 

D
B
部
会

5
月
例
会
で
問
題
点
指
摘

滋
技
」
に
つ
い
て
、
そ
の
州

統
な
織
的
選
定
が
で
さ
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
川
題
、
、
本

米
の
川
注
以
外
の
川
注
」
の

ぷ
味
に
つ
い
て
の
小
川
町
さ

な
ど
が
桁
開
削
さ
れ
れ
'
'

-
}
の
ほ
か
川
郎
会
か
似
川

行
な

っ
て

い
る
新
製
品
前
線

解 2
当哉?
主新 E
Z発禁
;足 委

日
本
ア
ミ
ュ
l
ズ
メ
ン
ト
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N

A

O
)
で
は
開

H
.. 卜
七
日
、

米
京

・
八
市
州
の
川
際
観
た

ホ
テ
ル
に
て
m
K
M
胤
営
刈

策
委
以
会
を
山
川
附
し
た
。

"" 

同
会
合
で
は
州

H
-+
十
問

日
に
川
会
に
L
上
院
さ
れ
た
新

凶
器
円
法
案
に

つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
今
後
の
万
針
ら

ど
を
事
岬
減
し
た
。
そ
の
結
果
‘

胤
公
対
策
委
封
会
は
本
会
合

テ
ー
ブ
ル
型
ポ
ル
ノ
機
の

施
行
条
例
を
目
標
に

鍋
支
部
長
か
ら
風
常
法
改
正

問
題
の
経
過
報
告
が
あ
り
、

同
支
部
長
は
「
A
I
に
し
て
思

え
ば
同
会

A
Uや
附
係
山
口
小
げ

と
の
パ
イ
プ
が
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
だ
が
、
仁
川
に
山川

民
党
地
卜
H
行
政
泌
会
で
立
礼

倣
述

{本
紙
約
制
川
ゲ
川
M
M
m
)

を
す
る
・
』
と
に
な
っ
た
の
で
、

.
』
れ
に
ん
1
h
H
を
作
ぎ
た
い
」

と
述
べ
た
。

・』
の
あ
と
N
A

O
と
作
山
川
小
山
け
と
の
」
ん
い
い
の

内
山
什
キ
む
と
に
引
対
応
終
が

行
f
，
わ
れ
、
川
支
部
と
し
て

絶
刈
以
刈
を
仰
必
し
た
う
え

て
、
本
部
の
動
さ
に
呼
応
し

他
の
附
述
同
体
に
も
働
き
か

け
て
反
対
辺
助
を
民
間
し
ょ

古
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
勺
川
、
ゲ
ー
ム
州
場
の
健

全
化
促
進
の
た
め
青
少
作
の

人
州
場
規
制
や
た
ま
り
場
化
防

止
を
徹
成
す
る
よ
う
求
め
た

同
五
郎
独
自
の
向
・
ド
規
制
文

代
け
か
配
衡
さ
れ
た
こ
と
は
民

日
さ
れ
る
。
そ
の
全
文
は
次

の
ど
お
り

東
京
第

2
支
部
会
員
の

皆
様
へ
の
お
願
い

阪
々
合
併
万
の
た
め
、

叶一

間
の
指
怖
を
4
・
4
げ
て
い
る
ゲ

ー
ム
均
の
辺
併
に
つ
い
て
、

正
常
化
を
俳
進
す
る
た
め
、

特
に
ド
記
事
瓜
の
倣
阪
を
ね

噸
い
し
ま
す

の
交
換
に
つ
い
て
、
部
会
以

の
従
来
に
よ
り
次
川
か
ら
新

製
品
の
そ
の
彼
の
品
川
・
3
tU
M制

作
し
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
l

ト
の
参
考
と
し
て
い
く
・
}
と

に
会
っ
た
川
町
州九五
の
N
.ハ体

的
な
的
助
打
針
に
つ
い
て
は
、

風
公
法
改
正
の
品
川

3
の
川
m
f

を
日比
て
か
ら
作
成
す
る
'

に
な
っ
た

を
む
っ
て
解
欣
す
る
こ
と
に

な
リ

(す
て
に
な
ん
ど

L
解

散
し
た
と
の
的
報
も
あ
る
)
、

五
月
八
日
の
N
A
O
州
。
事
会

で
新
委
員
を
選
出
し
て
新
た

に
風
営
対
策
委
員
会
を
鷲
足

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
現
対
策
委
員
は
新
風
営
法

案
に
闘
し
当
局
に
汁
す
る
質

問
事
以
や
要
望
が
市
川
が
あ
れ

ば
文
代
け
で
ま
と
め
て
次
の
対

策
委
口
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

上はNAO昆営対策委員会(4月27日)、下はレンタル鶴会(5月8日)

• 

ヤノ
川
紙
に
よ
る
と
逮
捕
さ
れ

た
の
は
ボ
郎
山
内
の
ポ
ル
ノ

金
将

「ゴ
ー
ル
ド
尚
会
』
絞

引
の
全
従
-
で
、
附
仙
川
進
技

機
を
ヒ
ン
ト
に
テ
ー
ブ
ル
m

T

V
ゲ
ー
ム
険
と
川
タ
イ
フ

テ
ー
ブ
ル
m
T
V
険
に
ポ
に
公
然
わ
い
せ
つ
物
川
陳
列
、

の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
ビ
デ
オ

ル
ノ
ビ
デ
オ
を
セ
ッ
ト
し
て
わ
い
せ
つ
同
州
版
光
な
ど
の
デ
ッ
キ
を
組
九
日
わ
せ
た
「
ピ

一
尚
校
生
ら
に
見
せ
る
な
ど
し
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
、
デ
オ
シ
ア
タ
ー
」
を
附
党
し
、

η一
て
い
た
主
将
が
阿
川
卜

一
日
、
川
リ
ト
・・

U
付
朝
円
新
聞
で

同
市
内
で
全
が
経
常
す
る
ポ

(

TM小
郎
府
作
防
犯
課
と
じ
条
将
鰍
遣
さ
れ
た
。

ル
ノ
シ
ョ
ッ
プ
に
設
け
た
例

1984年6月15日

設

者
を

捕

京
都
府
警
が

4
月
刊
日
に

市
に
ぷ
匹
、
川
機
に
ポ
ル
ノ

ビ
デ
オ
川
谷
を
内
政
し
「
川

で
ト
・
れ
分
間
比
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
ら
の
。

川
叫
に

ふ
恥
は
ポ
ル
ノ
の
ビ
デ
オ
や

vv

伐
を
.
般
に
版
必
す
る
山川
版

機
を
州
市
内
に
.
.
.
卜
ム
H
波
町

し
て
い
た
ほ
か
、
ビ
デ
オ
シ

ア
タ
ー
の
.
販
売
会
村
を
大
阪

市
内
に
設
け
て
い
た
、
と
さ

れ
て
い
る
。

Y

食
成
満
州
」
の
災
地
要
項
な

ど
の
鰍
竹
が
な
さ
れ
た
ま

た

φ作
文
部
の
み
認
に
よ
リ

.
1
uれ
で
っ
ち
.
社
は
泳

九五
いと
の
新
人
会
日
か
あ

っ

心
ニ
と
が
総
代
さ
れ
れ
'
が
、

ト八
千
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
が

沿
公
川
を
抗
出
し
て
い
る
・
』

と
に
つ
い
て
は
削
刊
行
か
な
か

っ
た
。

間
抄
の
な
か
で
「
風
山
司
法
改
革

案
は
現
街
同
会
事
ぷ
の
段
附

に
あ
リ
、
む
し
川
会
て
成
伝

す
れ
ば
次
は
郎
道
山
川
県
の
条

例
L
ベ
ル
で
の
問
題
と
な
っ

て
く
る
ま
た
抗
体
内
で
も

伏
の
処
制
を
受
け
る
む
の
と

受
け
な
い
む
の
と
か
山
て
く

る
ニ
と
に
な
る
た
ろ
う
か
、
り
、

r
n
A
O
の
組
織
の
あ
り
む
が

問
題
と
な
っ
て
く
る
乞
と
述

必

べ

た

次

に

が

務

川

か

ら

川

1

吋
少
年
の
入
場
規
制
法
支
が
成
立
し
た
坊
へ
い
の
そ

を

す

る

の

後

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

と

川

内

I

、

l

ん
て
二
+
が
、

l

，ゅ3
4

向い

イ
サ
ヴ
ゴ
仁

。
l
H
法
奈
の
説
明
が
な
さ
れ
、
真

ま
で
に
い
川
毛
さ
せ
る

E

時鍋
支
部
長
が
耐
パ
祭
斤
と
の
析

。1
八
」
米
満
の
者
は
、
i

午
似
十
時
以
降
立
入
ら
せ
な
九
日
い
の
内
符
を
む
と
に
新
風

i

。

営

法

案

で

の

ゲ

l

ム

場

関

係

'v 

同

上

記

2
項
の
偽
不
の
被
い
に
つ
い
て
補
足
説
明

2

本
州
%
の
明
朗
化
を

を
行
な
っ
た
同
五
郎
長
に

凶
る

よ
る
と
「
行
祭
庁
の
巧
え
で

例

照
明
は
り
能
な
以
り
は
‘
川
法
叫
永
か
ら
は
す
さ
れ

川
崎
く
す
る
。

る

ロ

ケ

む

あ

る

が

.
今
後
そ

ω

ヌ
l
ド
ル
守
の
ポ
ス
タ

f

J
・

0

7

い
う
ロ
ケ
む
問
題
か
起
こ

lt
υ1
1
M刷
y
u
b
'
'
p
t

け
l
J
・

1
4
l
l

九
ま
す
ぐ
ニ
吋
決
・ア
ヘ
川
崎
る
・

杓
M
泌
し
を
妨
げ
る
よ
i
l
-
l
j
t
{
d
i
J
」

ぅ
，

t
-
f

，
ダ
ル
ゲ
ー
ム
掛
川
I
J
他
の

う
な
J
U
次

4
H
川
」
寸
，
る

3

花

E
H
η
富ん
W
A
か
内
泊
巾
一
日
山
の
ゲ
ー
ム
機
と
州
じ
川
似

j

i
l
-
-
|
 

教

行

す

る

い

と

な

り

.

法

作

上

は

卜

八

例
山
内
れ
た
服
淡
を
さ
せ
代
欧
米
渦
で
も
フ
レ
イ
で

5
る

な
い

。

こ

と

に

な
る
か
、
メ
ダ
ル
ゲ

A

H

「

、

ら

っ

し

ゃ

、

ま

〉

(

L

L

1
ム
州
場
に
r

い
て
の
ル
ー
ル

せ

」

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

H

-
-1
1
.
‘
-
J

。

』

新
た
に
作
る
必
宏
が
あ
る
」
、

+
よ
し
た
」
を
号
、
7
e

『

e

句、

『

I
上
ム
伝

rhEヘ
hλ
忠
父
、
日
花

J

引
川

st

川
州
安
は
き
ち
ん
と
子

I
-一
，
一
b
J
f
j
t
i

人
州
し
、
ヒ
ゲ
を
そ
り
、
爪
和
に
つ
い
て
は
都
側
と
の
折

を

切

る

。

術

い

か

ん

に

か

か

っ

て

い

る

L

伺
い
つ
も
明
る
く
、
テ
と
し
て
い
る
e

キ
パ
キ
と
し
た
態
度
で
媛
客
そ
こ
で
同
支
部
の
今
後
め

す

る

。

活

動

の

あ

リ

万

に

つ

い

て

同

青
少
年
の
桁
写

l

-

-

文

総

長

か

ら

、
郎
条
例
へ
の

司

我

が

子

に

依

す

る

よ

〉

'
H
川
応
を
行
な
う
た
め
N

A

O

う
に
、
教
育

的

な

気

持

ち

で

J

1

4

i

t

私

K

L

J

b

。

の

会

H
非
会
円
以
を
間
わ
ず
い
米

ι
4
61
J
1
 

川
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
ぶ
の
業
計
が
結
点
し
て
、
例

は
汁
然
に
処
刊
を
依
制
す
る

F

え
は
協
川
組
合
の
よ
う
な
組

織
を
早
急
に
つ
く
る
作
業
を

そ
の
後
川
い
え
却
は
.
A
A
O
進
め
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

本
泌
が
絶
対
以
付
か
ら
条
件
党
・
パ
か
あ
り
、
こ
の
件
を
会

闘
争
へ
万
針
転
換
し
?
の
に
以
に
必
っ
た
と
こ
ろ
了
ホ
さ

砂
川
酬
を
介
わ
せ
た
む
よ
う
て
、
れ
た
。

・h
け
の
例
会
で
は
、
.k
に

L
し

ょ

の

・

h.
月
例
会
に
は
大
子

胤
介
状
改
正
案
か
成
h
H
.
し
ん
を
除
い
た
ト
悦
以
上
卜
.
名

助
人
い
の
そ
の
後
の
対
応
に
つ
か
山
附
し
て
い
る
か
、
今
後

い
て
検
討
が
な
さ
れ
た

t

ど
れ
ほ
ど
組
純
化
で
き
る
か

け川
小川
、
立
帆
州
立
部
ド
K
は
校
一
任
日
さ
れ
て
い
る

-ー

付

m
必
さ
れ
た
。

・}
の
ほ
か
新
風
骨
法
案
に

山
口
づ
く
条
例
な
ど
か
け
決
め
ら

れ
る
と
の
山
北
で
、
郎
中
心
山
川

県
ご
と
の
“
組
合
仰
を
作
る

必
泌
が
わ
る
と
の
州
何
本
が
あ

リ
、
次
川
川
町
下
会
で
従
来
す

る
・
』
と
に
な
っ
た
，

N
A
O
レ

ン
タ
ル
部
会

自
版
コ
ー
ナ
ー
の

規
制
緩
和
を
要
望

N

A

O
の
レ
ン
タ
ル
部
会

(協
会
長
日
宮
坂
芳
男
氏

・

附
太
陽
内
動
機
)
で
は
五
月

八
日
、
東
京

・
大
手
町
の
サ

ン
ケ
イ
ホ
|
ル
に
て
会
合
を

H
M

リ、--
。

HHHBV'J、

こ
れ
は
川
口
の

N

A

O
理

ポ
会
の
あ
と
聞
か
れ
た
む
の

で
、
M
m
川
市
ド
会
で
の
作
察
庁

に
よ
る
新
胤
官
法
案
の
H
説
明

を
受
け
た
う
え
で
、
同
部
会

と
し
て
は
川
法
楽
が
成
以
す

る
も
の
と
い
う
的
鎚
で
条
件

的
な
必
叩
a
を
す
べ
く
検
J
か

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
波
情
は

川
郎
会
日
以
の
、
一
ヒ
な
ロ
ケ
先
と

な
っ
て
い
る
オ
|
卜
レ
ス
ト

ラ
ン
「
山
販
機
を
下
段
と
し

た
飲
食
前
」
と
喫
ぶ
山
に
お

け
る
ゲ
|
ム
機
営
業
に
つ
い

て
、
そ
の
内
川
a
H
川
匁
除
外
あ

る
い
は
脱
制
緩
相
会
求
め
る

も
の
と
い
う
も
の

オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ

い
て
は
そ
の
集
計
川
体

「
んし

日
本
オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
協

会
L
の
会
川
で
も
あ
る
品
川
技

氏
(
附
阿
武
リ
ー
ス
)
と
=
.
浦

氏
(
附
サ
ン
ス
イ
)か

ら

川

協
会
が
問
月
ト
日
に
通
路
行

へ
隙
的
詐
を
提
出
し
、
さ
ら

に
竺
察
庁
に
も
陳
情
を
行
な

っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
阿
部
会
と
し
て
は
符
察

庁
が
「
絡
だ
が
あ
り
す
ぎ
る
」

と
し
た
オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン

の
，
照
準
定
凝
N

を
設
定
し
、

一
般
ゲ
i
ム
場
と
の
迎
い
を

明
隊
化
し
て
要
望
を
行
な
・
7

こ
と
に
な
っ
た
。

喫
茶
山
の
ロ
ケ
に
つ
い
て

は
什
吋
予
紘
の
附
時
化
、
地

凶
域
処
制
の
級
制
、
従
業

μれ

簿
の
A
H
巾
陥
に
つ
い
て
の
緩
和

な
ど
を
ボ
め
る
と
し
て
安
明

代
け
を
作
成
す
る
-
』
と
に
な
り
、

問
要
叫
h
n
を
し
ハ
川
初
旬
に
は

腎
祭
斤
へ
提
出
す
る
ニ
と
で

了
広
さ
れ
た
。

富
山
市
の
キ
モ
入
り
で

富
山
に
本
格
遊

ぷ
肺
の
楽
閑
々
を
テ
ー
マ

に

「山
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

l
ク
」

(
市
山
市
フ

ァ
ミ
リ

ー
パ
l
ク
公
社
経
分
内
)
が
阿

川
・・
卜
八
日
、
山
川
山
市
占
沢

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

川
パ
ー
ク
は
川
市
内
に
あ

る
城
山
公
同
の
よ
地
利
川
比
例

似
の
.
間
と
し
て
作
ら
れ
た

む
の
。
総
ぃ
山
川
似
は
:
・
ト
-
-
U
H

-
十
万
灯
で
‘
遊
川
州
地
、
動
物

問
、
広
川
叫
の
:
・

つ
の
ゾ
|
ン

か
ら
成
り
、
パ
i
ク
令
ぷ
祢
の

約
じ
川
が
内
欽
…
の
間
休
や
池

に
な
っ
て
い
る
。

地

4

を

新
風
営
法
を
前
提
に
第
同
国
理
事
会
開
催

遊
凶
地
設
は
す
べ
て
泉
防

興
業
側
裂
で
川
公
社
の
直
常
、

八
卜
入
品
取
り
で
日
さ
.. 卜
れ

の
・
大
観
覧
車

「
ワ
ン
ダ
ー
ホ

イ
ー
ル
」
を
は
じ
め

「
子
供

州
市
中
」
、

「
チ
ェ
ー
ン
タ
ワ

i
L
、

「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
」
.
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
、
テ
イ
ル
タ
ワ
|
ル
」

な
ど
の
大
山
小
地
ぷ
の
は
か
バ

ッ
テ
リ
ー
カ
ー
を
設
抗
。
な

れ
川
パ
i
ク
の
附
舵
期
間
は

k
t
・
-
.
l
:
1
1
》

4H-ι司吋・III-t'EL品川‘ト・一
11

月
卜
問
日
ま
で
(
詳
し
く
は

追
っ
て
紹
介
)
。

謹

aュ
Eヨ

平
素
は
格
別
の
が
引
立
を
賜
リ
、
辱
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ

の

度

幣

社

が

発

売

致

し

ま

し

た

新

製

品

、

ビ

デ

オ

ゲ

ー

ム

機

は

幣

社

が

独

自

に

同

発

・

「

F
L
I
C
K
Y
(
フ
リ
ッ

キ

|
)

製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、

L 

こ
れ
ら
の
商
品
を
弊
社

無

断

で

模

倣

ま

た

は

こ

れ

に

類

似

す

る

商

品

と

し

て

製

造

・
販

売

・
広

告

・
輸
出
レ
わ
よ
ぴ
使
用
す
る
等
の
行
為
は
、

工

業

所

有

権

法
、

不

正

競

争

防

止

法

、

著

作

権

法

等

に

抵

触

し

弊
社
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、

界
の
秩
序
を
乱
し
、

の
許
可
な
く
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン

卜
業

ひ

い

て

は

業

界

の

健

全

な

発

展

を

阻

害

す

る

こ

れ

ら

行

為

の

な

い

よ

う
、

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
ご

配

也

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
。

公

お

万

一

、

違

反

行

為

が

あ

っ
た
場
合
は
、
弊

社

は

断

固

た

る

思

皮

で

そ

れ

に

対

応

す

る

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

こ
こ
に
お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す
。

昭

和

五

十

九

年

五

月

0-51 77 レーザークラウンズゴルフアッボー
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株
式
会
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セ
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・

エ
ン
タ
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。フ
ラ
イ
ゼ
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代
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締
役
祉
長

山

隼

雄

，・、r--

動

く

汽

車

の
煙

突

に

玉

を

人

れ

、

嵯

岡

か

ら

大

阪

へ

走

れ

壁面を主体的に利用した
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遊
園
地
作
り
は
平
和
外
交

泉
陽
・
山
田
社
長
を
テ
レ
ビ
朝
日
が
初
分
番
組
で
紹
介

テ
レ
ビ
朝
円
系
金
問
ネ
ッ

ト
の
番
組
に
泉
防
興
業
側
(
ぶ

社
大
阪
)
の
山
悶
三
郎

社
長

が
山
刊
紙
、
同
氏
の
粍
阪
や
悩
'

業
内
谷
が
紺
介
さ
れ
た
。

こ
の
棒
組
は
毎
日
附

H
の

朝

(際
中
八
時
半
か
ら
一一
十

分
間
)
放
映
さ
れ
て
い
る
『
志

ん
朝
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

Q
」
で
、

d
，
能
性
を
求
め
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
人
々
u

を
テ

l
マ

に
毎
-M

-
人
に
焦
点
を
当
て

て
紹
介
し
て
い
る
。
同
氏
が

筏
場
し
た
の
は

「
仰
い
界

一
、

お
れ
の
ト〈
観
覧
車
」
と
題
し

た
五
川
十
二
日
の
番
組
で
、

現
ト仕
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界

』
と
し
て
ぬ
載
さ
れ
て
い
る

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
ド
の

同
社
製
観
覧
率
(
お
さ
印
幻
)

を
パ
ッ
ク
に
し
て
、
同
氏
に

古
今
卒
志
ん
朝
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
形
て
進
め
ら
れ
た
。

同
氏
が
政
治
家
を
志
し
て
、

川
氏
の
伯
父
に
あ
た
る
松
川

竹
千
代
ん
衆
議
院
議
長
の
絡

警
を
務
め
て
い
た
引
か
ら
訊

が
始
ま
る
。
そ
れ
が
遊
問
機

械
メ
ー
カ
ー

へ
の
辺
を
歩
む

動
機
と
な
っ
た
の
は
、
同
氏

テレビ画面から、上右はタイトル、 よ左は山田社長(左)と定、ん草月

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ラ
ン
ド

(
群
馬
)
てい

東
日
本
で

大
観
覧
車

群
馬
県
の
浅
間
山
の
す
そ

野
に

レ
ジ
ャ
ー
施
設

「
軽
井

大
の

(
豊
永
製
)
オ
ー
プ
ン

れ
プ
リ

ン
ス
ラ
ン
ド
」

(
行

去
郎
、
上
伝
レ
ジ
ャ
ー
削
発

• i 

..r-

則
一

裂
版
、
印
刷
を
中
心
と
し

効
-た
防
総
煤
体
に
関
す
る
総
人
い

削
一的
な
展

一小
会

「
図
像
表
現
技

霊

園

)

-
一術
陀
業
シ
ョ
|
」

(倒
川
本

当
一屯
下
製
版
丁
業
協
会
中
川
悦
)

が
五
月
十

一
H
か
ら
阿
川
問
、

来
京

・
川
柳
の
同
際
貿
易
セ

ン
タ
ー
て
開
催
さ
れ
、
同
会

場
内
の
特
別
コ
ー
ナ
ー
に
鮒

セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ

ス
(
木
社
東
京
、

中
山
隼
必

社
長
)
が
T

V
ゲ
ー
ム
機
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
展
示
協
力
を

行
な
っ
た
。

同
シ
ョ

ー
は
昨
年
か
ら
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
制
点
版
、

印
刷
関
連
機
務
メ
ー
カ
ー
を

中
心
と
す
る
五
十
一

刻
の
出

展
に
よ
り
、
制
高
版
シ
ス
テ
ム
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
州
像
処
刑
位
、

文
字
多
重
欣
送
な
ど
の
紹
介

や
突
泌
が
行
な
わ
れ
た
。

セ
ガ
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
阿
像
表
現
を
テ
ー

マ
に
、
川
村
業
務
用
T
V
ゲ

ゲームマシン

軽井沢プリンスランドの東日本ーの大鍛覧車のようす

間

関
が
l
八
九
千
世
川
代
に
阪
急
デ
パ

ー
ト
の
屋
上
で
沢
市
の
巡
転

上
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い

た
時

「采
物
機
を
作

っ
て
み

た
い
」
と
思

っ
て

い
た
こ
と

だ
と
い
う
。
そ
の
思
い
が
終

h

'

h

k

J

4

 

h

『

f
a

q・J
h

F

T
も

5
・J
J

0
 .

.
 ，吋

パ
ソ
コ
ン
も
出
品
し

U
M
 

銅
山

-・

上右は建設中の姫路セントラルパーク、 上左はバイト中の山田社長

側
絞
常
)
に
遊
閑
地
部
分
が

誕
ルに
し
、
問
問
に
来
日
本

一

と
い
う
大
観
覧
車

(山豆
、氷点川

業
側
制
点
、
思
川
合
州
側
導
入
)

が
設
置
さ
れ
州
パ
ペ
卜
じ

H

常
業
巡
転
を
開
始
し
た
。

こ
の
縦
覧
事
は
いけ
同
さ
八
十

瓦
灯
、
刷
転
休
砲
任
百
卜
七

害
時
代
に
も
続
い
て
お
り
、

同
氏
は
絡
識
の
か
た
わ
ら
大

阪
高
島
屋
の
ぼ
卜
に
初
め
て

木
瓜
や
の
ぞ
き
映
州
な
ど
を

設
置
、

一・l
¥
年
に
川
社
を

設
半
。
そ
し
て
東
京

・
池
袋

の
丸
物
一h
貨
桁
な
ど
に
モ

ノ

レ
ー
ル
や

「
ム
ー
ン
ロ
ケ
ッ

ト
」
な
ど
大
型
機
を
設
置
す

る
が
、
そ
の
資
令
を
銀
行
か

ら
併
リ
る
た
め
、

同
氏
の
ん
が

朕
の
全
山
協
力
を
ね
て
郷

m

虫学JEp雪，
，ιeつ5

よ右lま秘書時代の山図社長、よ左はその当時の高島屋屋上のようす

μ
と
い
う
も
の
で
浅
間
山
脈

ル
ニ

烈
で
き
る
。
定
員
は
問

人
釆
リ
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
・

一十

八
ム
n
で
什
川γ
リ
ト
}
名
。
な
お

明
昌
制
点

「
ツ
イ
ス
タ
|
」
や

泉
防
波

「
ス
ー
パ
ー
ス
イ
ン

グ
」
な
ど
も
岡
崎
に
す
業
逆

転
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

風
営
化
反
対
確
認

大
レ
協
が

5
月
例
会
と
通
常
総
会
で

-~剛、

電さ

大
阪
レ
ジ
ャ
ー
機
株
側
(
事

務
局
大
阪
市
天
ト
寺
氏
、
系

久
別
事
長
)
で
は
・
h
川
|
Jハ

H
、
神
戸
市

・
布
町
内
の
兵
術

山
陽
附
に
て
百
月
例
会
と
と

も
に
第
一七
回
辿
品川
総
会
を
問

、
.
-。

し
ず
hk

川
例
会
で
は
本
削
川
市
行
k

が

「
風
川
市
川
法
改
正
案
が
凶
会

へ
卜
托
さ
れ
て
い
る
が
、
人ー

の
と
こ
ろ

U

F潟
小
の
状
態

に
あ
る
。
山正1
紺
人
け
は
あ
く
ま

で
絶
叫
刈
以
汁
の
立
場
を
古
い

て
い
き
た
い
。
し
か
し
-力
が

一
、
改
正
系
が
可
決
さ
れ
た

と
し
て
も
う
ろ
た
え
る
こ
と

ー
シ
ス
テ
ム
」
と
は
セ
ガ
托

が
キ
に
ゲ
|
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
パ

タ
ー
ン
の
テ
ザ
イ
ン

用
に
開
発
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
で
、
図
形
な
ど
が
八
倍
に

が
、
そ
う
い
う
誘
惑
に
負
け

な
い
よ
う
遊
法
営
業
に
徹
し

て
ほ
し
い

、
と
の
伝
達
が
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

の
家
屋
と
川
畑
を
肌
川
怖
に
銀

行
の
蝋
取
と
直
談
判
、

一
ぃ岐

に

ぺ
下
万
円
と
い
う
当
時
と

し
て
は
例
外
的
融
資
を
受
け

た
。
川
氏
は

「
あ
の
時
山
制
こ
の
あ
と
な
見
交
換
に
人
り
、

家
の
存
亡
を
か
け
た
こ
と
が
む
し
ゲ

l
ム
場
が
風
俗
営
業

心
の
支
、え
に
な
リ、

そ
れ
が
に
る
れ
ば
大
変
な
打
継
を
受

今
日
の
私
を
あ
ら
し
め
て
い
け
る
こ
と
に
る
る
と
し
て
、

る
」
と
詰
っ
た
。

川
佼
総
刈
反
対
の
立
場
を
確

こ
の
あ
と
話
は
同
社
の
が

認

し

介

っ
た
。

業
に
及
び
、
川
川
社
が
収
校
設
総
会
て
は
ド
九
十
八
年
皮
明

治
し
て
い
る
遊
閑
地
設
や
、

業
報
告
な
ら
び
に
会
計
鰍
此
門、

姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
ド
九
十
九
年
度
事
業
計
例
案
お

世
界

一
の
大
観
覧
車

(山川
さ
よ
び
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ
承

前
幻
)
の
建
設
小
の

V

T
R、

"J

附
さ
れ
た
。
ま
た
任
期
満
了

つ
く
ば
怖
に
設
置
予
定
の
大
に
伴、
7
役
員
改
選
が
行
な
わ

観
覧
車

(
同
)
の

模

型

な

ど

れ

、
指
名
推
薦
に
よ
リ
義
氏

が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
現
夜
法
が
理
事
長
に
刷
任
さ
れ
た
。

舵
工
事
小
と
い
う
中
間

・
深
な
お
組
事
に
つ
い
て
は
次
田

川
市

「
ハ
ニ
|
レ
ー
ク
遊
間
例
会
ま
で
に
削
也
事
長
が
指
名

地
」
に
も
大
塑
機
を
設
計
す
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
挨
拶

る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
に
立
っ
た
系
列

u

事
長
は

「
微

ら
れ
た
。
以
後
に
同
氏
は
「
束
力
な
が
ら
も
全
力
を
尽
く
し

出
ア
ジ
ア
で
の
遊
悶
地
設
作
て
業
界
の
課
題
も
ど
に
取
組

リ
に
和
銀
的
に
お
手
伝
い
し
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

て
い
く
方
針
て
あ
り
、
こ

れ

述

べ

た

。
こ
の
ほ
か
現
在
川

は
民
間
的
平
和
外
交
だ
。
政
組
合
へ
の
加
入
を
希
望
す
る

治
家
と
し
て
泊
践
と
い
う
批
判
問
い
合
わ
せ
が
多
く
米
て
い

い
頃
の
夢
を
ニ
、
7
い
う
形
で
る
こ
と
が
報
侍
さ
れ
、
今
後

実
現
し
た
い
」
と
諮
っ
た
。

総
合
員
を
明
や
し
て
い
き
た

い
が
、
組
ム
円
の
質
的
レ
ベ
ル

を
維
持
す
る
た
め
に
厳
絡
な

組
合
判
明
約
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

の
な
い
よ
う
に
、
大
阪
府
下

の
裟
お
が
団
結
し
て
い
ろ
い

ろ
刈
策
を
論
じ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

べ
た
。
次
に

大
阪
府
柏
パ
か

ら
、川
以
近
府

下
中
心
部
の

ス
ナ
ッ
ク
や

ク
ラ
ブ
な
ど

で
ま
た
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
が

首
?
1
L
n
hノ

恥

hyd-
-、ヵ?。

て
お
リ

こ

B
L
門

J

V

A

M

前叩、
，，

4an
nv

“uq
る
中

i

を
強
化
し
て

と

述

『 掴島
/ 

上の写真は有馬温泉で行なわれた大レ協・通常総会のようす(5月16日)

い
く
こ
と

、

--sta屯・・
4a
、

ま
た
Je
い
創
的

L
h

n
聞
で
符
を
引

き
つ
け
よ
う

と
し
て
い
る

業
者
も
い
る

.-、

‘・

拡
大
表
示
で
き
る
た
め
ラ
イ

ト
ペ
ン
で
(
T
V
モ
ニ
タ
ー

に
)
絵
い
か
拙
き
や
す
い
こ
と
、

凶
形
の
反
転
や
凶
転
も
で
さ

る
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
し
て

い
る
。

M
S
X
用
ソ
フ
ト

て。

ナ
ム
コ
ら
に
続
い
て
独
自
の
展
開
へ

側
タ
イ
ト
|

(本
社
東
京
、

画 5
カイ

ゲ 開 民 製

1.1四』版
iλ 司『豆E

、ZE罰

て。

党
に
よ
る
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

パ

ワ

|
」
な
ど
を
山
回
附
し
た

ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
イ

y

ク

・
デ
、
サ
イ
ン
ツ
ー
ル

「
デ

ジ
タ
イ
ザ
|
シ

ス
テ
ム
」

、

|
ム
機
「
ア
ル
ペ
ガ
ス
」
「
フ

C

A

T

V
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

リ
ッ
キ
|
」
「
ス
ワ
ッ
ト
」
ソ
フ
ト
提
供
シ
ス
テ
ム
、
航

な
ど
約
!
台
、
パ
ソ
コ
ン
「
S

2
り
真
や
地
凶
に
デ
ジ
タ
ル

C
1
3
0
0
0
」
シ
リ
ー
ズ
、
仙
報
を
組
込
む
C

S

K
の
「
パ

「
S

G
|
1
0

0

0
」
シ
リ

リ
ュ
ア
ブ
ル

・
マ
ッ
ピ
ン
グ
・

|
ズ
、
キ
ャ
ノ
ン
と
コ
ア
ラ
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が
紹
介
さ

ン
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
共

同

開

れ

た

。
な
お
「
デ
ジ
タ
イ
ザ

--

r画像表現技術澄撲ショ ーJ !ニてセガ社が特別に出品した rデジタイ

ザーシステムJ (上)と「パリュアプJレ・マッ ピングシステムJ(下)

4 喝や'

J詰ゆ;-T
~ 

I o""" 

遊
戯
施
設
も
製
造
す
る
大
阪
テ
ン
ト
の
社
長

ふ
氏
に
勲
五
守
強

テ
ン
ト
製
造
に
卯
年
以
上
、
工
業
組
合
要
職
歴
任

( 9) 1 984年6月15日第238号

ら絡 与な世卜さが端産主tカ只
かに今さわ界 .Ji.れ山食業大 |で全
のよ回 tlh貿日 、月主主功阪のも日
団りのた 、易、そ二を労)附あ本
体 叙 。同セ東の寸授者の大る避
で中期! 氏ン京{云 ')L与と 友 |坂 、凶
公小 l止 に タ ・逮日さし氷テテ地
戦企 j凶 こ | 浜式付れて勝ンン設
を業産 itに松がでる勲 村 トト協
務 の省 をて lsf五発こ五長 ( メ会
め M管 授行の 月表と労;が木 i会

た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

友
永
氏
は
大
阪
府
帆
布
製
品

工
業
納
合
仰
いが
長
と
し
て
の

多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
て

叉
動
、し
た
こ
と
に
な
る
。

川
氏
は
昭
和
六
年
に
丸
夫

テ
ン
ト
向
会
に
入
社
、
テ
ン

ト
製
造
校
術
を
習
得
し
た
後
、

i
，
)年
に
友
永
テ
ン
ト
商
会

を
設
立
し
た
。
テ
ン
ト
業
符

の
組
織
と
し
て
・
イ
二
年
に

大
阪
天
幕
工
業
組
A
N
設
立
に

参
加
、
同
組
合
の
別
仕
事
に
就

任
。
以
後
三
十
五
年
大
阪
テ

ン
ト
尚
工
組
合
政
事
、
附
十

年
大
阪
帆
布
製
品
工
業
組
合

訓
段
事
長
、
四
イ
九
年
同
州

事
長
に
就
任
、
こ
の
間
組
合

組
織
の
拡
充
発
展
に
大
い
に

ぷ
カ
し
て
き
た
。

ま
た
同
氏
は
帆
布
製
造
業

者
の
発
展
に
絞
能
向
上
が
、
必

裂
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
職
人
で
み
る
技
能
十
の

育
成
に
努
め
、
川
組
合
内
で

百
四
|

一
名
の
同
家
牧
定
技

能
士
資
格
ぃ引
を
誕
ル
ー
さ
せ
た
。

上の写真は授微を喜二ぷ友永勝夫妻

中
間
昭
総
社
長
)
て
は
こ
の

ほ
ど
、
M
S
X
パ
ソ
コ
ン
用

ゲ
|
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

「
フ

ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」
の
生
・
的
を

開
始
、
七
月
に
も
東
芝
鮒
と

附
ニ
デ
コ
を
通
じ
て
発
売
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
社
で
は
同
社
開
発
の
業

務
川
T
V
ゲ

l
ム
機
に
つ
い

て
、

H
本
屯
h
A
裂
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
閉
の
ソ
フ
ト
絡
し
か

え
を
そ
ア
コ
を
は
じ
め
従
波

新
聞
社
、
カ
シ
オ
計
算
機
、

小
習
州
内
ん
社
、
タ
カ
ラ
な
ど

に
詐
諒
し
て
き
だ
例
が
あ
る

が
、
同
れ
が
也
般
パ
ソ
コ
ン

用
ソ
フ
ト
を
製
泣
す
る
の
は

，、

オペレーター@パートナー
1人よDも2人@カで

機務内容

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期割賦販売

・長期資金需品資

ケイ・アミューズメントリース25
東京(425)8102大阪(365)8879

さ
ら
に
同
級
介
と
し
て
・
川
下

の
制
神
薄
材
者
施
設

「金
剛

コ
ロ
ニ

ー
」
に
エ
ア

l
・
テ

ン
ト

・
ド
ー
ム
を
寄
贈
す
る

際
に
、
自
社
工
坊
の
提
供
や

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
る
ど

の
協
力
を
行
な
い

、
そ
の
実

現
に
大
い
に
努
め
る
な
ど
組

合
事
業
に
多
大
な
功
績
を
収

め
た
も
の
。
も
ち
ろ
ん
川
氏

の
経
営
す
る
犬
阪
テ
ン
ト
は

こ
れ
が
初
め
て
。
そ
の
あ

-

怖
が
M
S
X
パ

ソ

コ

ン

川

で

}

あ
る
山
…
て
注
円
さ
れ
て
い
る
。

9
r
・r

A
7
同
の
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
命
E

/

¥

q

ン
」
は
業
務
川
が
五
十
七
年

lv

十
月
発
先
で
市
い
人
気
を
保

H
7

っ
た
も
の
。
今
回
は

M

S

X

四

4

用
ソ
フ
ト
化
に
関
し
制
社
は

-

昨
年
J
l

ご
月
に

コ
ン
シ
ユ

|

マ
l
プ
ロ
ダ
ク
ツ
部

(
門
凶

れ
松
部
長

・
兼
任
)
を
設
け

山
発
を
進
め
て
き
た
い
か
、
と

く
に
縦
横
の
ス
ク
ロ

ー
ル
な

ど
業
務
用
ソ
フ
ト
を
忠
実
に

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
る
の

で
、
非
μ'
川山
に
完
成
昨
ほ
か
向
い

と
さ
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
今
後
も
同
社
業

務
刑
の
M
S
x
m
修
納
や
新

規
M

S

X
仰
向
発
な
ど
、
ゲ

ー
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
開
発
を

進
め
、
年
内
に
約
十
純
発
売

す
る
予
定
。

な
お
M

S

X
用
ゲ
|
ム
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
生
産
で
、

A

M

業
界
か
ら
は
す
で
に
コ
ナ
ミ
、

ナ
ム
コ
、
ジ
ャ
レ
コ

(一三
月

か
ら
)
が
参
入
し
て
お
り
タ

イ
ト
ー
が
四
社
日
に
な
る
。

t; 

女人気.t男女
奇跡を起之せ。

リフ}

遊
同
地
、
テ
パ
ー
ト

ua
卜
な

ど
の
遊
間
施
設
と
し
て
の
テ

ン
ト
製
品
で
人
々
を
菩
こ
ば

せ
て
い
る
。

今
回
の
叙
勲
に
際
し
て
は
、

大
阪
府
よ
り
中
小
企
業
庁
へ

推
約
さ
れ
、
四
月
二
卜
日
付

で
通
産
大
使
よ
り
同
氏
に
通

知
。
十
五

nの
伝
達
式
で
は

通
産
省
の
休
戚
政
務
次
官
よ

り
勲
市
と
賞
状
を
同
日
与
さ
れ
、

翌
十
六
日
に
は
自
主
同
盟
明
殿

に
て
夫
人
同
伴
で
天
皇
陛
下

に
お
目
に
か
か
っ
た
。

な
お
同
氏
は
今
回
の
叙
勲

以
外
に
五
十
二
年
瓦
片
に
大

阪
府
知
惚
'よ
り
大
阪
府
産
業

功
労
苦
を
、
五
十
七
年
十

一

月
に
同
じ
く
大
阪
府
技
能
顕

功
策
を
、
五
十
八
年
十
ト
月

に
労
働
大
臣
よ
り
卓
越
校
能

設
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
て

い
ヲ
9
0

メロディーペットおかよしコアラスペースナイト

(e 

濯のじゅうたんベルペル〆'、ギャプラス

新発売ノ/

リプル・ラブル

PC8キット価格
140，000円

(コンパネ{寸き〉

ポ-JlノポジションII

コッフピットタイプ
謝恩価格 720，000同

ポールポジションII

戸ッフライトタイプ
価格 880，000円

こども 2人

イ士線 。寸法2.0"XO.9m 高事 1.2.. 
コイ ンシュータ-200円、定員 2人

/{・yテリ-40AH21悶 PAT.PENつ

干 152n(03)718・6461附
テレックス 246・6310
(藤井大丸百貨底内)
〒600n(075)255・1286
干{)Ol含(011)763・0611

社/東京都目黒区八雲1・5・7(東娯ビル)

関 西 支 $/京都府京都市下京区寺田通四条下ル

仕機 .寸法1.4"世、 高さ 1.4 .. 
コインシューター100円、定員こど も

マ91 27173 PAT. PENO 4人

本

寸法2.2mXO.9m、高さ1.8 .. 
コインシューター 100円、定員

マ91-27172PAT. PENO 

東洋娯楽機株式会社

イ士機:外網寸法2.4"'XI.4"、高さ 1.6"
コインシューター 100円、定員 こども 4人

マ91-19458PAT. PENO. 
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会
な
ど
を
聞

く
こ
と
な
ど

が
捕
り
込
ま

れ
た
。
ま
た

山
脇
道
令
州

事

(附
ナ
ソ

ク
制
点
作
所
)

の
川
口事
的
任

に
よ
り
、
後

任
鹿
市
ド
に
綾

部
征
川
郎
氏

(
側
北
也
子
)

が
選
任
さ
れ

た
。
新
人
組

合
員
エ一
社
が

紹
介
さ
れ
、

こ
れ
で
組
令

員
数
は
一

一卜

一
一れ
と
な
っ
た
。
な
お
同
組

ム
H

で
は
A
I
凶
か
ら
新
人
組
合

員
は
一
年
間
準
組
合
買
と
し

凶
胴
式
遊
投
機
の
メ
ー
カ
つ
い
て
折
衝
中
」
と
一品
川
っ
た
。
た
後
に
正
組
介
員
と
す
る
こ

ー
を
小
心
と
す
る

n本
電

動

会

議

で

は

昭

和

五

J
1

八

年

と

に

な

り

、
そ
の
た
め
の
・

μ

式
遊
投
機
工
業
側

(市

務

局

度

決

算

i
十
九
年
度
事
業
款
改
止
を
行
な
う
こ
と
に
な

東
京
、
吉
武
辰
雄
畑
山
市
長
)
計
耐
笑
お
よ
び
収
支
予
算
案
っ
た
。

で
は
丘
月
一
J
l
一
.円
、
大
阪
・

が
永
認
さ
れ
た
。
丘
十
九
年

日以
後
に
柿
内
正
直
ウ
務
理

北
区
の
と
リ
菊
に
て
第
四
回
度
事
業
計
画
で
は
同
組
合
主

通
常
総
会
を
聞
い
た
。

保

「
オ
リ
ン
ピ
ア
マ
シ
ン
シ

四
国
以
挨
拶
に
立
っ
た
土
問
武

ヨ
|
」

(
昨
年
は
中
止
)
を

別
仕
事
長
は
風
常
法
改
距
に
触
九
月
か
十
月
に
開
催
す
る
こ

れ

「
現
符
私
ど
む
は
取
締
当
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
技
術

・

局
と
改
正
案
の
要
件
な
ど
に
縫
常
講
習
会
や
組
合
口
悠
統

一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一
一一
一一一一
一一
一一
一一一
一一
一一一一
一一
一一
一一一
一一
一一
一一一
一一
一一
一一
一一
一一
一一一一一
一一
一一
一一
一一
一一
一一一
一一一
一一
一一
一一一
一一
一一
一一一一
一一
一一一
一一
一一
一一
一一一
一一一
一一
一一
一一
一一
一一
一一一
一一

A
I
M
の
瓜
伝
法
問
題
に
閑
の
問
題
の
畑
山
は
深
く
、
困
難
業
の
歴
史
は
浅
く
、
日
本
て
な
っ
た
の
で
あ
る
。

-
し
て
A
M
業
界
の
人
び
と
が
な
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
格
化
し
た
の
は
数
十
年
前
悪
い
の
は
こ
の
基
本
を
洲

一
と
っ
て
い
る
悠
肢
は
ど
パ
ラ
し
か
し
そ
れ
に
つ
け
て
も
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
娯
楽
に

一
パ
ラ
な
も
の
は
な
い
。
論
陣

A

M
業
界
か
ら
他
業
界
へ
の
の
産
業
は
文
芸
、
映
州
な
ど
結
び
つ
く
も
の
を
す
べ
て
悪

一
を
終
え
な
が
ら
、
新
風
営
法
転
職
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
と
問
機
に
次
々
と
新
し
い
も
者
扱
い
す
る
人
た
ち
で
あ
り
、

号

一
条
の
廃
案
を
め
ざ
し
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
人
た
ち
な
の
の
を
創
り
出
す

ρ

創
造
的
産
ま
た
業
界
内
部
に
も
心
の
低

児
一

J
A
M
M
A
-
O

P
部

会

の

だ

ろ

う

か
。
お

そ

ら

く

は

単

業
H

で
ん
り
、
広
〈
人
類
に
で
は
そ
う
思
っ
て
い
る
人
が

2
一
活
動
か
ら
、
果
て
は
も
う
す
に
効
牢
よ
く
儲
か
る
と
い
う
能
成
的
な
娯
楽
を
従
供
す
る
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら

第
一

っ
か
り
新

風

常

法

案

が

・

川

決

は

A
M
産
業
を
結
局
即
日
解
せ

|
一

さ

れ

て

し

ま

っ

て

い

る

と

思

ず

、

単

な

る

令

儲

け

の

手

段

引
一

い

込

み

他

業

界

へ

の

転

業

を

と

し

て

し

か

見

て
い
な
い
の

1
一
考
え
て
い
る
も
の
ま
で
、
そ

て

は

な

い

か

。
も
し
そ
う
な

冴
一

の
ま
は
激
し
す
ぎ
る
。
こ

う

ら

、

単

く

こ

の

業

界

か

ら

山

引
一

い
う
状
態
を
見
て
、

A

M
業

て

い

っ

て

ほ

し

い

と

忠

、

7
0

4
.
界
で
の
組
織
力
や
問
結
力
の

A

M
・
町
内
業
を
天
腕
と
考
え

晴

不

足

を

指

摘

す

る

向

さ

も

あ

る

人

た

ち

は
、
業
界
を
自
分

引

る
が
、
で

は

そ

の

原

因

は

ど

た

ち

の

手

て

ん

寸

る

べ

く

，回
、一上

こ

に

あ

る

か

と

問

う

て

も

い

規

制

を

徹

氏

し
、
胤
常
化
に

い
答
は
山
て

こ

な

い

よ

う

に

反

対

し

絞

け

ね

ば

な

ら

弘

い

思
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
組
織
化

の
で
は
る
い
だ
ろ
う
か
。

、.，，，
《

H
Vi

 

，，‘、第二純郵i色e物認可

超
低
価
格
で
発
売

ベ
ー
シ
ッ
ク
入
門
書
も
発
売
へ

セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス

(本
社
東
京
、
中
山
位
十

指
社
・
長
)
は
同
社
家
経
用

T

V
ゲ
ー

ム
機

「
S

C
|
1

0

0

0
」
専
則
の
キ
ー
ボ
ー
ド

「
S
K
I
l
l
o

O
」
を
四

月
-

J

十

一
行
発
売
し
た
。

こ
れ
は
家
嵯
則

T
V
ゲ
ー

ム
機
用
の
キ
ー
ボ
ー
ド
と
し

て
は
わ
が
向
で
は
初
め
て
の

も
の
で
、
定
価

一
万
三
千
八

行
円
と
超
低
側
約
。
こ
れ
と

本
体
の
S
G
|
1
0
0
o

一

万
五
千
円
)
を
合
わ
せ
る
と

二
万
八
千
円
台
の
低
価
桁
パ

ソ
コ
ン
と
る
り
、
こ
れ
は
す

で
に
発
売
さ
れ
て
い
る
同
社

パ
ソ
コ
ン
「
S
C
1
3

0

0

0
」
シ
リ
ー
ズ
と
問
機
能
を

'
有
す
る
も
の
に
な
る
。
さ
ら

に
同
社
周
辺
機
総
の
プ
リ
ン

タ
ー
や
デ

l
タ
レ
コ
ー
ダ
な

ゲームマシン第三般貸i便物認"fゲームマシン第238号1984年6月15日、‘.，，1
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右の写真はセガキ土

r 5 C・3000シリ ーズ

8ASIC入門J。下の写

真は向社のキーボー ドr5 K-

1000Jと rSC-IOOOJの総合せ

~ 

論潮

ど
と
組
合
わ
せ
れ
ば
本
絡
的

(定
価
千
二
百
円
)
を
、
ダ

な
ホ
ー
ム
パ
ソ
コ
ン
と
な
る
。
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
三
月
中

な
お
こ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
と
同
旬
発
行
し
た
。
同
許
は
べ
|

叫
に
専
用
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
カ
シ
ッ
ク
の
初
止
少
か
ら
応
用
ま

|
ト
リ
ッ
ジ
「
レ
ベ
ル

H

B
」

で

、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く

も
発
売
さ
れ
た
。
従
米
の
S

使

っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

C
|
3

0

0

0
川
の
宇
習
カ
し
た
も
の
で
、
ゲ
ー
ム
や
汗

ー
ト
リ
ッ
ジ
も
そ
の
ま
ま
川
楽
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
各
柑
ゾ

キ
ー
ボ
ー
ド
に
使
用
で
き
る
。
フ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

ま
た
川
社
で
は
S

C
|
3

も
抑
制
峨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

0

0

0
シ
リ
ー
ズ
の
ユ

l
ザ

問

書

は

S
C
|
1

0

0

0
に

l
向
け
に
編
集
し
た
べ

l
シ

キ

ー

ボ

ー

ド
S

K
I
-

-

o

ソ
ク
入
門
科
「
S
E

G

A
パ

0
を
後
続
し
た
バ
ソ
コ
ン
シ

ソ
コ
ン
S
C
|
3
0
0
0
シ
ス
テ
ム
川
の
テ
キ
ス
ト
も
兼

リ
|
ズ
B
A
S
I
C
-人
門
」

ね
て
い
る
。

tこ。

オ
リ
ン
ピ
ア
機
の
日
電
協
が
総
会

創
造
的
産

だ
け
の
仰
い
由
で
こ
の
世
米
界
に

参
入
し
、
こ
の
業
界
の
持
つ

葉
附
し
さ
な
ど
を
級
一倍
し
て

い
な
い
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う

と
思
う
。
そ
う
い
う
人
た
%

は
、
A
M
ぃ
他
業
を
自
分
の
天

腕
と
F
J
え
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
吋
怖
か
に

A

M
姥

'‘ 

τM 

-パワー、スピード、テクニック/

チャンピオンをマッ卜に沈めるのは誰だ!'?

・ビッグなキャラクターを採用。

ダイナミックな映像力Tツイン・モニターで迫るスリリングなポクシ

ング ・ゲーム登場。

・今夜のメイン・イベントは世界中が

連日のビッグ ・ファイ トグ

Jてンチアウト H

VS.SYSTEMシリーズ最新自信作

NinTendo申

社
会
的
に
意
義
あ
る
広
業
て

あ
る
。
こ
れ
が

A

M
・
対
裟
の

以
上中
で
あ
り
、
こ
の
北
川
日
本
に

沿
っ
て
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

優
秀
な
A

M
機
を
や
み
山
し

て
き
た
わ
け
だ
し
、
そ
う
だ

か
ら
こ
そ
人
気
も
上
昇
し
併
し

川
の
休
日
を
浴
び
る
こ
と
に

.... 画、a・、

予 95-1?44
630(飽)x900(奥行)x
1.891 (高さ)'%、

123k9 

仲間と向かい合って同時にプレイできます，グ

-ソフ トウェアROMをささ換するだけで、次々に新しいゲームを楽しむこと

ができるVS.システムのニューソフトVS.ベースボール。

・2人で対戦するとベースボールが101音楽しくプレイできます。

・vS.テニスも好評発売中。

-バッ タスクリーンより

}・952628 
690(鍋)x965(奥行)X880-1.060(高さ)%

93k9 

-ノ〈ッ クヰ ッ 卜より

左
の
写
真
は
白
電
協
の
第
四
回
通
常
総
会

(5
月
幻
自
)

技術と信頼を誇るメダルメーカー

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
名古里(OS2)263・0026 描間(092)412叫初制土(06)制3・3322

株式会社

や
は
「
今
同
の
風
伝
法
改
正

が
も
し
成
立
す
れ
ば
、
厳
し

く
燃
か
し
く
な
る
と
い
う
立

昧
で
の
新
時
代
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
引
払
ど
も
は
判
許

会
社

(H
本
屯
動
遊
投
機
特

許
鮒
)

J
U
含
め
て
俄
ん
l

化
に

一
層
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い

」
と
後
妙
。
な
お
川

村
許
制

(ぶ
社
大
阪
、
徳
山

謙
・
一村
長
)
は
同
刷
式
遊
技

機
に
関
す
る
特
許
縦
、
実
用

新
案
縦
な
ど
工
業
所
有
椛
の

般
利
維
持
と
倣
似
を
日
的
に

二
一
け

.十

en設
h

比
さ
れ
た

.-. 
台、

干101東京都千代田区得田須田町1-22TEL03(254)1781 
干542大阪市南区長沼僑筋1丁目32TEL06(245)4155 イ壬実 株式盆社

も
の
で
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
販

売
、
高
砂
征
総
産
業
、
十
米
京

バ
ブ
コ
、

マ
ッ
ク
ス
崩
事
、

サ
ミ

l
i
業
な
ど
七
れ
が
同

会
社
役
員
を
務
め
て
い
る
。

営
業
所
開
設

， 

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附

・
仙

台
営
業
所

H
仙
台
市
上
杉

一

の
十
台
の
ニ
|
問
、
mU

(
O

J

一
.一
.)
六
こ
|
O
J
ハ
川
六
、

村
瀬
古
伝
所
長
。

事
務
所
移
転

附
J

・
P
・

M

・
コ
ー
ポ

レ
|
シ
ョ
ン

H
抗
手
県
精
乎

郎
沌
沢
村
卜人
釜
二
十
ニ
地
割

土
井
比
七
十
刊
の
十
七
、
合

(
O
一

九
六
)
八
七
|
一
九

.
一
.、
中
島
喜

一
郎
社
長
。

附
ユ
ニ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

H

神
奈
川
県
相
般
原
市
大
泊
三

凹

一
八
の

O
、
合

(
O
四

-

e

七
)
瓦
七

l
二
八
九
八
、

千
葉
山
静
義
社
長
。

制
凹
同
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
(
旧
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
リ

i
ス
側

・

小
一児
島
営
業
所
)

H
香
川
県

小
一
vm土
げ
川
ト
庄
万
八
九

の
二
、
宮

(
O
八
七
九
)
六

一

|
万
三
六
八
、
外
山
喜
平

キ
長
。

プレイフィールド中央で

親しみ感じるトランプ遊び

プレイヤーの要望を満疋す

最新4Pフ1)ツJi-

-ミッドウヱ一社製品

・基板修理・パリ一社全製品

のパーツも取扱い中です

STEEL 

スチール

。F
オフ

]]~ち世
KINGS 

キンタス

。せυーoE旦! fZJ回タgさり⑫(• 
BALL 

コールドボール

オーソドックスな

最新フリッJ¥-

P'L'A'Y 
GOLD BALし
をスペル戸ウト

GOLD 

{saIiJt 
{saIiJt 

GIANT JACKPOT 

ジャイアント
ジャッヲポット

日本で初登場/

(オーソドックスな

ス口ツトマシン)

電子回路採用

最高6枚賭け

最高1万枚ベイ戸ウト

，、
，、

THE GR州DSUMO

日
キ

-逸
pyk
、ケ
1
1

ム

九種類の豊富な技、
、

株式会社パリー・ジャパン販売代理庖募集中

，、

本 11 ' 干，旧東且邸時~r&よ正実ト引 . 02 ヒ町スiJ<:lI官 (03)392*41SI 

研 究 所 '干 l旧 東3歩、眠時草区間車苫4-4110テータfーストヒル官 (0])331-54刷

.s，雪量曾健嗣 ・干464畠芯 E 市 T It区 司容向 通 り 6・28官 (0日)762'5222

It式会社テ.~・.fi l!! 〒06'札幌illtt;た区耐ニ+一条+=TIl879-05官 (011)562 2・0，制

大隔嘗療所干拍21<臨南4区先天S・10-Z3J鍍績ビル 宮 (06)S73・2511

福岡宮黛嗣 :干806111向市縛多区東先考町 0-2・2 前倒，，，.官 (092).74・0020柑
仙台嘗銭高崎 :干情。 仙省前よ特 'ー IS-24 林 進上杉ピル 怨 (0222)63・06.46

豊 かさを演出する、電子技術の

|I~~~I] 
東京都渋谷区道玄坂 l丁目 14-9 (ソシアル道玄坂)

PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 1 千 150
メダルゲーム機の設鑑遜営につきましては「メダルゲーム場運営基準」を守ってご使用下さい。
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て
い
る
る
か
に
あ
・っ
て
、
逆

に
ゲ
ー
ム
場
は
前
年
の

一
間
・

九
凶
か
ら
今
回
は

一
六

・
一}

回
へ
と
附
え
て
お
り
、
こ
れ

は
注
目
さ
れ
る
。

今
度
は
八
十
五
純
伺
の
余

暇
活
動
を

一
人
当
た
り
年
間

平
均
費
用
て
見
て
み
る
と
、

こ
れ
は
そ
の
純
白
に
よ

っ
て

順
位
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
く
る

も
の
だ
が
、

一
伎
は
や
は
り

海
外
旅
行
で
主
十
八
万
七
千

円
、
ニ
伎
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ

ー
や
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ

ン
グ
ら

ど
で
約
二
十
八
万
問
、

三
位

が
ゴ
ル
フ
の
十
三
万
円
、
そ

し
て
最
下
位
は
将
棋
で
七
有

向
と
な
っ
て

い
る
。
遊
伺
地

は

ん
万
ご
千
五
円
円
、
ゲ
ー

ム
場
は
八
千
一
百
円
。
こ
の

年
間
平
均
費
川
を
年
間
平
均

活
動
回
数
で
川
っ
た

，
回
当

た
り
の
消
費
で
見
る
と
、

小御

d

「ケ
K
--

、、
J
J

・
-
-
r
、昨
1

円川，、

例
目
行
カ

ω
T
」
l
J
下人
|

凶
内
旅
行
三
万
三
千
円
、
帰

待
旅
行
二
万
二
千
円
と
旅
行

が
上
位
三
位
を
占
め
、
取
下

位
の
将
棋
は
間
十
円
。
遊
閑

地
は

一
人

一
回
三
千
二
百
十

問
、
ゲ
ー
ム
場
は

一
四
五
百

円
を
消
賀
す
る
と
い
う
結
果

が
出
て
お
り
、
こ
の
数
字
は

前
年
と
大
差
は
な
い
。
全
体

的削

的
に
は
ほ
と
ん
ど
の
徳
目
で
日

一
回
当
た
リ
の
支
出
は
わ
ず
酬

か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
よ

態

，
.。

田明

、
っ
た

の
書
H

こ
の
二
年
聞
の
余
暇
活
動
消

に
つ

い
て
同
白
書
で
は
「
前

釧

年
に
比
べ
全
体
と
し
て
余
暇
情

活
動
の
レ
ベ
ル
は
や
や
落
ち
制

た
と
み
ら
れ
る
」
と
し
て
、
一
村

参
加
寧
で
は

「
ス
ポ
ー
ツ
部

イ

門
は
仰
ひ
た
も
の
も
多
い
が
、山

趣
味
や
創
作
部
門
、
娯
楽
部

1

門
で
は
減

っ
た
も
の
が
多
数

を
い
内
め
、
観
光
部
門
で
も
遊

園
地
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
少
な

い
費
用
で
の
活
動
の
ほ
か
は

参
加
率
が
洛
ち
て
い
る
。

1984年6月15日( 13) 

「
遊
園
地
」
を

〈
編
集
部
〉

「
レ
ジ
ャ
ー

五
十
九
年
版

自
制
刊
」
は
昨
年
十
二
月
、
人

口
五
万
人
以
上
の
都
市
に
M
m

住
す
る
十
五
歳
以
上
の
男
女

例
人
三
千
人
を
対
象
に
、
余

暇
意
識
や
昨
年

一
年
聞
の
余

暇
治
動
の
笑
態
を
ア
ン
ケ
ー

ト
四
刷
費
し
た
も
の
で
、
回
答

お
は
一
了
間
有
七
十
八
人
で

回
収
率
が
八

二
・
六
%
と
な

っ
て

い
る
。

余
暇
活
動
に
つ
い
て
同
調

流
で
は
①
ス
ポ
ー
ツ
部
門
(
二

十
七
日
刊
目
)
、
②
趣
味
、
創

作
部
門

(三
十
純
白
)
、
③

娯
楽
部
門

(l
八
位
同
)

④
観
光
部
門

(十
組
日
)
と

凶
つ
の
部
門
に
分
類
し
計
八

イ
五
純
自
の
活
動
調
売
を
ま

と
め
て
お
り、

「
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ
ー
」

は
娯
楽
部
門
に
、
「
遊
間
地
」

は
観
光
部
門
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
こ
の
分
類
で
は
、

テ
レ
ビ
視
聴
、
新
聞
や
読
書

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
ご
ろ
寝
と

い
っ
た
余
暇
活
動
は
、
日
本

人
の
ほ
ぼ
全
体
が
行
な
っ
て

い
る
と
忠
わ
れ
る
こ
と
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る
。

同
白
許
で
川
い
ら
れ
て
い

る
用
語
の
な
昧
は
次
の
と
お

り
。
「
参
加
率
」
H
あ
る
余

暇
活
動
を

一
年
間
に

一
一
回
以

上
行
な
っ
た

(参
加
)
川
答

者
の
訓
合
、

「
参
加
入
U
」

H
参
加
の
人
口
、

「年
間
平

均
活
動
回
数
」
H
あ
る
余
暇

活
動
を
行
な

っ
た
人
の

一
人

当
た
り
年
間
活
動
回
数
の
平

均
、

「年
間
平
均
資
附
」

H

め
る
余
暇
活
動
を
行
な
っ
た

人
の

一
人
当
た
り
年
間
資
則

の
平
均
、

「参
加
希
望
率
」

H
あ
る
余
暇
活
動
に
将
来
参

加
し
た
い
と
4
仰
望
し
て
い
る

人
の
訓
令
、
「
成
長
性
」
H

参
加
希
望
人
口
の
現
在
参
加

人
口
に
対
す
る
制
令
。

、

余
暇
活
動
に
質
的
変
化
与
え
た

T
D
L

m種
目
の
参
加
、
回
数
、
消
費
の
実
態

ま
ず
八
十
単
純
白
の
余
暇

前
品
川
の
参
加
入
口
に
つ
い
て

は
、
昨
年
十
二
月

一
日
現
在

の
総
則
的
統
計
局
の
推
計
に

よ
る
十
五
歳
以
上
人
口
九
千

二
行
七
十
八
万
人
に
、
為
的

日
の
参
加
率
を
掛
け
A
n
わ
せ

て
求
め
ら
れ
、
そ
の
順
位
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
昨
年
U
J
U
多
か
っ
た

の
は
外
食
で
約
五
下
七

h
万

人
、
次
い
で
ド
ラ
イ
ブ
、
同

内
観
光
旅
行
、
ト
ラ
ン
プ
や

オ
セ
ロ
な
ど
本
内
ゲ

i
ム
、

パ
l
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
飲
食

，.. .... 曲、.

町
、
休
操
と
絞
さ
、
こ
の
・ハ

位
ま
で
の
ト
校
的
刊
は
前
年

(五
十
七
年
)
と
ほ
ぼ
同
じ

と
な
っ
て
い
る
。
七
位
は
肋

Mm物
悶
や
水
族
館
、
八
h
M
に

遊
闘
地
が
入

っ
て
い
る
。
遊

間
地
は
前
年
卜

一
位
だ

っ
た

の
が
¥
一ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
、

参
加
人
口
も
前
年

e

・一千
刊
行

五
十
万
人
か
ら
に
'T
五
引
八

十
万
人
と
行
問

i
万
人

mえ

て
い
る
。
一
方
前
年
十
九
位

だ
っ
た
家
胞
川
T

V
ゲ
l
ム

な
ど
は
ん
J
Mは
J

ス
ト
二
卜

位
か
ら
姿
を
消
し
て
ぺ

T
万

v 

う
し
て
み
る
と
参
加
率
、
回

数
、
質
問
そ
ろ

っ
て
仰
び
た

活
動
は
創
作
型
ホ
ビ
ー
、
映

画
、
帰
省
旅
行
る
ど
わ
ず
か

し
か
な
く
、
そ
の
ほ
か
は
ど

こ
か
で
微
減
な
い
し
横
ば
い

と
い
う
状
況
て
あ
る
。
和
十

四
年
か
ら
瓦
十
七
年
に
か
け

て
堅
調
に
伸
び
た
余
暇
活
動

は
、
五
十
八
年
に
な
っ
て
や

や
ぺ

l
ス
ダ
ウ
ン
の
徴
候
が

見
ら
れ
る
」
と
総
指
し
て
い

。
ヲ
@

次
に
四
部
門
八
十
五
純
日

の
余
暇
活
動
に
つ
い
て
、
五

十
年
代
を
通
じ
て
の
目
立

っ

た
動
き
に
触
れ
て
い
る
。

娯
楽
部
門
に
つ
い
て
は
二

般
に

コ
ス
ト
の
か
か
る
も
の

が
多
く
、
五
寸
年
代
の
消
費

不
振
の
中
で
低
迷
し
た
が
、

パ
チ
ン
コ
、
外
食
な
ど
は
業

態
転
換
や
サ
ー
ビ
ス
一
耐
の
改

警
を
図
っ
た
こ
と
で
口
水
準

を
維
持
し
た
。
逆
に
言
え
ば

人
々
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

求
め
る
楽
し
み
が
、
よ
り
高

度
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
」

と
分
析
。
ゲ
ー
ム
関
係
に
つ

司・

』

「

ゲ

い
て
は
こ
の
三
年
間
で

ー
ム
セ
ン
タ
ー、

家
庭
用
の

T
V
ゲ
l
ム
は
と
も
に
参
加

率
が
減
少
気
味
。
た
だ
し
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
利
用
回
数

は

一
覧
し
て

m加
傾
向
に
あ

る
」
と
し
て

い
る
。

観
光
部
門
は

「
人
々
の
生

活
の
中
に
定
治
し
た
」
と
述

べ
、
と
く
に
阿
部
門
で
は
東

京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ブ
ン
と
爆
発
的
な
人
気
を

「画
期
的
な
出
来
事
」
と
し

て
挙
げ
て
お
り
、

「
こ
の
こ

と
は
ひ
と
り
遊
閑
地
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
た
と
え
コ

ス
ト
は
向
く
と
も
レ
ベ
ル
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
れ

ば
人
気
を
呼
べ
る
と
い
う
意

味
で
、
人
々
の
余
暇
活
動
の

質
的
変
化
を
舷
認
さ
せ
た
。

こ
れ
は
娯
楽
部
門
の
パ
チ
ン

コ
や
外
食
と
問
機
、
よ
り
1r
u
同

皮
な
楽
し
み
を
求
め
る

『楽

し
み
追
求
型
』
の
活
動
と
言

え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
部
門
は
「丘
十
年

代
前
半
に
始
ま
っ
た
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
が
そ
の
ま
ま

， 

余暇活動への怠加 ・消貨 の実感{昭和 58年)
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1 6 ジ守ズダ'/;("エア 口ピクスダンス J 1.4 

17 編閉留置柏 手芸 29.3 

18 梓lJ1，脂血 28.4 

19 ゲ圃トポール 21.5 

l_2_() 制緩 25.6 

袈 2年同平民]活動回数よ位20の余綬活動

ま
た
ゲ

l
ム
坊
に
つ
い

て
も
参
加
入
口
は
、
前
年
・
の

三
千
二
十
万
人
か
ら
千
八
行

七
十
万
人
に
減
少
し
て
い
る
。

た
だ
し
遊
岡
地
や
ゲ
ー
ム
坊

に
つ
い
て
は
、
同
調
変
て
は

含
ま
れ
て
い
な
い
寸
五
歳
以

下
の
煮
も
相
当
数
利
用
し
て

い
る
の
が
笑
怖
で
あ
り
、
こ

の
実
質
的
な
参
加
入
円
は
こ

こ
で
の
数
字
を
大
叫
に
上
回

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

余
暇
治
動
に
参
加
し
た
人

々
の
年
間
平
均
活
動
回
数
で

見
た
場
介
、
趣
味
、
ス
ポ
ー

ツ
、
創
作
活
動
と
い

っ
た
H

人年間平 均費用のよ位 10の余暇活動

1
-
z
-
3
-
4
-
s
-
6
-
7
-
7
-9
-
o
 

日
本
人
の
レ
ジ
ャ
ー
活
動
や
余
暇
開
通
産
業
の
現
状
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
を

ま
と
め
疋
五
十
九
年
版
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
」
ガ
四
月
二
十
九
日
、
側
余
暇
開
発
セ

ン
タ
ー
(
伍
僑
滋
理
事
畏
)
か
ら
発
表
さ
れ
疋
。
そ
れ
に
よ
る
と
全
体
的
に
健
康

志
向
ガ
顕
著
と
怠
り
ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ガ
望
ま
れ
て
い
る
傾

向
ガ
強
く
、
参
加
入
口
で
貝
る
と
遊
圏
地
部
門
ガ
上
昇
し
、
逆
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

や
家
庭
用
ゲ
ー
ム
な
ど
は
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
ガ
明
ら
か
に
な
っ
疋
。

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
四
十
七
年
設
立
以
来
、
余
暇
に
関
す
る
幅
広
い
調
査

研
究
を
続
け
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
五
十
二
年
か
ら
国
民
の
余
暇
活
動

や
余
暇
関
連
産
業
の
現
状
な
ど
を
ま
と
め
包
年
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
L

と
し
て
一
般

巳
紹
介
し
て
い
る
。
五
十
九
年
版
の
白
書
は
そ
れ
ら
の
紹
介
に
加
え、

五
十
年
代

の
余
暇
活
動
に
つ
い
て
大
き
な
流
れ
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

人
の
余
暇
活
動
ガ
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
も
属
望
し
て

い
る
。本

紙
で
は
主
に
寸
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」

、

中
山
に
同
白
書
を
ぎ
と
め
て
紹
介
す
る
。

)j 1'1 
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31.75 
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9.35 

8.4 5 

8.22 

8.22 

1.82 
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1回あたり 費 用の上位 10の余暇活動

剛也 <1>蝦岨動輯 M 1'1 

漏画外線Fi 276，570 

2 国内観光品1f(避思避;取縄恥えよど 》 33.390 

3 錫宙時行 21.720 

4 ス Aトー 11.130 

s ~.瓜， フ 11.060 

6 8ミリ瞬時'J. V'fR制作 10.960 

7 タ予プ.キ守"レー 10.>130 

8 ハングライダー，スカ4ダ4ピYグほど 9.930 

9 .. トレ ヨ昆 1.450 

10 キf ンプ.世山 1.220 

ヨ!!4
高
位
安
定
で
推
移
し
て
き
た
」

と
そ
の
堅
調
さ
を
強
調
。
ま

た
趣
味

・
創
作
部
門
で
は
腎

熟
化
、

マ
ニ
ア
化
の
傾
向
を

一一
層
強
め
、
現
在
そ
の
傾
向

が
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
に
迭

し
た
と
分
析
。
そ
し
て
全
休

品町山
型
の
余
暇
活
動
が
上
位
を

占
め
て
お
り
、

一
位
は
音
楽

鑑
賞
の
六
九

・
四
回
、

二
位

体
操
五
六

・
九
回
と
る

っ
て

い
る
。
問
自
警
で
は
上
位
材
料

討
に
つ
い
て
前
年
と
比
べ
る

と
「
活
動
回
数
の
水
準
が
や

や
落
ち
て
い
る
。
人
々
が
日

明
山
的
に
行
な
う
余
暇
活
動
の

時
間
が
や
や
少
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
か
」
と
し
て
い

る
。
遊
悶
地
も
参
加
入
口
を

mや
し
た
も
の
の
、
年
間
平

均
活
動
回
数
で
は
前
年
の
凹
・

一
一川
か
ら
一六

・
九
回
へ
減
少
。

全
体
的
に
活
動
回
数
が
減
つ

M
E
M
-
m一
山
一
山
一
間
一川
一山
一
山
一附

下位 10の余暇;1;動

余眠活動綱目

絹 惜

ト多 yγ。...七 O. カルタ.IEW..ど

開岬

僚機 (甜凪金制約むいもの 》

"スケγ ト択四，レ
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的
に
五
十
年
代
の
日
本
人
の

余
暇
活
動
は
「
休
息

・
ス
ト

レ
ス
解
消
型
」
か
ら

「
生
活

向
上
型
」
へ
、
さ
ら
に
は
「
楽

し
み
追
求
型
へ
と
多
様
な
発

展
を
遂
げ
て
き
た
」
と
い
う

総
括
が
な
さ
れ
て
い
る
。

余
暇
市
場
が
個
人
消
費
の
お
%
占
め
る

遊
園
地
、

A

M
機
市
場
は
着
実
に
発
展
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そ
こ
で
余
暇
市
場
の
規
棋

に
つ
い
て
だ
が
、
同
自
警
で

は
余
暇
市
場
の
推
計
作
業
は

輸
出
分
を
差
し
引
き
輸
入
国一分

を
加
え
て
、
で
き
る
限
り
問

内
販
売
綴
べ

l
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計
算
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れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

五
十
八
年
の
余
暇
市
場
は
四

十
兆
七
千
九
百
八
十
三
億
円

で
前
年
比
三
%
増
と
な
り
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の
一
一
円

・
九
%
に
当
た
る
と

い
う
。
そ
し
て
余
暇
市
場
が

個
人
消
費
の
ほ
ぼ
四
分
の一

の
シ
五
ア
に
定
治
し
て
き
た

よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
た

だ
昨
年
の
純
情
情
勢
か
ら
れ

U

1A収
入
の
伸
び
が
鈍
化
し

た
こ
と
む
あ
っ
て
例
人
消
費

が
仰
び
悩
み
、
余
暇
山
州
場
は

批
判
州
の
ま
ま
般
移
し
た
と
い

う
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る

部
門
別
で
は
飲
食
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
、
ゲ

l
ム
な
ど
の
娯

楽
部
門
の
シ
ェ
ア
が
全
体
の

地
下
を
市
め
て
大
き
い
「
ち

な
み
に
『
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
-

ゲ
|
ム

コ
ー
ナ
ー
」
市
場
は

丸
十
四
年
に
は
千
三
百
-
十

三
億
円
だ
っ
た
の
が
五

l
七

年
に

F
丘
訂
て
十
億
円
、
丘

十
八
年
は
千
五
百
四

l
一
-億

円
と
お
実
に
伸
び
て
き
て
お

り、

「
遊
岡
地
」
に
つ
い
て

は
瓦
十
四
年
は
・
-fr州
百
八

l
九
億
川
だ

っ
た
の
が
・
h
l

七
年
に
は
三
千
七
百
阿
十
位

向
、
五
十
八
年
は
さ
ら
に
開

T
四
百
七
十
-
一億
円
と
急
成

長
会
』
ポ
し
て
い
る
。

観
光
部
門
に
つ
い
て
川

h

A
の
概
相
に
よ
る
と
「
A
g
体

に
低
成
以
に
と
ど
ま
り
、
旅

行
や
円
品
川
市
下
附
辿
が
.
小
船
で

あ
っ
た
な
か
で
い米
人以
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
プ
ン
は
、

外
人
観
光
作
な
ど
に
よ
る
剛
山

市
ホ
テ
ル
の
人
込
刷
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
向
品
な
ど
み
や
げ

H

聞
の
版
光
州
引
な
ど
、
旅
行
側

迎
車
内
業
の
市
場
に
と
っ
て
明

る
い
材
料
で
あ
っ
た
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
肌
来
部
門
で

は
映
阿

・
演
劇
の
同
協
り
泌
し

を
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
別

口
間
関
係
の
供
給
過
剰
気
味
を
、

そ
し
て
趣
味
部
門
で
は
V

T

R
や
フ
ィ
ル

ム
な
ど
鑑
賞
レ

ジ
ャ
ー
削円聞
の
仰
ぴ
が
大
き

い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
指
摘
し
て
い
る
。

今
後
は
都
市
型
レ
ジ
ャ
ー
が
伸
び
悩
み

ス
ポ
ー
ツ
、
野
外
レ
ク
な
ど
健
康
志
向

ー

-、.，.

女
ぷ
が
ト
f

さ
い
が
、
市
わ
れ
川

市
釘
は
大

3
く
多
械
で
川
、仰
な

-一
|
ズ
が
あ
る
こ
と
、
ん
制
的

を
伴
、
っ
レ
ジ
ャ
ー
は
今
後
ど

の
年
代
に
お
い
て
も
さ
ら
に

強
い
希
常
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し
て

出
て
い
る
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対

す
る
欲
求
が
か
な
り
高
く
な

っ
て
お
り
、
こ
の
背
設
に
は

健
康
へ
の
不
安
感
と
休
力
へ

の
自
信
の
な
さ
(
辺
動
不
足

感
)
が
大
き
く
存
花
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

技
や
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
少

人
数
で
梨
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
欲
求
が

U
L強
〈
山
さ

れ
て
い
る
。
文
化
川
品
川
に
つ

い
て
は
今
後
と
く
に
机
い
す

べ
き
も
の
と
し
て
『
中
.
川
小

判
」
と
「
グ
ル
ー
プ
で
行
な

う
文
化
的
動
」
に
焦
点
を
中日

て
、
グ
ル
ー
プ
や
教
本
で
魁

¥---'川同円寸刊寸弔宗:;? 
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命暇市場の1世惨と現状{中分紛}後 7

的

-u
一口一
M

味
、
創
作
活
動
を
行
な
い
た

い
と
す
る
欲
求
は
、
文
化
欲

求
と
人
間
関
係
欲
求
の
双
方

を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
今

後
の
展
開
へ
の
大
き
な
可
能

性
を
絡
め
て
い
る
と
し
て
い

る
。
次
に
希
胡F
，
の
多
か
っ
た

観
九
と
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
「
A
t
や
日
本

人
の
飢
光
行
動
は
す
っ
か
リ

線
変
わ
リ
し
、むれ
叫

・
旧
跡

を
め
ぐ
る
観
光
か
ら
れ
然
の

小
で
過
ご
し
た
リ
品
川
品
川
を
行

な
う
こ
と
へ
の
欲
ボ
が
強
ま

っ
て
い
る
」
と
指

摘

そ

し

て
税
制
さ
れ
た
地
設
よ
り
も

自
然
に
規
し
む
活
動
、
日
帰

り
よ
り
む
泊
ま
り
が
け
を
希

望
す
る
人
が
正
倒
的
に
多
く
、

ま
た

「見
る
楽
し
み
」
派
と

「
す
る
楽
し
み
」
派
、
あ
る

い
は
「
周
遊
型
」
と
「
滞
紅

型
」
が
そ
れ
ぞ
れ
相
半
一
ほ
し

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
新
し
い
傾
向
と
し
て

ρ

内
然
の
中
で
、

一
ヵ
一
昨
に
滞

花
し
て
、
何
か
を
「
す
る

7

タ
イ
プ
の
活
動
と
い
う
ア
ウ

ト
ド
ア

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
欲
ボ
が

m大
し
て
い

る
と
J
え
る
。

以
上
の
‘
』
と
か
ら
川
内
h
H
H

で
は
、
今
後
の
日
本
人
の
余

暇
的
助
は
千
れ
で
決
し
い

「
ス

ポ
ー
ツ
」
、
多
憾
な

「文
化

前
動
」
、
そ
れ
に

、
ア
ウ
ト

ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

.. 、

，帳、向、，炉、

旦~ご

告

制
一
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一目
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一
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141 遊 閑 l也 2.489 3.739 4.4 7 2 14.5 19.6 
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161 .d'i代JIIlr，lif-ー数料 1.95 1 2.224 2.518 2.63 1 2.697 10.5 2.5 

噴由{単位:I車問〉余畷市場の;量移表 S

"' 

の
・
・
つ
の
-
一分
野
が
往
け
さ
れ
る
と
述
べ
て
い

る
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
エ
レ
ク
ト

υ
ニ
ク

ス
化
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
市
新
が
人
々
の

午
前
に
静
物
を
え
ぽ
し
、
川
叫
に
余
川
叫
川

の
ト
八
一
肌
な

m
L〈を
Mm米
す
る
こ
と
が
子
制
さ

れ
る
こ
と
に
触
れ
、
「
余
川
問
題
め
れ
川
要
性

は
ま
す
ま
す
い
け
川
ま
る
と
忠
わ
れ
る
」
と
の
折

摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
川

-
H
Aで
は

、
こ
れ

か
ら
の
余
暇
」
と
し
て
、
同

氏
が
今
後
ど
の
よ
う
な
余
暇

柄
拘
を
希
叫
上
し
て
い
る
か
を

小
心
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
ゲ
ー

ム
」
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」
「
磁

り
場
を
ぶ
ら
つ
く
」
と
い
っ

た
郡
山
型
レ
ジ
ャ
ー
は
男
女

と
も
に
新
た
な
参
加
希
望
が

低
く
、
そ
の
他
の
活
動
は
ほ

と
ん
ど
希
噌
が
尚
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
ヲ
ち
大

き
な
仰
ぴ
が
，T
怨
さ
れ
る
も

の
と
し
て
、

「
創
作
活
動
」

「
け
い
ニ
ご
と
」
社
会
的

活
動
」
「
山
海
中
ぞ
の
ス
ポ
ー

ツ
」
『
縫
い
巡
品
川
、
体
h
M
づ

く
り
」
が
現
状
の
・

8

附
近
く

に
な
る
吋
能
性
が
あ
る
ほ
か
、

J
F柄
引
活
動
」

「
工
ぷ
、
下

京
」
が
.. 分
の

.mに
な
る

と
見
ら
れ
る
。
ま
た
文
化
活

助
は
そ
の
内
符
に
よ
っ
て
m
H
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恥壇扇司
FlickyTM セガ・

フリッキー

セガ・

ユニバーサルキ土縦総事事完元・セガヰ土

直涜電源畿置
"(91-23288)を使用

メダルゲーム織の枝鑑運営につきましては
『メダルゲ-b.舗道営基準J <¥-守っτご使用下さい.

|新紙幣にも対応の紙幣識別機搭載

(DP-13-1) 

人気爆発グ

プロレスビデオゲーム。

理回

セガ・(DP-05-1 ) 

-
一、
0
0
0
円
札
(新
札
に
も
対
応
)
、
五
O
O円

(札
、硬
貨
)
一
O
O円
硬
貨
で
メ
ダ
ル
貸
出
。

-
メ
ダ
ル
の
収
納
枚
敏
は
三
O
、
0
0
0
枚
と
大
容
零

• 

-
ゲ
l
ム
・
コ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ
ル
/
旅
館

の
サ
ー
ビ
ス

・
省
力
化
に
最
適

-
外
部
集
計
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
/
電
磁
カ
ウ

ン
タ
l
用
外
部
出
カ
ポ
ー
ト
搭
載

-
従
来
タ
イ
プ
に
く
ら
べ
収
納
枚
数
が
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
紙
幣
収
納
金
庫

爾笛

璽雪国

，ー1

-ーー

品回目
一

• 

セガ・

¥ー

一
O
O
円
硬
貨
を
玉
O
門
硬
貨

-
玉
0
0
円
硬
貨
、

に
両
電

-
両
嘗
周
五
O
円
硬
貨
の
収
納
枚
数
は
=
一
、

枚
と
大
審
理

-
両
韓
首
硬
貨
の
補
充
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
上
部
専
用
原

か
ら
ホ
ッ
パ
ー
へ
の
投
入
方
式
。

0
0
0
 

専
用
者
は
別
売
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
。

宝
を
山
積
し
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
船
は
行
く

チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ
て
、
メ
ダ
ル
を
落
と
せ
ノ

メダルゲーム恨の蚊置渇曾につきましてu
rメダルゲーム喝溜曾i58匝J を守っTご使用下暑い

セガ・ペヱー ・オーシャン

OCEAn™ PE 

、".・

山広
口

'f1. ，t~li rMJIJのお守I¥'f.ーを賜わり

1'1-<お礼illLj'.lfま丸この1支
，Htがヲh'a f"定しております
レーザーファンタジー・シリーズ

第二州INTERSTELLAR 

ZANGUSli、/~イオニアti

式会社、隊式会社学研の両

社の協)J令官}て、，，~ftが独自

に IIIH~したオリジナル製品で

あり、この製品にl刻する--tJJ
の術利li弊社が所{;してお

りtす。従って、ニの機械の映

像、コンピュータフ'ロク・ラムを

無断で侠i政し、またはよれに

~i似する術品として製造、販売

し、また芯t;町、似J則する等の行

為li、持11;織法、に業所有権

il;呼に紙仲11し、型事社の正当な

他利を.fx;J;:するζとになります。

つきましては、これらの行為の

ないよう光分ごi主怠を賜わると

gに、業界秩序の斜t1寺と健全

な1ê~のねに、皆係方のご理
解tご t，~力をお悔い・申し上げ

ますミ
事lJ~電機グループ
大東野容株式会社

11: J正取締役 北 光弘

よ笠

-〆担

..-、

-東京営機所

サニーレジャーシステム株式会社

東京都千代国区神田多田T2・4チダビル5F
TEL:03・254・5614FAX:03・256・3877

-販売元

株式会社フナイ

大阪市浪速区元町1-5-7難波プラザピル401
TEL:06-648-1274 FAX:06-647-5217 

-製造元

船井電機グループ大東音響株式会社

大阪府大東市中湿内7・627FUNAI ~‘ 

../ 

Ebhプポール
(tlぃポール}

Qhンプラ
(1‘いポール)

ポールに対するプレイヤーの前後位置‘スタンスlこよりポール

Oll!!ぴ方がl'lリ皐す.

| プレイヤー位櫨とスタンス |目

3 7>tワードアドレス

⑨ パックアドレス

-・
-・

-
メ
ダ
ル
、
硬
貨

(
一O
O
円
・
一
O
内
)
併
用

3
ウ
ェ
イ
タ
イ
プ

-
ス
ペ
ー
ス
も
と
ら
ず
、
収
益
性
抜
群

各
種
サ
イ
ズ
の
メ
ダ
ル
払
出
し
が
簡
単
に
選
択
設
定

で
き
る
最
新
鋭
高
速
メ
ダ
ル
貸
機
(
メ
ダ
ル
貸
出
し
四

、、.J
向
4
Up

 
o
 

--1 
償貸L

V
 

・-aeタメ

s 

$ 

-・
-・

。〆

。X
② -7ローズスタンス

① オープンスタンス

& 

•• ... 

-・

-・

-・

i クラブの選択 園
?ラプの選択とポールの飛距媛1;1..フ

ェアウェイ、ラ7等的状態によって変り

ますが、 大体次の縁に定められてい

ます.

〈クラブ> (愚大譲毘..>

IW(ドライ/(ー} … 240M 

3¥¥'(スプーン} …。 …230M 

31 (3番アイアン)…・ 180M 

5 (白書アイアン) “ 150M 

7 1 (7書アイアン) ・・・ 120M 

91 (9番アイアン}・… 9SM 

SW(サンvウエッジ} … 65M 

PW(ピッチングワェyジ)..........40M 

II?"Jーン土俗全てパターで打、草す.

クラウンズゴルフ

干 14・東京糊 大 田区.m骨 3・78 
TEL 03(7川)5201(代 自 )

〒556穴阪市jlll迎 底究町2・12-24106 

γEL 06(6・7)4455
干464名 古風情帯 。且区骨池4-'・11

TEL 052(732)2611鍋田ピル

TRADING CO・，INC.
株 式会社Z23

宇土

穴 級 官昔蝉所

ル
ー
レ
ッ
ト
の
真
髄
を
極
め
た

本
悼
情
的
全
自
動
ル
ー
レ
ッ
ト
・
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
。

-
メ
ダ
ル
慢
の
殴
置
温
曾
に
つ

eま
し
て
は
『
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
喝

週
営
畿
岨
唱
』
を
厳
守
下
さ
い
.

かわいい小鳥のフリッキー

右や左と飛びまわりテラスの

ヒヨコをつれも どせ /

おもわずニッコリ

ハッピー ビデオゲーム。

本

フE

未来のレジャーを指向する

発発総

名古 蹟営構南@ NASCO 

マ95-2459
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HER INTO UNKNDWN WDRLD 

さあljl電車開始。

-装甲のある敏をフロントエリアにキャッチすると、白いカーソルがあらわれる。

すぐにミサイルを発射せよ/

-ミサイルを発射すると、カーソルがロックされる。

ミサイルが自動的に磁を追っていく。

・編隊を組んだ敵がステージごとに数回出現する。これを機関砲で全滅すると高得点/

・§ステージの最後に出てくる般の母船。この大型機とミサイルによる一騎打ち。

大型機をやっつけると時闘がとんどん進んでいく。

TlME PILOT '84 
-装甲のない敏が次々とあらわれプレイヤーを襲ってくると、

速射型のパルカン砲で電車ちまくれ/

すると光のように走る

P 

';1¥ 

d

4
の

目

同

臨

時

制

内
1
4

，‘
副

ヲ

ρ

伽

'mw

…一

ω
G
m
M哨

即日

d
m
.
U刊

m
m
J川
忠

2
Z
M崎

山

積

H

G
X
μ
同

ω

3

8

 

社
協

会
計

式
開

株
理

ミ
軒川

ナ
需コ

刊""'" 

ザ
J 

ー惨.....， 

シ
カ
ゴ
市
の

「ゲ

l
ム
ル

l
ム
条
例
」

に
対
し
て

憲
法
違
反
の
決
定
下
る

第三種鄭便物認可

可
決
さ
れ
た
が
、
パ
リ
|
-

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト
社
は
同
市

を
相
手
ど
っ
て
同
条
例
の
施

行
停
止
を
求
め
る
予
備
的
禁

止
命
令
の
申
請
を
一ぺ
月
十
一二

H
付
で
行
な
っ
た
。
ま
ず
聴

開
会
が
同
ニ
J
l

二
日
に
開
か

れ
る
こ
と
に
な
り、

そ
れ
ま

で
施
行
が
延
期
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
さ
ら
に
問
月
十
三
H

の
決
定
ま
で
施
行
が
延
期
さ

B

し
・・。

8
7
4
2
人

シ
カ
ゴ
市
で
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
|
ム
坊
の
規
制
を
強
め
る

と
い
う

「
ゲ

l
ム
ル

i
ム
条

例
」
に
対
し
て
、
パ

リ
|

-

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
テ
ィ
ン

グ
社
の
ミ
ッ

ド
ウ
エ
ス
ト
部

門
ら
が
訴
え
を
起
し
て
い
た

が
、
例
月
十
三
日
こ
の
条
例

は
恋
法
違
反
だ
と
す
る
決
定

が
出
て

.
件
落
治
し
た
。

シ
カ
ゴ
市
の
「
ゲ

l
ム
ル

ー
ム
条
例
」
は
(
本
紙
第
邸

号
既
報
の
と
お
り
)
、
従
米

六
台
以
上
の
ゲ
ー
ム
機
を
設

置
す
る
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム

場
を
許
可
対
象
に
し
て
き
た

の
に
対
し
、
①
三
な
い
し
五

台
の
ゲ

l
ム
機
設
置
に
つ
い

て
も
許
可
制
と
し
、
し
か
も

②
学
校
、
病
院
、
教
会
の
近

辺
に
設
置
す
る
も
の
は
許
可

し
な
い
、
と
い
う
も
の
。
こ

の
条
例
は
シ
カ
ゴ
市
議
会
で

こ
う
し
て
凶
月
十
三
日
、

イ
リ
ノ
イ
州

コ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
巡
回
裁
判
所
の
リ
チ
ヤ

ー
ド

・
カ
リ

l
判
小
学
は
パ
リ

|

-
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト
社
に

有
利
な
決
定
を
下
す
に
至
っ

た
。
決
定
に
よ
る
と
、
シ
カ

ゴ
市
の

「
ゲ
|
ム
ル
ー
ム
条

例
」
は
ゲ

l
ム
場
許
可
制
の

手
続
き
に
お
い
て
暖
妹
で
あ

り
、
し
か
も
六
台
以
上
と
三

第238号

ERNATIONAL AMUSEMENT 
.鳴ら ~. . 

部z

-ah
ム
ロ
と
の
区
別
が
不
自
然

で
あ
り
、
全
体
と
し
て
シ
カ

ゴ
市
仰
い
・祭
の
脈
絡
乱
用
が
考

慮
さ
れ
る
と
し
、
憲
法
違
反

だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

事
炎
上

M
条
例
は
無
効
と
な

匂さジ

り

さ
-1
.
hムn
を
設
置
す
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
年
間

ト
ムH

当
た
り

.h
ド
ル

(ι

ハ
ム
口
以
上

な
ら
同
二
百
ド
ル
)
の
常
業

免
許
税
を
支
払
わ
ず
に
済
む

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
パ
リ
|

-
ミ
ッ
ド
ウ

エ
ス
ト
に
よ
る
法
的
手
続
き

に
は
全
米

A
M
機
テ
イ
ス
ト

リ
ビ
ュ

ー
タ
|
協
会
の

A
V

M
O
A
も
協
力
し
て
い
た
が

パ

リ

|
-
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト

と
と
も
に
こ
の
決
定
を
喜
ん

で
い
る
。
な
お
シ
カ
ゴ
市
の

こ
の
条
例
の
推
進
者
と
な

っ

た
ア
ル
ダ
!
?
ン

・
パ
ト
リ

ソ
ク

・
ヒ
ユ

|
ル
ズ
氏
は
大

の
ゲ
ー
ム
場
r

反
対
論
者
で
あ

り
、
今
回
の
決
定
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
別
途
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
|
ム
場
を
規
制
す
る
条
例

制
定
を
検
討
中
と
の
こ
と
。

ま
だ
ま
だ
争
い
は
続
く
、
と

見
ら
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ン
社
か
ら
ジ
ュ
ー
ク
部
門
を
買
い
と
り

シ

，ぇ

シ
l
パ

l
グ
と
言
え
ば
今

で
も
有
名
な
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ

ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
本
社
イ

リ
ノ
イ
州
エ
ル
ク
グ
ロ
ー
ブ
、

ゲ
イ
リ
l
-
ス
タ
ー
ン
相
長
)

は
同
社
が
所
有
し
て
き
た
シ

|
パ

l
グ

・
ジ
ュ

l
ク
ボ
ソ

ク
ス
部
門
を
売
却
し
た
。

ス
タ
ー
ン
社
は
、
シ
|
バ

l
グ
相
を
八

O
年
に
買
い
と

り
、
同
社
の

一
部
門
会
社
と

し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
売

却
訴
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
。

口
い
手
は
エ
ド

・
プ
ラ
ン
ケ

ン
ベ
ッ
ク
ラ

l
、
ニ
コ
ラ
ス
・

ヒ
ン
ド

マ
ン
両
氏
ら
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
に
は
創
設
者

J
-
p
・
シ

l
パ

l
グ
氏
の
孫
に
当
た
る

ノ
エ
ル

・
M
-
シ

i
パ
|
グ

氏
も
含
ま
れ
て

い
る
。
か
れ

ら
は
ス
タ
ー
ン
社
の
ゲ
イ
リ

l
-
ス
タ
ー
ン
社
長
と
の
話

合
い
が
ま
と
ま
っ
た
後
に
、

シ
l
パ
l
グ

・
フ
ォ
ノ
、
グ
ラ

フ
社
を
設
立
し
、
同
社
は
ス

タ
ー
ン
社
か
ら
シ
|
パ

l
グ

部
門
の
資
産
を
そ
っ
く
り
三

月
二
十
六
日
に
買
い
と
っ
た
。

こ
う
し
て
シ

l
パ
l
グ
社
は

ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ

ー
と
し
て
再
生
し
た
こ
と
に

な
る
。

同
村

へ
の
投
資
者
グ
ル
ー

プ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
シ
|

パ
|
グ

・
ジ
ュ

ー
ク
の
再
生

を
望
ん
で
お
り
、
た
だ
こ
の

目
的
の
た
め
に
投
資
し
た
も

よ
う
で
あ
る
。
ノ
エ
ル

・
シ

|
パ

i
グ
氏
は
単
に
シ

l
パ

i
グ
社
創
設
者
の
孫
に
当
た

る
だ
け
で
な
く
、
長
年

A
M

「
ア
イ
・

業
界
に
地
切
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
プ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ソ

ク
ラ

|
氏
も
三
十
年
間
こ
の
業
界

に
関
っ
て
き
て
お
り
、
う
ち

シ
|
パ

l
グ
社
に
は
二
寸
三

年
間
も
勤
め

(う
ち
四
年
間

は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
副

社
長
)
、
さ
ら
に
ヒ
ン
ド
マ

ン
氏
も
エ
ッ
ク
ス
コ
ア
社
ご

ロ
ボ

ト
L圃

平
行
し
て
各
種
改
造
キ
ッ
ト
も
発
売

米
国
ア
タ
リ
社

(本
社
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

|
ベ

イ
ル
、
ジ

L
l
ム
ズ

・
モ

i

ガ
ン
会
長
)
は
五
月
十
凶

H

付
で
、
同
社
開
発
の
業
務
用

T

V
ゲ
ー
ム
機

「
ア
イ

・
ロ

叩
ッ
ト
」
を
発
表
し
た
。

同
ゲ
ー
ム
は
同
社
が
二
年

が
か
り
で
開
発
し
た
も
の
で

独
特
の

3
D
(立
体
)
画
像

処
理
を
ベ

l
ス
に
し
た
技
術

的
に
も
新
し
い
ゲ
|
ム
機
と

さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
内
容

は
、
ジ

ョ
ー
ジ
・
オ

i
ウ
ェ

ル
の
未
来
小
説
「

1
9
8
4

年
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
不
幸
な
ロ
ボ

ッ
ト
(
だ
か
ら
「
ア
イ

(ア

ム
)
ロ
ボ
ッ
ト
」)
で
、
「
偉

大
な
兄
弟

(
ビ
ッ
グ

・
ブ
ラ

ザ
ー
)
」
と
か
れ
の
「
悪
魔

の
目

(
イ
ビ
ル

・
ア
イ
)
」

に
対
し
て
反
乱
を
起
し
、
最

終
的
に
は
イ
ビ
ル
ア
イ
を
破

壊
す
る
と

い
う
も
の
。
こ
の

イ
ビ
ル
ア
イ
は
ハ
法
〉
を
指

示
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
〈法
〉

を
破
ろ
う
と
す
る
と
プ
レ
イ

時
シ

l
パ

l
グ
社
を
所
有
し

て
き
た
)
で
勤
め
た
こ
と
が

あ
る
。
み
ん
な
シ

l
パ
l
グ

の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
好

き
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
人
気
は
低
下
す
る

F

方

で
、
こ
れ
ま
で
ス
タ
ー
ン
社

も
シ

l
パ
|
グ

・
ジ
ュ

|
ク

の
製
造
に
ほ
と
ん
ど
カ
を
入

れ
て
い
な
か
っ
た
。
往
年
の

名
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
メ
ー

カ
ー
の
名
は
す
た
れ
て
き
た
。

こ
う
し
て
新
し
い
投
資
者
グ

ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
、
シ
ー

パ
|
グ
・
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
再

生
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

新
生
な
っ
た
シ

l
パ

i
グ

社
の
社
長
に
は
フ
ラ
ン
ケ

ン

ベ
ッ
ク
ラ
|
氏
が
就
任
す
る

と
の
こ
と
で
、
同
社
で
は
早

け
れ
ば
今
夏
に
も
新
会
社
と

し
て
の
シ
|

パ

|
グ
社
製
ジ

ュ
|
ク
の
新
製
品
を
出
荷
し

た
い
と
し
て
い
る
。

ヤ
ー
を
殺
し
に
や
っ
て
く
る

と
い
、
っ
。

ゲ
ー
ム
開
始
時
の
第

一
段

階
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
絵
や
色

を
作
っ
て
究
極
的
に
作
り
た

い
未
来
社
会
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
、
ゲ
ー

ム
開
始
後
の
変
化
も
か
な
り

多

い

(
ニ
寸
二
の
プ
レ
イ
フ

ィ
ー
ル
ド
、

百
純
以
上
の
ウ

ェ
ー
ブ
が
登
場
す
る
)
と
の

こ
と
。
す
で
に
サ
ン
プ
ル
出

荷
が
米
間
て
開
始
さ
れ
、
い

い
収
益
を
あ
げ
て
い
る
、
と

同
社
コ
イ
ン
オ
プ
部
門
の
ジ“1， ROBOT" A tari's 

売
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全米ジュークボックス

少
6年間にみるその変化

ししい著

米
国

A
M
機
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
全
米
協
会

A
M
O
A
が

こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
ジ
ュ
ー
ク

ボ
ッ
ク
ス
の
営
業
ラ
イ
セ
ン

ス
料
は
上
が
る

一
方
な
の
に

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
は
ど
ん
ど

ん
減
少
し
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ

ク
ス
自
体
の
数
も
減
少
の

一

途
を
た
ど

っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

A
M
O
A
が

五
月

一
日
発
表

し
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
同
協

会
な
ら
び
に
ワ

シ
ン
ト
ン

D
C

に
あ
る
著
作
権

事
務
所
、
免
許

部
と
の
合
同
調

官
官
一
の
結
果
、
下

表
の
と
お
り
六

年
間
に
ジ
ュ

ー

ク
ボ
ッ
ク
ス
数

は
減
少
の

一
途

を
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
が
判
明

し
た
。

免許済ジ ューク

ボックスの数

オペレー

ターの数

1台当たり

ライセンス

こ
れ
は
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
際

し
、
米
国
で
は

一
台
あ
た
-り

年
額
い
く
ら
と
い
う
著
作
権

使
用
料
が
支
払
わ
れ
る
シ
ス

テ
ム
が
確
立
し
て
い
る
た
め

統
計
的
数
字
と
し
て
出
て
く

る
も
の
。
八
二
、
八
三
年
と

ジ
ン
タ

l
女
史
に
続
き

エ
イ
コ
ブ
氏
退
任

=J-有
名
人
去
り
淋
し
く
な
る
エ
キ
シ
デ
ィ
社

米
国

エ
キ
シ
デ
ィ

社

(
本

社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

|
ベ
イ
ル
、
ビ
ー
ト

・
カ
ウ

フ
マ
ン
社
長
)
の
ポ

l
ル

・

ジ
エ

イ
コ
ブ
執
行
副
社
長
が

四
月
末
に
退
職
し
た
。
こ
れ

エ
リ
ー
・
マ
ー
カ
ス
執
行
副

社
長
は
諮
っ
て
い
る
。

一
方
、
ア
タ
リ
社
で
は
こ

の
よ
う
な
新
ゲ
l
ム
の
本
体

販
売
と
は
別
に
、
改
造
用
キ

y
ト
の
販
売
に
こ
の
と
こ
ろ

カ
を
入
れ
て
き
て
い
る
。
ま

ず
「
メ
イ
ヤ
|
・

ハ
ポ
ッ
ク
」

用
改
造
キ
ッ

ト

(
こ
れ
は
同

社

「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
な
ど
を

も
と
に
改
造
で
き
る
)
、
「
ミ

ル
チ
ピ

l
ド
」
用
改
造
キ
ッ

ト

(
同
様
に
「
デ
イ
グ
ダ
グ
」

な
ど
か
ら
)
、
さ
ら
に
「
ク

は
ラ
イ
ラ

・
ジ
ン
タ
|
女
史

が
四
月
上
旬
に
退
職
し
た
(
本

紙
第
揃
号
既
報
)
の
に
続
く

も
の
で
、
同
社
は
重
役
陣
に

大
き
な
空
白
を
作
っ
た
こ
と

に
な
る
。

リ
ス
タ
ル
・

キ
ヤ
ツ
ス
ル
」

用
改
造
キ
ッ

ト
(
同
機
に
「
ミ

サ
イ
ル
・

コ
マ
ン
ド
」
な
ど

か
ら
)
と
、
次
々
改
造
キ
ッ

ト
を
発
売
、
こ
れ
ら
を
H

ア

タ
リ
・
ア
ク
シ

ョ
ン

・
キ
ッ

ト
砂
シ
リ
ー
ズ
と
名
付
け
て

い
る
。
と
く
に
最
後
の

「
ク

リ
ス
タ
ル

・
キ
ヤ
ツ
ス

ル
」

に
つ
い
て
は
、
新
フ
ィ

l
チ

ャ
ー
を
つ
け
「
べ
ン
ト
リ

l
-

ピ
ア
」
と

い
う
名
の

T

V
ゲ

ー
ム
と
し
て
展
開
中
で
あ
る
。

v 

--' 

， 

--、、
ノ

145，146 

138，701 

139.002 

136，941 

127，444 

112，817 

83，054 

ア
タ
リ
社
開
発
の
本
格
T

V
機
発
表

y
 

‘
 

4，287 

3，918. 

4，046 

3，920 

3，996 

3，988 

2，790 

S 8 

S 8 

S 8 

S 8 

$25 

$25 

$50 

1978 

1980 

1979 

1982 

1983 

1984 

1981 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
の
階
、
え
た

の
は

T
V
ゲ
l
ム
ブ
ー
ム
の

お
か
げ
で
、
そ
の
他
の
点
で

は
ラ
イ
セ
ン
ス
料
だ
け
が
増

え
続
け
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数

ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
数
と
も

か
な
り
激
し
い
落
ち
込
み
を

示
し
て
い
る
。

ポ
ー
ル

・
ジ
エ
イ
コ
ブ
氏

は
ミ
ル
ウ
ォ

|
キ
ー
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

i
会
社
で

十
二
年
間
経
験
を
積
ん
だ
後

シ
カ
ゴ
コ
イ
ン
社

(後
に
ス

タ
ー
ン
社
に
吸
収
)
に
移
り
、

さ
ら
に
全
盛
期
の
エ
キ
シ
テ

ィ
社
で
三
年
過
ご
し
、
メ
ー

ド
ウ
ズ
社
(
後
に
倒
産
)
、

ベ
ク
タ
ー
ビ
ー
ム
社

(後
に

シ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
に
吸

収
)
を
経
て
、
ユ

ニ
バ
ー
サ

ル
U
S
A
社
で
し
ば
ら
く
過

ご
し
、
八
三
年
八
月
も
と
の

エ
キ
シ
デ
ィ
社
に
戻
っ
て
き

た
。
同
氏
は
ま
だ
若
く
三
十

九
歳
。

従

っ
て
言
わ
ば
生
え

ぬ
き
の

A
M
業
界
人
の
ひ
と

り

で

あ

り

と

く

に
さ
ま
さ

ま
に
話
題
を
ふ
り
ま
い
て
き

た
こ
と
で
国
際
的
に
有
名
な

業
界
人
の
ひ
と
り
。
先
に
同

社
を
去
っ
た
ジ
ン
タ

l
女
史

も
国
際
的
な
有
名
人
だ

っ
た

だ
け
に
、
エ
キ
シ
デ
ィ
社
は

一
段
と
淋
し
く
な

っ
た
こ
と

に
な
る
。



( 18) 第三楠重1Iiíl.!~，和認可ゲームマシン第238号1984年6月15日

I~I・Z里Z;・・ ;iim='EZU!;日:":Z哩z--:;日出=哩='日iruEtc-;日:";iE==・:日;i山;::.:3iF=El可品以:ra".:出;ぷ;?=F?抗0:.U=

ゲームの

しくみと働き(II ) 

|連載第 4回E
Lt=azおおsm.2===.rz.61!日=.rt・"ぉazn，品お;ぉ，its-zhtum-Z面!?:16:1!，dぷ:;id!:;誌面!ld.:!!:iS包!:;，.That:;，.22i===:;";:!;“お2L;:f山お Z:，J!:;.，z-zk，m.;宮孟Zi--:!:;..:=函E t--;:=d，ぷ川:=ζEth.:sa--tahr-3.:でい;九2h，t:恥 fhz-z:'“おお:1:;，.2;6J

ま
ず
ダ
イ
オ
ー
ド
と
ト
ラ

~ì 5 '(1， 

A 

.)I 4 '(l 

2 4 4 

'J; ) 

~"\ 3 ，([ 

A 

l f掛j

のな数 ド
3 1) こ7:{ま
~fJ~ 、 l ま

の ??1
1、 j必と

弘j';2 f([ 

5 

• ビデオ

@) 
lla 

こ
れ
は

J
I
S

C
l
7
0
 

こ
の

ぷ 1Ji( 

2 

1
2
に
む
と
ず
く
む
の
で

川し
ゃれ
は
次
の
例
小
の
よ
う
に

制
・
行
つ
の
瓜
什
に
分
け
ら
れ
ま

物

-
L
J
U

同
一

第
1
山
一は
、

一以
別
と
し
て

叫
一心
効
屯
隊
数

一か
ん
ー
を
引

一
い
た
数
千
て

一表
わ
し
ま
す
。

一従

っ
て
作
辿

の
タ
イ
オ
l

ゲームマシン

そ
の
他
の
基
本
F

前
向
の
第
一-e
川
け
は
、

的
細
川
の
基
本
的
な
フ
リ
ッ
プ
・

フ
ロ
ッ
プ
川
路
に
つ
い
て
必

明
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
も

前
川
に
引
き
続
い
て
、
前
半

て
は
別
の
:
一
栴
判
明
の
フ
リ
ッ

プ

・
フ
ロ
ッ
プ
(
以
下

F
F

と
略
す
)
州
路
に
つ
い
て
説

明
し
て
、
後
半
て
は
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
と
ダ
イ
オ
ー
ド
の
引

心引
の
命
名
法、

mm
類、

び
カ
タ
ロ
グ
や
規
加
納
表
を
み

る
上
で
の
注
意
小
川
川
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す。

お
よ

)
 

-(
 

フ
ッ
チ

H 
L て

そ
れ
以
後
、
D
入
力
が
変

化
し
て
も

Q
出
力
は
変
化
し

ら
い
の
で
す
。
Q
山
力
が

D

入
力
と
同
じ
状
態
に
な
る
こ

と
を

ν
ロ

i
ド

(負
荷
)
の

状
態
M

と
言
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ラ
ッ
チ
は
テ

|
タ
の
保
持

(一

時
記
憶
)

阿
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す。
(2) 

J
K
・
F
F

ラ
ン
ジ
ス
タ

は
、
ニ
の
数
千
が
2
と
な
り

ま
す
c

例
外
と
し
て
つ
ォ
ト
・

ダ
イ
オ
ー
ド
や
フ
ォ
ト

・
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
は
れ
効
4
U
M
開
放

が
ー
で
す
か
、旬
、
こ
の
数
山j

(
セ
ミ
コ

と
ドぷ
.
小
さ

t
t
-

《

j

j

 

I'z
・句、，

お
3
的
、は
、
約
1
川一
いか

O

か
ー
の州場へい川崎
、
行
時
さ
れ

ま
す
c

引
1
凶
一の糾叫
んγ
か
2

以
ー
の
場
人
け
に
は
、
ニ
の
引

は、

次
の
よ
-7
d
'
U
ア
ル
フ

ァ

ベ
ッ
ト
を
一
六
が
し
て
、
Mm
刊

，
.1

.
aE
l
L

、f+
'
;
hy
p
・H
J

.べ
r
nヰ
-
lノ
ノ
ノ
[
る
・
ダ
.
べ
.
す

喝-
し
ま
す

A
H
P
N
V
-仙
川
波
ト
ラ
ン

B
h
p
N
P
紙
削
減
ト
ラ
ン

C
H
M

-一p
t
N
U
け川
川
被
ト
ラ

ン

D
H
N
P
N
此
川
波
ト
ラ
ン

F
I
S
C
H
(サ
イ
リ
ス
タ
)

H
H
m
州叫ん
U
I

(

ユ
ニ
ジ
ヤ
ン

ク
ン

ョ
ン
)
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

K
l
N
・チ
ャ
ン
ネ
ル

F
R
T

(芯
界
効
川本
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
)

川町一

あ
4
山一
は
、
む

f
機
械
土

什
一
定
会

(R
I
A
J
)
へ
の
内
川

次
の
第
1
同
は
、
ラ
ッ
チ

阿
絡
の
叶
札
円
す
と
タ
イ
ム
チ
ャ

ー
ト
て
す
。

LT=H" ロード

Q=[) 

L T = L....ホールド

小
川
川
説
明
し
ま
し
た
R
S
-

F
F
は
、
人
力
の

R
と
S
が

と
も
に

H
の
と
き
に
そ
の

動
作
が
不
定
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
不
似
を
解
消
し

た
の
が
こ
の

J
K
-
F
F
で

ホールド
ロード

ホールド
'一

ラッチ

こ
の
ラ
ッ
チ
回
路
は
、
前

同
説
明
し
ま
し
た

D
-
F
F

と
良
〈
似
て
い
ま
す
。
追
う

と
こ
ろ
は
、
D
-
F
F
の
場

人
け
は
、
ク
ロ
ッ
ク
パ
ル
ス
の

立
上
が
り
で
動
作
す
る
η

ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
エ
ッ
ジ
・ト
り
が

回
路
。
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

今
川
の
ラ
ッ
チ
は
、
L
T
入

力
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
出
力

が
変
化
す
る
こ
と
で
す
。
す

な
わ
ち

L
T
入
力
が
H
の
と

き
に
は
、
Q
山
山
カ
は

D
入
力

と
同
じ
レ
ベ
ル
に
な
り
、

L

T
入
力
が

L
の
と
き
に
は

々
ホ
ー
ル
ド

(保
持
)

u

の

状
態
に
な
っ
て
、
そ
の
也
前

の
状
態
を
保
ち
ま
す
。
そ
し

ホールド
ロ H 、ロードロー ド
ー に¥.1ホール ド

LT円

L 

図 1

一ド

明

;

t
 

H

L

 

Q 

。
す
。次

の
第
2
図
は
、

F
F
の
回
銘
記
号
と
タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト
て
す
。

J
K
・

@一一+。日刊 ザ例←③
i.:.J 1 I 0 r寸J人ナJ

-、

. 
・.

K人 )J ~ l 0 r 

UMM.
に
付
け
ら
れ
る
必
り
で

④
イ
ン
川
ッ
ト
り

ん
り
、

日
係
か
ら
始
士
勺
て

キ
ャ
リ
ヤ
の
な
だ
れ
山
川
象

い
ま
す
。

を
利
川
し
た
ダ
イ
オ
ー
ド
で

お
5
川
は
、
以
形
か
・
り
の
マ
イ
ク
ロ
波
の
川一
山
総
や
法
化

改
A
をいわ
十れ
わ
す
文
千
で
、一

m
似
然
志
ど
に
州
民
わ
れ
て
い
ま

形
に
は
付
け
ず
、
改

A
舶、
に

す
c

A
、
B
、
C
、
り
、
円
札
、
ド
、

⑤
ス
ナ
ソ
プ

・
オ
ワ

・
パ

G
、
H
、
J
お
よ
び

K
ま
で

ハ川
け
、ハ
れ
ま
す
。

以
ー
が

J
I
S
に
よ
る
ん
叩

れ
決
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別

に
お

6
川
と
し
て
、
h

込山
l

ゃ

ぶ
り
を

へ
れ
て
、
判
然
な
よ

小
を
す
る
州場へいが
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
A
、
B
、
C
、
R
、

0
、

y
aど
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
を
付
け
て
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
の
百
流

m判
中心』

一小
し
た

り
、
。
、
砂
、
⑤
な
ど
で
泊

U
V
業
川
て
あ
る
ニ
と
を
会ぶ

し
た
り
し
ま
す
む
ま
た
次
の

よ
う
な
判
記
ユ

ー
ザ
向
け

仕

阪
で
あ
る
こ
と
を
ぷ
わ
す
功

へ
い
2yめ
り
ま
す

⑪
H
N
H
K
 

M
H
M
術
パ

(小川川
川市
)

の
H
五
氾
公
付

次
に
ダ
イ
オ
ー
ド
と
ト
ラ

ン
ジ

ス
タ
の
判
断
を
み
て
お

や
ベ
コ
主
B

し
ょ
、っ
。

タ
イ
オ
ー
ド

ン
ジ
ス
タ
の
州
r
uれ
の
命
伝
法

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

は
0
に
な
り
ま
す
。

お
2
.れ
ま
、
S

6

1

J

[

 

ン
ダ
ク
タ
の
時
)

第238号

ジ
ス
タ

ジ
ス
タ

1984年6月15日

ジ
ス
タ

ジ
ス
タ

(以
下
れ
林

中

υと
絡
す
)
に
は
次
の
よ

う
な
む
の
が
あ
り
士
、す
。

①
ツ
エ
ナ

1
0

あ
る
口氏主

ヮ
た
川
不
山
汗
什
以

ー
の
.五
一忙
を
加
、
え
た
と
き
に
、

小池
流
が
突
然
的
加
す
る
よ
う

る
ダ
イ
オ
ー
ド
で
、
五
げ川，
の

安
定
化
や
ン
グ
ナ
ル
・
石
川
の

ぷ
川川
哨川
H
K

川
リ
三
児
ツ

L
J
E
r
‘

6
4
1

品川叩
・川1
H円

VLド
iH
'
'
'
'J'
'ιrV
3
a

内

J'''e
一
寸

ι

9

②一川
，
変
谷
川
(
パ
ラ
ク
タ
)

コ
ン
テ
ン
サ
の
よ
う
る
働

さ
を
す
る
タ
イ
寸

l
ド
て
、

川
淵
川
路
の
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ

ム
d
y
-
-
市
丸
わ
礼
て
J

争
点
下

;

l

i

J

J

ι

1

・

@
ト
ン
ネ
ル

D

キ
ャ
り
ヤ
の
ト
ン
ネ
ル
収

集
を
利
川
し
た
ダ
イ
オ
ー
ド

司
、

マ
イ
ク
ロ
波
の
机州統
k
u

m
--附や
特
妹
公
一一
い
党
似
総
や

山川
山
山
一
ス
イ
ソ
チ
ン
グ
川
と
し

て
佼
わ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ク
タ

Dj

e

、}

ス
テ
ソ
ブ

・
リ
カ
バ

リ

・

ダ
イ
オ
ー
ド
と
J
U
--
ハ
い
、い
氾

似
を
川川
トク
川
か
、
り
辺
ん山
川
に

か弘
、
え
た
と
き
に
党
バーす
る
山川

川
被
を
利
川
す
る
ダ
イ
オ
ー

ド
で
、
山
山
力
マ
イ
ク
ロ
被

の
先
似
ら
ど
に
仙は
わ
れ
て
い

ま
す
。

⑦
ピ
ン

D

ね
妹
パ
ラ
ク
タ

・
ダ
イ
オ

ー
ド
て
、
マ
イ
ク
ロ
波
叫
削
減

で
の
ス
イ
ッ
チ
、
土
た
は
.川叶

変
紙
抗
と
し
て
似
わ

け
叫
て
い

キヱ
1
e

@
フ
ォ
ト
。

た
五
流
現
象
を
利
川
し
た

ダ
イ
寸

l
ド
て
、

v
hの
此

佼
測
定
な
ど
多
ん
向
に
川
町
わ

れ
て

い
ま
す
む

@
八
ん
た
り

(
L
E
D
)

止
を
政
射
す
る
ダ
イ
オ
ー

ド
て
、れれ

小
川
火
山
な
ど
多
く

の
分
野
で仙は

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑪
エ

サ
キ

o

e--
〆
-a
ピ
ドtahkf
u
-
-
t
門，

ぇ
L
Hけ

f
AJ
FI
f
e
‘7
・山
内

h
1
11
d
dy
J
H

し
た
ダ
イ
オ
ー
ド
で
、
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
や
川
一
川
や
発
保
川

と
し
て
舵
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
近
て
は
次
刊
代
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
川
素
子
と
し
て
・川

U
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
は
、
次
の

よ
う
に
分
矧
さ
れ
ま
す
。

①
れ
材
料
に
よ
る
分
知

O
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

C
シ
リ

コ
ン

②
般
人

H
Mに
よ
る
山
刀
剣

O
HI
N
V
 

O
K
V
N
 

O
N
チ
ャ
ン
、
不
ル

O
ド
チ
ャ
ン
ネ
V

③
般
人
UM
パ
に
よ
る
分
組

。
山
…
似
触

、J

、ー、p

r・、
/
g
/
EJ可

。
拡
散

F
回
路

こ
の
留
め
タ
イ
ム
チ
ャ

ー

ト
の
上
段
の
佐
川
ゲ
順
に
州
路

品川作
を
説
明
し
ま
す
。

①

J
入
力
が

H
、
K
入

力
が

L
の
と
き
に
、

C
K
ク

ロ
ッ
ク
パ
ル
ス
が
入
る
と

Q

山
山
力
は

H
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を

ν
セ
ッ
ト
さ
れ
た
h

と

苦パい

ま
す
。

②

J
が

L
で
K
が

M
の

と
き

C
K
が
入
る
と

Q
は
L

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

H

リ

セ
ッ
ト
さ
れ
た
ん
と
一
行
い
ま

す
。③

J
と
K
が
と
も
に

H

で
あ
れ
ば
、
C
K
が
人
る
た

び
に
、
Q
の
状
態
が
変
わ
り

ま
す
。
こ
れ
を

u

ト
グ
ル
の

状
態

(T
・
F
F
と
川
じ
状

態
)

ν

と
一
白
い
ま
す
。

④

J
と
K
が
と
も
に

L

で
あ
れ
ば
、
C
K
が
入
っ
て

も

Q
の
状
態
は
変
わ
り
ま
せ

J

。

ノ

/

こ
の
よ
う
に

J
K
-
F
F

は
、
入
力

J
-
K
の
ト号、
ぇ
方

に
よ
っ
て
広
い
範
問
の
動
作

が
で
き
ま
す
の
で
市
販
の

F

F
州
路
の
小
て
は
放
も
口
川
械

の
多
い
も
の
で
す
。

z (3) 
F 
F マ

ス
タ
ー
・
ス
レ

l

前
雨
明
の

J
K
-
F
F
は
大

変
便
利
な
フ
リ
ッ
プ

・
フ
ロ

。LQ 1 1 

J K-F F 図 2
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吋
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0
・
中
一般
欣

0
・
ぷ
十
批
散

O
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル

O
U
似
附
泣
い
一
し
が
る
分
知

o

j
庁

刷
t

。
フ
L

|
ナ
川
上

。。
フオ

ワハ

デ |

|レ

シ イ
I Jf;'1 
Jし

JflJ 

O
M
o
s
m
 

⑤
品川品川川町
川
に
よ
る
分
飢

。。
ノ" v 
イリ
ポヮ
i ト
フ

{a) 

~~ 

)
 

(
 

(c ¥ 

&
爪

}
 

l
 

t
 

(
 

や

(e) 

や

、，I 
{
 

O
フ
ォ
ト

O
氾
削
汁
効
川
本

⑥
利
作
に
よ
る
分
刻

。
山川市
川}川

O
大
正
力

O
叫山総
h
h

。
コ
ン
ブ
リ
メ
ン
タ
リ

⑦
じ
り
レ
ベ

ル
に
よ
る
分

也
小
兵O

小一
一い
U
V
品川作

O
大
い
い
け
品
川
什

(
A
級

-
B

級

・
C
級
)

③
般
地
ん
い入
に
よ
る
分
以

O
エ
ミ
ッ
タ
按
地

。
コ
レ

ク
タ
綾
地

O
ベ
ー
ス
被
地

⑨
同
一波
数
に
よ
る
分断刷

0
ト山一
流

O
悦
川
被

0
白
川
波

。
川知
・い
川
周
波

0
マ
イ
ク
ロ
波

Q 

Q 

(a)riL!号

，JV
RH
V
RH 

C
 

y
プ
で
す
が
、
ク
ロ
ッ
ク
パ

ル
ス
の
制
が
広
す
ぎ
る
(
す

な
わ
ち
パ
ル
ス
の
時
聞
が
長

す
ぎ
る
)
と
パ
ル
ス
の
す
一下

が
り
が
こ
な
い
前
に
、
状
態
が

変
化
し
て
し
ま
っ
た

Q
と
-Q

の
値
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
て
、
パ
ル
ス
の
立
下
が
り

と
M
時
に
も
う

一
度
変
化
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
主
て
こ
の
点
を
改
衿
し

て
安
定
し
た
動
作
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
の
が
マ
ス
タ
ー
-

ス
レ
ー
ブ
式
F
F
で
す
。

次
の
釘

3
閃
は
、
マ
ス
タ

ー

-
ス
レ
ー
ブ
式

F
F
の
動

作
を
説
明
す
る
た
め
の
閃
て

す
。こ

の
凶
の

ωで
、
⑤
と
⑥

て
椛
成
さ
れ
る

F
F
を
マ
ス

タ
ー

(本一人
)
F
F
と
一
言
い

、

①
と
②
で
陥
成
さ
れ
る

F
F

を
ス
レ
ー
ブ

(奴
紋
)
F
F

と
言
い
ま
す
。
⑦
と
③
は

C

K
ク
ロ
ッ
ク
パ
ル
ス
て

一
汗

に
動
作
す
る
ゲ
ー
ト
で
す
。

入
力
J
と

K
は、

C
K
が

L

の
と
き
に
ゆ
入
さ
れ
て
、
C

K
の
立
上
が
り
で
マ
ス
タ
ー

F
F
の
⑤
と
⑥
に
送
り
込
ま

れ
て
、
そ
の
出
力
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
C
K
の
立
下

が
り
で
、
ゲ
ー
ト
③
と
④
に

送
り
込
ま
れ
て
、
ス
レ
ー
ブ

F
F
の
①
と
②
の
山
力
と
な

り、

Q
と

Q
が
決
定
さ
れ
る

の
で
す
。
従
っ
て
そ
の
と
き

の
Q
と
一0
・が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
て
も
、
す
で
に

C
K

do 

、~〆

⑪

M
m機
能
に
よ
る
分
知

O
州刑判
川
路

O
出
花
桜
川
路

O
変
制

・
似
制州
司山附

-

Z

1

1
1
1
 

0
ミ
ク
サ

M
路

。
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
阿
川町

f-fi 
次 ⑪
グ】 ノf
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5 ケ
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よ
る

(a) Iな
ジト
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|す ジ

1 I苅ス
j171で タ

す の
f代

、ゾ Jミ
ケ il(j

。
川山

内
W
川

「

AM
H
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図5

不
)
 

}
 

(
 

)
 

〉ρ
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T
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拘
引

ω

T
O
l
目
別

)

i
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lw

T
O
l
氏
附J

川

T
0
1
ω
川
'

ω
エ
ポ
キ
シ

・
モ
|
ル
ド

川
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
モ
ー

ル
ド
川
E

(

モ
ト
ロ

ー
ラ
引
)

け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
モ
ー

ル
ド
川
g
(
R
C
A
m
)

ω
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
モ
ー

ル
ド

・
ス
ト
リ
ッ
プ

・
ラ
イ

ン川
t川M

U阪
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と

ダ
イ
オ
ー
ド
を
似
う
ぬ
ん
けに
、

メ
ー
カ
の
カ
タ
ロ
グ
や
規
桁

表
弘
ど
で
特
に
い任立
す
べ
き

十
九
に
つ
い
て
み
て
お
き
ま
し

ょ‘
1

。 T
O
|
3
m
 

T
O
|
5
増
、

ま
た
は

。
ハ
川
大
規
給

スレープFFマスタ ー FF

ω 

Q 

(bll可路図

が
立
下
が
っ
た
後
で
す
か
ら

誤
動
作
の
心
配
は
な
く
な
り

ま
す
。
次
の
第
4
凶

ωは
、

C
K
ク
ロ
ッ
ク
パ
ル
ス
を
恭

港
に
し
た
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

で
、
阿
川
刷
は
呉
川
口
他
表
で
す
。

スレープにデータが入る

入力 JKを入れる

(a)タイムチャー ト

マスタ ーにデータが人る

CK〆内レス

人 )J 1J 

J K Q Q 

。。変らない

。1 。l 

1 。1 。l

1 状態変化 |

こ
の
マ
ス
タ
ー

-
ス
レ
!

フ
式

F
F
は
総
点
け
に
強
く
安

定
に
動
作
し
ま
す
。

。

ダ

イ

オ
ー
ド
と
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ

ω

さ
て
人
I

阿
も
、
こ
の
後
半

で
前
川
に
続
い
て
ダ
イ
オ
ー

ド
と
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

マスヲー ・スレーブ式FF図 3マスター・スレーブ式FFの動作図4(b)真理他袋

4
J
O

体判決
H

川
に

J

必
川
さ
れ

る
絶
刈
日
以
ト八
八
札
給

(ア
ブ

ソ

ル
ー
ト

・
マ
キ
シ
マ
ム

・
レ

ー
テ
ン
グ
)は
、そ
の
製
品
を

ど
j

HO
K
，
二
、
泡

1
三
ー
ら

4
0
r

-

b

j

ノ

g
1
・
4
司
、
A
I

・'
i

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
航
で
す
。

@
五
汗〆.ぬ
い約

そ
れ
ぞ
れ
の
川
チ
に
印
加

て
き
る
け
れ
大
屯
什
を
別
記
し

た
も
の
で
、
実
際
に
使
川
す

る
と
き
に
は
、
こ
れ
以
内
で

似
川
す
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

0
・
屯
流
山
総

作山
川
f
に
流
せ
る
け似ト八屯

流
を
川判
定
し
た
も
の
で
す
'か
、

ι
l
u.七
wm
ー
ど
こ
立
、
J

・4
っ

et
l

;

4

!

l

l

{
 

き
り
し
た
成
準
は
な
く
、
メ

ー
カ
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま

す
。

.
般
的
に
は
、
ダ
イ
オ

ー
ド
の
ん
は
正
力
的
な
制
限

いか
求
め
ら
れ
‘
ト
ラ
ン
‘
ン
ス

タ
の
方
は
川
注
に
よ
っ
て
谷

畑山
の
屯
流
が
制
限
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
五
流
定
以
引
は
主
川
的

見
地
か
ら
決
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

。
山川昨
は
定
炊い

キ
保
体
は
、
そ
の
柿
泣
か

ら出川
山岐
に
付
し
て
非
常
に
敏

感
で
あ
り
、
川
川
肢
が
いけ
川
く
る

る
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
屯
子
と
一比
孔
の
川
を

多
数
以
丸
小
し
て
お
件
午
保
体

に
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
被
九
日

山
の
役

H
が川本
た
さ
れ
な
く

な
り
、
山
小
孫
子
ん
い
ん
山
口山
の
前川川。
，U

前八ん
に
な
っ
て
、
劣
化
の
以

附
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
山

山
火
山怖
を
・γ
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。

以
上
み
て
き
ま
し
た
よ
う

に
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
や
ダ
イ

オ
ー
ド
は
、
同
川一川
作
川
や
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
作
川
な
ど
そ
れ

山川
休
多
彩
む
機
能
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、
Hk
r
w
一は

I
C
の

校
術
か
澄
ん
で
き
て
、
ほ
と

ん
ど
の
屯
イ
州
協
を
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
を
中
心
と
し
た
寸
前
司

休
業

f
だ
け
で
桃
成
し
て

I

C
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

謹

aュ
1=1 

τ 

平
素
は
格
別
の

お
引
立
を
賜
り
、

あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
新
製
品
「
V
U
L
G
U
S」(
バ
ル
ガ
ス
)

弊
社
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま

辱
く
御
礼
申
し

+品、
す
。

従

っ

こ

の

機

械

を

無

断

で

模

倣

ま

た

は

こ

れ

に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
、
製
造

・
改
造

・
販
売

・

輸
出
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
ら
の
機
械

を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
、
工
業

所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
幣
社

の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
主
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充

分
に
ご
注
意
賜
り
業
界
の
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発

展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

て
、

昭
和
五
十
九
年
四
月

大
阪
市
平
野
区
長
吉
川
辺
三
丁
目
八
番
五
十

一
号

株
式
会
社
カ
プ
コ
ン

代
表
取
締
役

辻
本
憲
三

.r、

/、

、
..r . 

• 
d昼

4睦

d監-
• 

~ 

溜
もも

も

-仕織

4・

全高150/奥行き30/横幅67(cm)

マ91-16453

もが's1>>も凶~I

rコレしかない!!J

⑥島
⑥島

①在石1こ3つのミ二ハ
ンドルがついています。

②コインを入れると玉

ガ4コ出てくるので、
それをうまくミ二ハン

ドルで頂上まで持ちあ
げるゲームです。

③当たりのポケットに
入ると楽しいカードガ

払出口からでます。-u:;:ijit、伊ん
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テラスからテラスへ飛び回りながら

し炭
基板「フ リッキー」セガ社から

ヨヒ

小山
P
J
を
、
.
よ
人
公
に
し
た
コ

ミ
カ
ル
T

V
ゲ
ー
ム
機

「フ

リ
ッ
キ
|
」
が
、
側
セ
ガ

・

エ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本

社
ド
氷
点
、
小
山
似
版
社
以
)

か
ら
-K川・

1
・
H
光
光
と

な
っ
た
。

こ
れ
は
レ
バ
ー
で
小
心

H

フ

リ
ッ
キ
l
H
を
操
作
し
て
テ

ラ
ス
に
い
る
ヒ
コ
コ
た
ち
を

家
に
連
れ
泌
す
と
い
う
ゲ
ー

ム
で
、
剛
山
は
階
Mm
状
か
ら

独
自
の
客
車
駆
動

日
邦
か
ら

定
置
型

寸
ミ
ニ

・
フ
ラ
ワ
ー
カ
ッ
プ
」

も
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~ 

J

H

M

。
作
品
川
小
に
汽
笛
と
走

行
よ
け
が
出
る
。
家
政
で
呆
れ

る
州
人
来
り
。
川
村
独
円
の

咋
作
市
駆
動
ト
ね
パ
な
の
で
、
出
r

実
業
団
チ

l
ム
を
モ
デ
ル
に

反
則
犯
せ
ば
退
場

デ

ー

タ

か

ら

D
C
で

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

第一f.R郵便物iIZ11 ( 

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附
{
上中

社
氷
点
、

一
川
川
朽
夫
社
ト
K
F

か
ら
O
C
シ
ス
テ
ム
の
T

V

ゲ
ー
ム
カ
セ
ッ
ト
ワ
ァ
イ

テ
イ
ン
ク

・
ア
イ
ス
ホ
ヴ
ケ

l
」
が
阿
川
下
旬
発
屯
と
な

っ
て
い
る

こ
れ
は
コ
ン
ヒ
ユ
|
タ
ー

に
よ
る
相
手
チ

i
ム
と
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
試
合
を
す
る

も
の
で
、
州
}
仰
は
コ
ー
ト
の

一
山
部
分
に
な
っ
て
わ
ね
り
パ
γ

ク
を
小
心
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す

'
Q
。ま

ず
レ
パ
!
と
ボ
タ
ン
で

タイトーから「ビク トリアス・ナイ ン」基板

安手、打者を拡大
ボクシングゲーム「リング・ファイター」も

• 

川
上
併
の
実
業
川

チ
ー
ム
か
E
デ
ル

甲
的
小
か

ら
.
チ
l
ム
を
巡
ぶ
と
、
州

予
チ
ー
ム
庁
内
動
的
に
決
ま

リ
d
A
N
川
始
。
八
ん
'
川
レ
バ

ー
で
カ
ー
ソ
ル
の
つ
い
た
選

予
を
燥
作
し
、

ー川
ポ
夕
、
/
を

仰
す
と
選
手
は
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
撮
り
、
矢
印
の
つ
い
た
選
手

へ
パ
ヴ
ク
を
パ
ス
す
る
。
相

手
ゴ
ー
ル
に
米
た
附
に
必
ボ

タ
ン
を
押
す
と
シ
ュ
|
ト
で

き
る
ま
た
州
千
側
に
被
っ

た
パ
ッ
ク
を
作
う
川
は
、
近

海
っ
て
「
ト
小
、
行
い
ず
れ
か

h

ハ
チ
ー
ム

T

V
貯
球
ゲ
ー
ム

「
ピ
ク

ト
リ
ア
ス

・
ナ
イ
ン
」

V
ボ
ク
シ
ン
グ
ゲ
ー
ム

ン
ク

・
フ
γ
イ
タ

l
L
が

附
タ
イ
ト
|
本
社
以
-
M

小、

J
J
1
t
k』

C

も

〉

L
l

け川
E
A
r
w叶
H
m
-
T
l
ト
、
品川・
''
I
t
s
-

・
・
ト
:
川
活
必
と
な
っ
た
。

}-

'} T 

ピ
ク
ト
リ
ア
ス

・
ナ
イ

ン
'
は
.
人
川
の
州
場
人
け
は
コ

ン
ヒ
ユ

|
タ
ー
と
、
e
-

人
川

+0
・

k
f
χ
LI
ニ
〉
、

L
て

l

j

・7
J
'
、
l
ノノ
・刀

j
T

M
昨
に
野
球
ゲ
ー
ム
を
す
る

迷
路
状
な
ど
パ
タ
ー
ン
を
追

う
ご
と
に
変
化
し
て
い
く

.
定
パ
タ
ー
ン
終
了
後
に
ボ

ー
ナ
ス
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

ウ
リ
ッ
キ
ー
は
ジ
ャ
ン
プ

も
駅
似
し
て
ヒ
ヨ
コ
を
次
々

と
捕
ま
え
、

ド
L
I
C
K
Y

と
お
ぶ
さ
れ
た
川
角
い
ん
か
{
ハ

タ
|
ン
に
よ
リ
似
置
か
災
な

る
)
の
と
ニ
ろ
へ
泌
れ
似
し

て
く
る
。
途
中
て
ネ
コ
や
汀

ム
シ
が
邪
絡
を
し
て
き
て
、

耐
(
色
は
九
純
あ
る
)
を
連

結
し
て
も
パ
ワ
ー
が
必
ち
ず

、.

司、.
司~

句、

7リッキー

ニ
れ
に
捕
ま
る
と
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
し
ま
う
が
、
ボ
タ
ン

を
川
付
し
て
テ
ラ
ス
に
泣
い
で

あ
る
納
木
鉢
や
ハ
ン
マ
ー
な

ど
を
け
飛
ば
し
て
、
そ
の
邪

魔
物
を
や

っ
つ
け
る
ニ
と
が

で
き
る
。
な
お
巡
れ
て
い
る

ヒ
ヨ
コ
が
ネ
コ
に
触
れ
る
と
、

ヒ
ヨ
コ
は
フ
リ
ッ
キ
ー
か
ら

雌
さ
れ
る
の
で
住
立
。
ヒ
ヨ

コ
を
.
伐
に
た
く
さ
ん
連
れ

民
す
と
し
品
川
刊
点
。
全
郊
の
ヒ

ヨ
コ
を
山
が
に
入
れ
る
と
一
一
ハ

タ
ー
ン
ク
リ
ア
と
な
り
、
次

の
バ
タ
l
ン
へ
と
進
み
、
テ

ラ
ス
の
配
置
、
パ
ッ
ク
の
色

彩
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
く
。

数
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
あ
る
ポ

丸
太
、

シ
ー
ソ
ー
な
ど
の
上
を

飛
移
り
ゴ

i
ル
~ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
ジ
ャ

ッ
ク
」

次
々
と
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い

さ
ゴ

i
ル
を
U
指
す
と
い
う

内
科
の
附
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
別

T

V
ゲ
!
ム
機
「
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ

・
ジ
ャ

γ

ク
」
が
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
版
必
附
(
本
社

H
N，
A
、
川
吋
け
は

H
U
レ
に
『r
L
f
〈
J

ド

・H刈
e刀

h
v
u
u
F
T
パ
I
h
-
-
e
L
、
.
4ん

ら
.h
川
月
上
旬
発
先
と
な
っ
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
走
行
が
吋
能
。

汽
問
中
と
存
率
一

向、

二
十

阿
M
M

の
レ
ー
ル
の

基
本
セ
ッ
ト
定
価

ベ
口
一
.十
万
円
。

「
ミ
ニ

・
フ
ラ

ワ
ー
カ
ッ
プ
」
は

し
〈
明
機
フ
ラ
ワ
ー

カ
ッ
フ
の
ミ
ニ
版

て
.
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
が
同
松
し
な

カ
ら

|
削
の

つ
の
カ
ッ
ブ
(
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
デ

ミ=・ 7ラワーカップ

ザ
イ
ン
)
か
辺
川
似
す
る

恥十川川
v
b
f
川刈み」伊
.
-
Aリ

h
f

、フ
aa--、げ'

l
J
2
H
U
1
5
t
a

う

ま
て
切
符
げ
能
、
作
品
川
小
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。
カ
ッ

フ
，
例
。
.
入
品
取
り
で
去
は
川

名
パ
ラ
ソ
ル
付
き
。
左
側

.‘、L
I
H
-
-
1
2

-J

i
l
l
u
V
1
J
Hド

の

)

ボ

タ

ン

を

仰

す

ド

は

タ

イ

マ

ー
制
で
、
数
千

パ
ッ
ク
オ
-
似
H

付
し
て
い
な
い

.
h
.
卜
か
ら
減
勺
て
い
き
ゼ

相

F
法
子
に

【
ボ
タ
ン
を
抑

u
に
な
れ
ば
終
f
。
九
ピ
リ

し
ス
テ
イ
ヴ
ク
を
仮
る
と
す
ド
終

f
叫
に
州
予
に
勝
勺

ラ
フ
フ
レ
イ
の
バ
則
と
に
り
、

て
い
れ
ば
次
の
ピ
リ
オ
ド
に

.
人
辺
川
3
せ
・
り
れ
る
の
て
近
み
別
の
チ
ー
ム
と
の
対
的
川

内

心

ゲ

l
ム
は
，
.
ヒ
リ
ォ
ド
な
る
か
、
れ
け
て
い
れ
ば

ド
制
で
‘
ゲ
ヴ
卜
し
た
刊
点
ゲ

l
ム
終

f

テ
l
フ
川
下
川

で附紛
れ
を
絞
う
.
ヒ
リ
オ
人
万
八

f
川

f4 
> • 
.j) 

J
U

の
で
、
校
球
州
場
耐
で
ヒ
ッ

チ
ャ
!
と
バ
ッ
タ
ー
の
泌
分

だ
け
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
フ
さ
れ

る
の
が
特
徴

卜
・
・
は
ゆ
川
の
・
7
ち山
H

・分の

球
川
ふ
決
め
て
w
A
へH
川
船

九州

-d

htニi
M 

ファ イティング ・アイ スホッケー

• 

-~ 

リンゲ ・7ァイヲー

攻
靴
下
側
は
ヒ
ッ
チ
ャ
ー
が
投

け
る
と
向
山
に
炎
・
・
小
さ
れ
る

み
い
×
印

(辿
焔
山
い
×
印

が
九
州
刊
災
・
・
小
-
の
と
ニ
ろ
へ

L

パ
ー
を
例
し
、
ポ
ー
ル
が

火
色
に
ち
っ
た
川
に
h
h
端
ボ

タ
ン
て
打
つ
と
以
・
川
の
タ
イ

ミ
ン
グ
パ
ン
ト
は
ボ
タ
ン

を
制
.
〈
押
す
泌
旦
は
広
い
れ

か
い
る
ベ
ー
ス
の
ボ
タ
ン
を
、

対
氾
は
左
端
ボ
タ
ン
を
押
す。

守
備
の
場
介
は
し
パ

i
で
校

球
コ

l
ス
を
決
め
、
州
ド仰の

ス
ピ
ー
ド
表
示
が
:
・回
ト上
下

す
る
問
に
球
質
(
凶
椛
類
)

ボ
タ
ン
で
段
球
。
打
た
れ
る

と
内
野
手
は
円
動
的
に
楠
山
ゆ

す
る
か
‘
外
山
川
下
は
カ
ー
ソ

ル
表
示
の
巡
子
を
山
制
作
し
ボ

タ
ン
て
仙
球
、
送
球
を
す
る
。

ニ
の
ほ
か
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ヤ

y

チ
‘
パ
ソ
タ
ー
ま
た
は
ビ

Y

チ
ャ
ー
の
交
代
、
ヒ
ッ
ト

エ
ン
ド
ラ
ン
、
パ
ン
ト
エ
ン

ピクトリアス・ナイン句、.句、
句、

こ
れ
は
勿
ジ
ヤ
ツ
ク
々
を

傑
作
し
九
ト
仇
や
シ
ー
ソ
ー
の

ト
い
を
ジ
ャ
ン
フ
で
終
び
絡
っ

て
い
き
.
で
さ
る
だ
け
U
1
〈

ゴ
i
ル

(州
出
川
れ
し
し
部
)
に

到
述
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、

ゲ
ー
ム
中
に
.
定
条
件
で
エ

キ
ス
ト
ラ
ゲ

l
ム
や
ボ
ー
ナ

ス
ゲ

l
ム
が
で
さ
る
こ
と
が

Lr
β
J
ι
1

。

仏
1
1'
制

G
H途

小
で
邪
魔
を
す
る
サ
ル

は
、
サ
ル
が
来
っ
て
い
る
九

太
や
シ
ー
ソ
ー
上
に
飛
び
乗

る
と
や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
飛
ん
で
く
る
サ
ル
に
対

し
て
は
ジ
ャ
ン
プ
す
れ
ば
よ

い
。
ま
た
ワ
ニ
、
償
火
山
、

ピ
ラ
ニ
ヤ
、

ハ
ゲ
タ
カ
、
+
し

ー
ナ
ス
シ
ー
ン
は
、
ネ
コ
が

シ
ー
ソ
ー
て
飛
ば
す
ヒ
ヨ
コ

を
網
で
受
取
っ
て
い
く
も
の
。

フ
リ
ヴ
キ
ー
が
二
川
ア
ウ
ト

で
ゲ

i
ム
終
了
だ
が
、
.
定

得
点
以
上
で
フ
リ
ッ
キ
i
一

羽
が
追
加
さ
れ
る
。
茶
ぃ
似
販

売
の
み
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
価

格
十
五
万
三
.千
円
。

人
の
校
げ
る
ヤ
り
に
は
当
た

ら
な
い
よ
う
注
立
。
色
逃
い

の
九
ト
A

や
シ
ー
ソ
ー
に
来
る

と
エ
キ
ス
ト
ラ
ゲ
ー
ム
と
な

り
、
ジ
ヤ

y

ク
の
附
，
f
を
操

作
し
文
字
E
X
T
R
A
や
サ

ク
ラ
ン
ポ
な
ど
を
取
っ
て
い

く
こ
の
時
ド
ク
ロ
に
触
れ

る
と
川
ゲ

l
ム
は
終
了
す
る

が
、
サ
ク
ラ
ン
ポ
を
州
つ
取

る
と
さ
ら
に
ボ
ー
ナ
ス
ゲ
ー

ム
(
ゴ

l
ル
到
ぷ
時
に
も
で

き
る
)
と
な
る
な
お
む
什
パ

タ
ー
ン
で
持
ち
点
が
設
定
さ

れ
時
間
と
と
も
に
減
点
さ
れ
、

な
く
な
れ
ば
ア
ウ
ト
だ
が
、

ゴ
ー
ル
時
に
残
っ
た
点
数
は

ボ
ー
ナ
ス
得
点
。
二
人
ア
ウ

ト
で
ゲ
ー
ム
終

7
だ
が
、
前

記
五
文
字
を
取
れ
ば

.
人

m

や
さ
れ
る
。
恭
板
販
先
の
み

で
O
P
価
格
十
五
万
三
下
問。

な
お
「
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
ド
」

か
ら
の

R
O
M交
換
も
可
能

、... ・、

ド
ラ
ン
な
ど
し
駅
伎
で
き
る

.
イ
ニ
ン
グ
終
了
時
に
勝
っ

か
川
山
…
の
均
へ
い
は
次
イ
ニ
ン

グ
へ
進
み
、
れ
け
て
い
れ
ば

ゲ
|
ム
終
了

ζ

.

.

 

人
川
で
勝

て
ば
次
イ
ニ
ン
グ
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
か
州

F
と
な
る

法
似
キ
ッ
ト
版
必
の
み
て
ん
ど

阿
川
・

.av
a.
ドソ
H

リ

1

61
 

「
リ
ン
グ

・
フ
γ
イ
タ
l
L

は
八
打
向
レ
パ

l
て
ボ
ク
サ

ー
を
操
作
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
ボ
ク
サ
ー
(
阿
人
)

と
闘
う
も
の
で
、
パ
ン
チ
は

ス
ト
レ
ー
ト
と
ア
ッ
ハ
|
カ

γ

ト

(
い
ず
れ
も
ボ
タ

ン
を

仰
す
)
の
二
椅
矧
を
駆
使
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
州
予
々
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
(
同
前
卜
部
)

と
ダ
メ
ー
ジ
仰
は
(
州
向
下
部
)

か
そ
れ
ぞ
れ
表
ぶ
さ
れ
、
そ

の
段
へ
H

を
H
凡
な
か
ら
4
A
A
H

を

進
め
る
.
人
の
州
予
と
.
.
.

ラ
ウ
ン
ト
{
.
ラ
ウ
ン
ド
.

分
間
)
闘
う
が
、
そ
の
川
に

ノ
ヴ
ク
ア
ウ
ト
4
れ
ば
次
の

刺
子
(
た
ん
た
ん
強
く
な
る
)

と
付
戦
逆
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
ゲ
ー

ム
終
了
な
お
ラ
ウ
ン
ド
と

ラ
ウ
ン
ド
の
問
の
休
忽
で
コ

ー
ナ
ー
に
.
民
り
、
汗
を
ふ
く

な
ど
の
コ
ミ
カ
ル
な
州
場
耐
も

あ
る
こ
の
休
惣
時
と
相
手

を
ノ
γ

ク
ア
ウ
ト
し
た
時
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
柄
や
さ
れ
る
。

法
似
キ
ッ
ト
版
光
の
み
で
定

悩

a-
十
一

M
円
。

乳
母
車
押
す
イ
ヌ

日
興
精
機
か
ら

「
お

8
ん
ぽ
ワ
ン
チ
ャ
ン
」

山信仰

mu'泌
物
山
川
寸
・
ド
ね
さ
ん

は
ワ
ン
チ
ャ
ン
」
か
、
日
飢
ハ

川
機
側

E
K
中
日
ト
ハ
似
附
払
い
M
m

t
i
l
t
-

-

c

'

 

t
川

A
M
i-
川
和
‘
r
ilレ
ム

M

・ト・
1

発
必
と
な
っ
て
い
る

こ
れ
は
い亦
い
チ
ョ
ッ
キ
を

消
て
ベ
レ

l
附
を
か
ぶ
っ
た

れ人
が
ベ
ヒ
ー
ヵ
ー
を
押
し
て

い
る

M
fを
コ
=
、
ヵ
ル
に
デ

ザ
イ
ン
化
し
た
来
物
機
て
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
花
制
の
模
桜

の
人
っ
た
ピ
ン
ク
が
ぶ
調
の

配
色
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
も
の、

助
き
は
犬
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
が

市
・

二
川
後
任
-

i
l
-
-

j

 

と
ん
ぶ
へ
の
ロ

ー
リ
ン
グ
を
行

な
う
ら
め
て
、

作
品
川
叫
川
は
.

、f
・.
卜

ιt
h、

ノ
J

g

小

'

a'

山
の
れ
品
メ
υ

デ
ィ
|
い
也

ι
s
k

，ム、
M
，
出
叫

..•

• 
，

1
4
'
f
'
μ
'

h

n

 

さ
れ
て
い
れ
リ
、
品
取
す
作
が
川町さ

な
ボ
タ
ン
を
押
し
て
泌
山
で

5
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

.

.
人
来
り
川
社
で
は

J
I

社
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

の
給
米
て
は
好
成
総
を
収
め

た
む
の
」
と
し
て
い
る
。
定

価

L
1
l
M
H，

i

d

--

株式会社
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*前面の出っ狼る面が

15-少ない

合基板取り付けによっ

てボタンが図るニと

はありません

女ジョイスティ ックの

マイクロ部介lま差込

み方法採用

CT-9、LS-9

5庭用考案出願中

ミツ

Z 

カCT-9専用僅体ハーネス有り

511， N， 

ヰモ

CT-9， 

ジャンピンダ・ ジャッ ク

• 1牧のJA証で1-5コイ ン1クレジット{草たは2ク

レジ yト)& 1 :Jイン1-5クレジットでき ます

・ 2 インセレクターを 2個同時に使用で~~寸.

(例 1)100円2ゲーム+501'l 1ゲーム
{例2) 50円2ゲーム+301司lゲーム

暗殺械の停止率が半減して売上アップ

・コイン連続投入時も、リエアメモリ"回路により

"ノン・ミス".

e; .. lJ~S・直唖ヨ=・
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“スナイパー:チェンジャー"シリ四ズは全て電源投入時・高圧ノイズ等の誤動作防止回路内蔵
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-不正紡止観能y
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トラブル時にブザー及tI'Aビーカー嘗級官で外鶴

へ異常を知らせ草す.さらに、 スピーカー音11菅

総可変ですので対象徴の鍛別が可能とな円ます・
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平
素
は
格
別
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
売
し
ま
し
た

「
ワ
イ
リ

l
タ

ワ
|
」

(
W
I
L
Y
T
O
W
E
R
〉

は

、

弊

社

独

自
の
研
究
開
発
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、

こ
の
製
品
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し

て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
す
る

製
品
を
製
造
、
販
売
、
輸
出
、
及
び
こ
れ
ら
の
製
品

を
使
用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
、
弊
社
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

行
為

の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序

の
維
持
、
健
全
な
発
展
の
為
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
四
月

厚
く
お
礼
申

大

府
松
原
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平
索
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
リ
、
与
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
表
い
た
し
ま
し
た
新
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
「
タ

イ

ム
パ
イ
ロ
ッ
ト
別
」
は
、
当
社
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
リ
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
、

こ
れ
に
類
似
す

る
商
品
の
製
造

・
販
売

・
広
告

・
輸
出
お
よ
び
こ
の
機
械
を
使
用

し
て
営
業
す
る
行
為
は
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
、

著
作
権
法
等
に
抵
触
し
当
社
の
諸
権
利
を
侵
す
と
と
も
に
当
業
界

の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
を
害
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

つ
主
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
な
ご
配
抱

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
万
一

、
違
反
行
為
が
あ

っ
た
場
合
、

当
社
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
械
じ
、
断
固
た
る
態
度
で
臨
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
『
-
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
六
月

コ
ナ
ミ
株
式
会
社



る
の
で
あ
る
。

愛
乃
家
と
い
う
の
は
そ
の

請
感
だ
け
で
み
て
も
厭
ら
し

さ
に
み
ち
み
ち
て
い
る
も
の

だ
が
、
分
り
日
制
〈
行
え
ば
、

本
を
竹
荒
日
間
の
よ
う
に
取
り

扱
う
人
た
ち
で
あ
る
。

協
自
帆
引
が
川
灯
き
で
そ
の
本
を

口
・
?
と
か
、
そ
の
本
の
内
容

が
当
日
山
必
要
と
す
る
知
議
と

か
技
術
に
絡
ん
で
い
る
の
で

本
を
買
う
と
か
で
は
な
く
て

そ
の
本
を
今
口
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
後
で
は
手
に
入
り
に

く
く
な
る
と
か
、
も
っ
と
大

き
い
理
由
と
し
て
は
後
で
手

に
入
る
と
し
て
も
そ
の
木
の

値
段
が
法
外
に
高
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
ら
山
山
さ
れ

た
時
の
偵
段
で
貿
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
凱
を
す
る
。

あ
る
い
は
、
白
分
が
安
い

側
約
で
乎
に
入
れ
た
限
定
版

を
多
く
の
人
が
探
し
て
い
る

の
を
知
る
こ
と
か
ら
く
る
奇

妙
な
快
感
を
味
わ
い
た
い
。

自
分
が
持
っ
て
い
る
本
に

法
外
に
向
い
価
怖
が
つ
い
て

い
る
の
を
知
リ
、
件
を
し
た

よ
う
な
得
立
な
気
持
、
そ
う

い
う
著
者
と
か
本
の
内
容
以

外
の
も
』
と
が
愛
比
u
家
が
K
併
を

由
民
、
ヲ
動
機
で
あ
る
よ
う
だ
。

Y
舎
一紛
の
本
た
ち
は
、
他

の
限
定
本
目
的
の
出
版
社
の

本
と
ち
が
っ
て
、
ま
ず
著
者

が
よ
か
っ
た
、
ま
た
そ
の
内

容
も
す
ぐ
れ
て
い
た
、
そ
こ

へ
も
っ
て
き
て
社
主
が

い
い

感
覚
の
持
、
五
で
は
っ
と
す
る

よ
う
な
凝
っ
た
裟
械
の
本
が

出
さ
れ
た
か
ら
本
の
世
界
で

は
前
代
ぷ
附
で
あ
る
が
、
日

本
経
済
新
聞
に

Y
汚
凶
の
本

は
妹
よ
り
む
ら
っ
と
硲
実
で

行
利
な
投
資
と
し
て
そ
の
投

資
制
淡
の
犯
が
の
小
で
取
り

級
わ
れ
た
リ
し
た
。

そ
の

yunHM
の
社
主

Y
さ

ん
か
ら
屯
品
が
あ
っ
た
。

「
米
月
、
村
上
必
樹
の
・
ぶ
・

を
出
し
ま
す
」

瑚
向
参
身
代
H

と
段
近
出
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
新
冷
と
文
郎
し

か
れ

い
て
い
な
い
の
で
、
開
仰

心
の
大
州
れ
れ
川
町

へ
行
き
棚
を

探
す
の
だ
が
、
な
か
な
か
そ

れ
ら
し
い
本
が
は
勺
ら
な
い

の
で
山
以
に
品
い
て
み
る
と

Y
A
.Mを
知
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
も
い
撚
聞
か
ら
ぬ
'
』
と
だ

と
お
も
い
そ
の
山
以
が
調
べ

て
く
る
の
を
待
つ
。
結
局
は

そ
の
大
烈
引
い応
は

Y
許
.
紛
と

取
引
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
ト~。

(22) 
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d
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d
グ

更
に
数

H
後、

意
を
決
し

て
と
い
う
と
オ
ー
バ
ー
に
な

る
の
だ
が
、
地
図
で
調
べ
た

り
し
て
そ
の
出
版
社
を
訪
ね

て
ゆ
く
。

垣
似
に
阿
ま
れ
た
、

ご
く

山品
川
通
の
住
宅
で
あ
る
。

応
待
に
山
て
来
ら
れ
た
女

性
の
一
言
で
は
、

Y
押
印
の
社

民
は

O
証
券
に
動
務
中
で
H
竹
.

川
は
向
刊
守
と
の
こ
と
で
あ
っ

，。
寸
人

MAX' SERVICE CORP. 

あらゆるゲーム用品の

1<ーツ・工具は
マックスサービスへ

も

ゲームマシン

貫
通

中け
だ
る
い
ス
ピ
ー
カ
ー
の

氏
か
附
ニ
え
て
く
る

日
山
川
を
姶
う
よ
う
に
ひ
と
つ

ず
つ

山
払
た
ち
は
只
を
紛
い
弘
め

孟
Vニ

れ
は
さ
く
ら
貝

こ
れ
は
限
り

f
良

そ
し
て
ニ
れ
は
ロ
シ
ナ
ン

テ
の
蹄
鉄

ポ
ケ
ッ
ト
を
思
い
山
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て

な
た
ち
は
川
途
に
つ
く

パ
ス
は
ま
だ
こ
な
い

は
訂
版
古
川仰
の
少
年
時
代
を

上
肥
で
幻
に
み
て

い
る
。

たん
公
な
少
年
で
あ
っ
た
・
』

と
だ
け
は
舷
か
た

ニ
こ
は
こ
ん
な
に

H
が
明

る
い

『北
の
仰
』
は
こ
の
出
版

社
の
処
女
山
版
物
て
あ
り
、

Y
M什
叫
は
そ
の
後
愛
読
者
で

は
な
く
て
愛
叫
ん
水
と
い
う
人

仙
の
存
布
を
後
に
こ
こ
の
社

主
か
ら
聞
い

て
私
は
は
じ
め

て
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が

そ
の
全
川
に
遍
在
し
て
い
る

愛
議
ん
か
と
い
う
人
位
、
所
謂

川灯い
や
家
を
4vu
ら
す
限
定
本
を

次
次
と
発
行
し
た
。

い
ち
ば
ん
慌
て
た
の
が
神

間
の
古
詩
的
で
、
出
版
で
飯

を
食
わ
な
い
人
が
悠
悠
と
マ

イ
ペ

ー

ス
で
自
分
の
好
き
な

作
家
の
本
を
自
分
の
M

灯
み
の

袋
帆
で
好
き
な
叫
に
そ
れ
も

ご
く
少
部
数
例
の
予
告
も
な

し
に
山
す
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
そ
の
僻
地
に
あ
る
山
山

版
悦
と
な
か
な
か
泌
総
は
と

れ
ず
‘
そ
う
か
と
い
っ
て
卜
白

川
山
は
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
数

の
愛
川
家
と
い
う
併
妙
な
人

純
を
そ
の
顧
庁
内
と
し
て
か
か

え
て
い
る
し
、

顧
客
か
ら
は

せ
っ
つ
か
れ
る
の
で
苛
苛
す

吋'

当
世
風
徒
然
草

⑪

点5t望ト
ユー イ

光
る
山
間

ね
た
ち
が
述
販
が
ち
に
で

は
あ
る
が
噌
り
だ
し
、
今
ま

で
は
か
っ
き
り
と
寒
色
に
冴

え
わ
た
っ
て
い
た
キ
が
兵
珠

隊
員
色
に
初
ん
で
く
る
。

そ
し
て
木
の
芽
も
膨
み
を

ま
し
て
く
る
頃
、
大
同
信
の

詩
集
を
読
み
な
が
ら
大
岡
信

の
生
れ
育
っ
た
地
を
見
た
い

と
い
う
衝
動
に
突
然
駆
ら
れ

た
。
そ
の
ま
ま
早
速
汽
事
に

と
び
来
っ
て
一一
.
烏
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

ま
だ
:
Jぬ
へ
行
こ
う
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
持
つ
作
家

が
派
下
に
内
死
を
す
る
よ
リ

も
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

:
・
ぬ
の
駅
前
に
は
大
き
な

仰
が
数
本
鈍
え
た
っ
て
い
る

だ
け
で
駅
前
に
は
広
場
む
な

く
そ
こ
ら
あ
た
り
は
あ
く
ま

で
も
閑
静
な
件
い
で
あ
っ
た
。

詩
集
『
冬
の
旅

・
そ
の
他

の
旅
』
を
み
る
と
、
郷
原
宏

;
l
E
i
-
--

I
M--印
叫
に

修
山
由
背
寺
か
ら
パ
ス
に
来

っ

てサ
ル
ビ
ア
の
峠
を
峰
、
え
る

レ乙総
本
林
の
む
、
で
っ
か
ら

い
き
な
り
海
が
立
ち
あ
が

パ
ス
セ
ン
タ
ー
の
日
た
ま

り
で

私
は
不
意
に
立
ち
く
ら
み

食
べ
た
物
を
も
ど
し
そ
う

に
な
る

そ
れ
は
あ
な
が
ち
采
物
僻

い
の
せ
い
で
む

強
い
般
の
香
リ

の
せ
い
で

ヲハ
V晩

い

秋
の
日
を
あ
び
て

海
は

一u
絞
め
銀
紙
だ

そ
の
へ
り
に
「
魚
の
よ
う
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L
な
い

過
ぎ
去

っ
た
日
が
二
度
と

も
ど
っ
て
こ
な
い
ニ
と
を

こ
の
海
が
速
く
シ
ベ
リ
ア

に
つ
つ
い
て
い
る
こ
と
を

不
ぷ
に
思
い
山
し
た
せ
い

な
め
た

自
私
た
ち
の
い
山
犯
に
く
ら
べ

てニ
の
川
の
け
は
明
る
す
さ

孟
U
V

Y
K
H
Jmを
は
じ
め
て
訪
ね

た
時

L
、
今
ま
で
の
肌
を
刺

す
よ
う
な
匁
さ
が
叫
ん
だ
あ

る
円
十
符
の
円
で
あ
る
。

A
F
ま
て
附
い
た
・
』
と
が
な

い
山
版
社
が
新
聞
の
広
作
に

『
北
の
岬
』
|
|
比
邦
生

|

ー
を
載
せ
て
い
た
の
て
数
日

間
気
掛
り
に
は
し
て
い
た
め

た
が
野
山林
刑
に
お
わ
れ
て
本

um
に
行
く
こ
と
も
山
山市水
な
か

っ
た
。

式。小
さ
な
町
が
は
リ

つ
い
て

い
'hv

上
巴

こ
こ
で
あ
な
た
は
中
れ

六
歳
ま
で
を
過
ご
し
た

そ
の
家
が
ど
ニ
に
あ
っ
た
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第-:1兎郷(iI!物総"fゲームマシン

ドとアクションに満ちた試合運び/

・激戦につぐ激戦で、パワ一昨裂//

そして一一一一ボディチェ ックで何かが起こる!?

別企画:チャンピオンベースボールの基板を使用し疋
オリジナルニューゲームを現在開発中です。

TJß~~~電子株式会社

ヅ
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同巴

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

liij 機種名(メーカー名)
(111 MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATING) 

。
2

@

4

@

6

7

0

@

 

ピクト リアス ・ナイン(タイトー)
Vlctorious Nine (Taito) ....................................... 8.00 

VSシステム ベースポール(任天堂)
VS. System Baseball (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.88

リング ・ファイ ター(タイトー)
Rlng Flghter (Taito) ... ... ........ ... ... ........ ... ...... '" ... "7.50 

ギャフラス(ナムコ)
Gaplus (Namco) .. ..... ... ... ... ... ..... ... ........... ... ... ....6.81 

パjレガス(カプコン)
Vulgus (Capcom) ............................................. 6.80 

VSシステム テニス(任天堂)
VS. System Tennis (Nintendo) ・………一.• . .…・・………6.05

2 

3 

4 ジャンゴウナイト(日本物産)
Jangou Night骨 (Nichibutsu) ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・υ ・・・・・..5.75 

人・，fll伐 (データ イースト)
The Grand Sumo (Data East) .................................5.50 

THE  Jill励会(タイトー)
The Undoukai (Talto) .......……………一一.. . • . . • . . • . . • . . • 5 . 29 

花あわせ(セタ企画)
Hana Awase伶 (Seta) ..........................................4.67 ⑪ 50 

⑪ 

9 
ギャラガ(ナムコ)
Galaga (Namco) ................................................ 4.60 

サイオン (セイプ屯子 )
34 

SClon (Seibu)………………ー…………………ー……"4.60

エクセリオン(ジャレコ)
Exenon (Jaleco) ................................................4.58 13 12 

ゼビウス(ナムコ)
Xevious (Namco)...……………・・……一.• . . • . .一………ー4.50

ポンジャッ ク(テーカン)
Bomb Jack (Tehkan) ..........................................4.50 

14 10 

14 6 

⑪ 

17 

18 7 

チャンピオン ・ベースポール パート II (アルファ'必イ.) 
19 Champion Baseball Pa門 II(Alpha) ........................4.43 

サーカスチャーリー(コナミ)
Circus Charlie (Konami) ・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.41

5 

ザビガ(データイース 卜)
Zaviga (Data East) ..一一一……・一………・・・・・........4.33 

マ リオブラザーズ(任天堂)
Mano Bros. (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . • . . • . . • . . • . . . 4 . 31 

ジェネシス(テψータイース 卜)
Genesis (Data East)…………………ー………ー………"4.29

パーディーキング 2 (タイトー)
Blrdle Klng 2 (T8Ito) .................. ..... ...... .............4.25 

ファイテイング アイスホ ッケー (データイースト )
Fighung Ice Hockey (Data East)・・一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 17 

v S 10ヤードファイト(アイレム)
VS. 10-Yard Fight (Irem) ....................................4.14 

ジャントツ(サンリツ)
Jantotsu‘(Sanritsu) ・・・・・ー…………・・…………ー……'4.10

ジャンピング ・ジャック(ユニバーサル)
Jumping Jack {Universal)...... ... .............................4.00 

19 18 

20 10 

21 8 

@ 

23 15 

24 20 

@ 

• The Trad巾onalJapanese Games 

評価

(RATING) 

側室ロヶーンロンの1~臨機抑~売上けと人気I~から見たランク付けで、各;tへレーターの判断
によるテ-7HU十、その平均他を示したむの 数字の窓味(:10 二れ以上ない爆発的な人気

と売上け、 9:す(Jらし い人気と売上付、 S 大変いい人気と発よ(f、7 いい人気と宛よ旬、

6・よめいい人気と先よけ、 5:平均的なむの、4 平均以下(以下省略}

臼E ，ne司S

アップライト、コックピット型TVゲーム機
IUPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名(メーカー名) ‘ J 

MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATING)l
i
 

''
il
 

-l
i
 

-

-

2 

H 

【 ~.，

【r;J

【[:)

【 ~)

10 

w 

サンダーストーム(データイ ースト )
Thunder Storm (Data East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8.13 

パンチアウト (任天堂)
Punch-Out (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.32

T X-l (辰巳電チ)

2 

3 TX-l (Tazmi) ...................................................6.70 

7 
ポールポジション II (ナムコ)
Pole POSltlon n (Namco) .................................... 5.62 

スターウォーズ (アタリ )
Star Wars (Atari)・・ー…一-一一-一……………・・・・・.• • . • . .一..5.55 

8 チュープパニック(日本物産)
T ube Panic (Nichibutsu) ....................................... 5.33 

マッハス リー (;タイトー)
M.A.C.H.3 (Taito).............................................4.73 

ウルトラク イズ (タイ トー)
12 Ultla Ouiz (Taito) ................................................4.13 

6 

5 

インターステラー(フナイ)
13 Inter Stellar (Funai)…・・…・・・・・・・・.. • . . • . . .…….. .……・・・・・3.75

スタープレイザー(セガ杜)
Starblazer (Sega)・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ....... 3.67 

レーザーグランプリ (タイト ー)
13 Laser Grand Prix (T aito) ....................................... 3.65 

9 

モナコグランプリ (セガ社)
Monaco G. P (Sega) ..........................................3.33 

4 ポールポジション (ナムコ )
Pole Position (Namco) ....................................... 3 . 33 

12 11 

ズーム 909(セガ社)
15 

Zoom 909 (Sega) .………ー…一-一……・・・・・・・・・一-一-…'2.67

頭の体操 ノマート II (ユニエンター)
16 Atama No Taisou Part II (Unienter) ........................2.67 

フリ ツノ〈ー (FLlPPERS)

ファイアーバワーII (ウィリアムズ)
Fire Power II (Williams) ..........................・・・・・・・・・・・・・6.20

4 アマゾンハント(コeツトリーブ)
Amazon Hunt (Gottlieb) …・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・….• • . . • . . • . . 5 . 33 

ローヤルフラッシュ oX (コヘy トリーブ)
Royal Flash DX (Goロlieb) ・………・・…・・・……ー・ー・一 ..• 4.50 

ファイアーノマワー(ウィリアムズ)
Fire Power (Williams)一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 

スピリ ット (コe-y トリープ)
Spirit (Gottlieb) ................................................ 4.33 

1 
ぜ

刊は

@

@

ー

@

3

@

5

2 

6 

3 

調査ご鎗カJ吉 (順不問)

ルナパー7 (点点 新宿)、ロサ ・ゲームランド ()証言f-池袋)、ジョイプラザ21(J;(r.U・新京桜}、タ

イト スベシャル(大阪・悔附)=紛タイトー ; J & B (東京・神Is)、UF 0 (JI(j;l.鴬谷}、セガ

センター ・ニュー 光 (大阪 ・心弱fi脅)、モンテカルロ iL命 (l;(IfII ・ ~tI正)~ (!拍セガ ・エンタープラ イ

ゼス; ゲームスペース ・ミライヤ(東京 .li1iIs)、プレイ シティキャロッ トflilfllo'i(Jl，( J;I・剥i1l1)、ビ

ッグキャ ロ yト新俗的(東点 ・新4告)、なんばシティビ ッグキャロ yト(大似 ・鰍i血)=(附ナムコ . ゲ

ームファンタジア ・シグマ(Jl，(京 ・渋谷)、ゲーム7アンタジア ・イズ ミ(JlOI(・新制).ゲームファン

タジア ・スーハ一 日 l~t J~( ・ 池袋) =1附シグ'7， ゲームスポッ ト・チェスター(大出4・4古iI LI )、アノニ

ティハ-7・り/Hlliijl，li (大|坂 ・千日前)=(附アポロ ; カーニパルプラザ(JI( J;¥ . lJH;oIJ =(仰エスコ

H ~J ; ワール ドゲーム ・ミヤコ。(東京 ・持rli:1)=時制収点キャピ才一ト; ゲームプラザ シルピア(JI( 
J;¥ . lJWi)叫ωJl，(，江マルサン; 名鉄レジヤソク(名前鼠 ・駅前)=(W水野iflj会 ; ビデオイン ・キャ y

スル(小(t.申(IIiJ)=(jl)太平会館 . ビデオイン ・マツヤ (京町11・今tl¥lIl)=側1~4m閥会 ; 11JiEゲーム

センター(大阪 ・11iS)=準興業(111。

、d
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25新日本企画
SNK ELECTRO附CSCORP. 

司副，

POINTING GAME 

CAPCO乱f

8方向レバーと発射ボタン2つで操作する。発射ボタン2つのうち1
つはツイン遼射砲発射で主にこれで対戦する。もう 1つのボタンでキ
ャノン砲を発射でき、このキャノン砲は敵機をぶち扱き、数機まとめ
て破喫する事が可能である。しかし弾に限りがあり、〈画面白下に表示〉
それを地上に現れるrpOWJという信号を取る事により補給できる。
大型の敵に対しでは、ツイン連射砲数発による破壊と、キャノン砲1
発による破壊の2通りの方法がある。この2つのボタンの使い方がス
コアーを大きく蛮える。この他にも得点U Pの方法が多数入って、今
までのシューティングゲームとは一味違う“ポインティングゲーム"と
なった.

" ， -. t a.、，....-. 
• .; J; ":~. 、 Æ・

，、f.，J，p，、

J‘"・"J 

SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
SNK CORPORATION 
1'45. HIGASHI MIKUNI 6.CHOME. YODOCI.IWA.KU. OSAKA. JAPAN 
PHONE : OSAKA (06) 396.1621 TELEX・!l236785 

，.. 

子の時代

スパンスプリング

投入口

電子の目
(瞬時にしてlKM)
完唆に見分けます.

返却レバー

返却ロ

810・E

_Y1i:終戦ねえが1~1"
~\/クヲ-~

官~:\"，\1-枇手止のメ1J~げ-<'1 ~V

謹
製造販売し、ま疋』革、 型車入使用し疋也に均して1<>

.I:l!2出願に係る発事事警察11出録公告され疋跨C，) .. 

C墨づく碍償金を制求し、ま定涯に霊づさ(J!:悶t

i重しJ.tめられることにも砂りま曹のでかかるつピ

ー畠の購入使用をほさらぬよう嘗告放し品司.

昭初57ll.7同

代表取締役安部 毘

主主
Eコ

窃1Q，宇11自由鳴争保守眠時わり腕lこめりがとうござ

い誹軍.lint!レ79 810・EId.、全停おo;US
mの機織につ吾、内初、 Afll噺家、恵医司事を申却

しておりモの自sI品、既!こfiOおよび公開され、

:r積所(J惚ι:ふって問機書れており草苛.

ごれと同じ閥泊のコピ5il'.i.正当fCJ舵初も砂しに

/'  

810-Eシリーズ

ロケーション

810・ES ￥100 

810-E ~500 

810・EC US25中

810・EF その他コイン
必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

従来のメカ式タイプのセレクター | 
720・A/B
( 'If 1 00、￥50)

730-A/B 
(￥50山山)
他各種メタル周 ，
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信頼と鎌術のふれあい

園E旭精工様式会社l
.，*納は本社草 t:
(~、管事聴所宛に

カタログを ごE両
求下さレ。

本社・本社営撲部東京都港区南青山2・24・15青山タワービ1j，2F〒107~03(401)6 1 81 

営機所/東京都台東区君主泉 3- 7 - 3〒110~03(876)3405 
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has been engaged in 
and sale of video game 
11l0S1 of which are said 

gamcs， went bankrupt by dish0J10J引 i
bills. Haruo lnoue， president 01' Falcon 
ran away， and there is no one in lhe 
cornpany. lt is said that the debt 
al1lounts to SOl1le 2，000 million yen 

Since its establishment in August 
1981， Falcon 
manufacture 
PC boards， 

Toky。
Entertainment 
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10 havc been unauthorized copjes. 
Al1long olhers， FaJcon once manu fac. 
tureo ano sold “Crazy Kong，" an 
unaulhorized copy of Ninlcndo's 
“Donkey Kong" in laige quanlities， 
and also exported it in large quantitics， 
lhercby achieving about 300 rnillion 
yen of monlhly sales. As for the case 
of unaulhorized copy of "Donkcy 
Kong" Nintendo is suing againsl 
Falcon at Kyolo District Court， while 
a 1 Osaka District Court， Falcon is 
accused for suspicion of viola t ion of 
the Copyright Act sued by Ninlendo 
conιcrning the unauthorizecl copying 
of“DOJ1 key Kong ] unior". Thus， a 1 
Osaka Dislricl Court， Falcon and 
lnouc are treated as the accuscd. As 

result of these legal steps. Falcon 
seel1ls 10 have been sornewhat dam-
aged. However， the ex.empJoyees still 
seem 10 be coml1litting unlawful aCI， 

ano the circurnSlances are far from 
reassunng 

In lhe U.S.， Falcon lnternational， 
Dallas， TX.， is operating， and il is said 
10 bc a subsidiary of Falcon Japan. 
Bul， we cannot confirm il， since lhere 
is no one in Falcon Japan's office who 
answers the phone. Addilionally， there 
are related cOl1lpanies， such as Kyoci， 
Kagaya and Eagles， but they talk 
nOlhing about the current case. 

I noue has already failed in rnanage. 
ll1enl of a few companies. Before 
eSlablishing Falcbn， he caused his 
preceding company 10 go bankrupl. 
II seems thallhe current bankruPlcy is 

one 01" such bankruptcies. But. lhe 
doubl rernains - why， in Japan， is 
such a person， who is responsiblc for 
bankruptcy， soon allowed to cstablish 
a new company? To our regrel， how. 
ever， this is an actuality. 

a 

in LondoJ1， U.K.， in 1980. Thus， in 
Japan， Sega Japan has Esco Trading as 
a subsidiary， while it has Sega Europe 
as an overseas subsidiary. Concerning 
to the overseas markel by games devel. 
oped Sega Japan， Bally Midway Mfg. 

Co.， Chicago， IL.， U.S.A.， has first 
refusal rights for Nonh American l1lar. 
ket， and in general is manufactured by 
Bally Midway. As for markets other 
than North Al1lerica， Sega Japan has 
respeclive talks on liccnsing， etc. 

In lhe 10J1g history of Sega Japan， 
we cannot bul laJk about David 
Rosen， one of lhe founders. Since thc 
starting years， he has always been 
representalivc of Scga Japan， and also 
one of the leadcrs of world's amuse. 
ment business， inciuding Japan. As of 
January 1， 1984， however， he resigned 
from Sega Japan and Sega U.S.A. as 
chairrnan and representative， and re. 
mained as advisor 10 both companies. 
In the l1leantil1le， Hayao Nakayama 
set up Esco Trading in 1968， bul sold 
his compan y 10 Sega in 1979， assurned 
office as vice-president of Sega， in July 
1983 hc was appointed president， and 
has remaincd in his office as such. 
akayal1la intends to take over a varie. 

ty of l1larkel development policies 
Rosen has aimed at. In fact， Nakayama 
said thal， though Sega Japan has been 
affiliated by CSK， lhe basis policies 
will remain unchanged 

Teruo Miura Hayao Nakayama Isao Qhkawa 
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On May 10， Falcon Co.， Ltd.，of 
Tokyo notorious for manufacture and 
sale of unaulhorized copies of video 

Copier 11 Falcon" 
Went Bankrupt 
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business Jines rangc f削 n(J) compuler 
soflware servicc (software develop. 
ment on a commissioned basis， pro・
grarnming service， package software， 
maintenance， etc.)， to (2) system 
consulting， syslem support of COm. 
puler room management， (3) sales 
of office computer， microcompuler， 
elc.， and (4) businesses rclated to the 
above. Established in 0じtober1968， 
CSK has grown steadily， and in June 
1982 it was listed on lhe Tokyo Stock 
Market. ln the settlemenl of aιcounts 
finalized in September 1983， CSK 
achieved 29，435 million yen of sales， 
with the operating profit amounting 
to 4，431 million ycn. Thus， CSK is 
highly rated. So far， howcvcr， CSK has 
not dealt with home computers. ThllS， 
taking the current acquisition of Sega 
Japan， CSK intends 10 expand the 
home cOl1lputer field. 

Sega Japan has bccn owned by 
G + W lhwugh Sega Enterprises， Inc.， 
CA.， U.S.A.， and actually bcen undcr 
the superintendence 01' Barry DilIer， 
president of GuJ r + Weslern's Enter. 
tainment and COJ1】mllnicalionsGroup 
and chairl1lan of ParamOllnt Pictures 
Corporation. Since Jast year， however， 
G + W has proceeded wilh overall 
changes in organization and l1lanage. 
ment policy， leading to the currenl 
decision to part with Sega Japan. It is 
likely that， concerning this decision， 
15ao Ohkawa and Hayao Nakayal1la 
talked in person with Barry Diller. 
After all， the negotiatioJ1s rcached a 
concJlIsion， and on ApriJ 19 CSK 
group secured 70% of Sega Japan's 
stock， and 30% was secured by Sega 
Japan's officers， including Hayao 

Nakayama. lt is said lhat the amount 
of stock purchases totaled some $40 
million. 

Sega Japan's hislory is somewhat 
cOl1lplicated and hard 10 undersland 

Service Games (Iater renamed Nippon 
. Goraku Bussan) set up in 1951 united 
with Rosen Enterprises sel up in J954， 
10 Scga Enterpriscs， Ltd. in 1965. In 
J969， Sega Japan was affiliated with 

G + W， and in J 975 they established 
Sega U.S.A. Thus， in the chain of 
G + W -Sega U.S.A. -Sega Japan， 

Sega Japan became a grandchiJd of 
G + W. ln 1978， Sega U.S.A. acquired 
Grernlin lndustries (later on renamed 
Sega Electronics). ln J 979， Sega Japan 
acquired Esco Trading Co.， Japan's 
largest game distribulor al that time， 
and Sega Europe Lld. was set up 

On May 21， Sega Enterprises， Ltd. 
of Tokyo， Japan (Sega Japan) and 
Compuler Service K.K. (CSK) of 
Tokyo， Japan， announced tha 1 Scga 
Japan lert lhe reign of Gulf + Western 
lnduslries， Inc. of New York， U.S.A.， 
becoming a subsidiary of CSK.八1thc 
presenl， 70% of Sega Japan's capital 
has bcen owned by CSK group， and 
30% by Hayao Nakayama's group. 

Along wilh the changes inじapital，
Sega Japan executed dramatic changes 
of rnanagement on April 26. Accord. 
ing 10 il， Isao Ohkawa， prcsiclcnl of 
CSK， serves as chairman， Hayao 
Nakayama， president of Sega Japan， 
rcmains in office as president， which 
TcrlloルIiura， vice.president， also rc. 
mains as such. These threeじanexecute 
lhe representative rights. COl1ll1lenling 
on Ihe current capital changes， prc・
sident Nakayama starled that‘'While 
Sega、sbasic policy - constantly to 
ex plore new areas of business -we'll 
also slrengthen the home compu tcr 
field， with coin.op amusemcnt gamcs 
in the main " 

CSK is Japan's largest informalion 
processing service cOl1lpany whose 

Universal Gets 
license From NV 

Gaming Commission 
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8方向レバーをよ手lこ!農作レて、得意のストレートと戸

ッパーカットで、対戦相手をノックフフウ卜して行くゲー

ムです。 1 ラウンドr~1分間で、 3ラウンド以内に相手

をノックタウ卜すると、パターンクリ戸ーと怠り、次の

対戦相手ガ出て釆きます。ボクシングのダイゴミである、

ノックフコウトの楽しさガ昧わえる新製昆です。

“・圃圃

、

， 

12球団の中から自分の渇きなチームを選んでゲームガ楽しめます。

ピッチャーは、風向きを計算に入れてストレート、カーブ、シユー

ト、フォークの疎種に(イン・真申 ・戸ウト)コースの高目、真中、

低目、と投げ分けることガ出来るうえ、リリーフピッチャーを出す

ことも可能です。

まだ外野手!こよるダイピンクキャッチ、ピッチャーの投げるタイミ

ンク!こより、盗塁やホームスチール、ヒット工ンドラン、バンドエ

ンドランなど本物の野球と同じようにゲームガ楽しめる新製毘いよ

いよ登場です。

11 
Universa1 Co.， Ltd. Tokyo (pre-

sident， Tomoh Okada) rece川 yan・
nounced lhat it was licensed as a 
manu faclurer and a distributor of slot 
machines for casino by Nevada Gal1l. 

ing Commission U.S.A. and thal it 
set up a distributing cOl1lpany in l..as 
Vegas. 

Universal is a manufacturer of slot 
machines and arcade video gal1les in 
Japan and has exported arcade videos 
for overseas market. By the current 
IiccJ1se Universal has planed 10 export 
its SIOl l1lachines to Nevada. The ad-
dress 01' its subsidiary thal was rccenl. 
Iy sel up are following: Universal 
Distributing of Nevada Inc.， 2901 S. 
Highland Bldg. 12・A，Las Vegas， NV.， 
U.S.A. 
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コインを入れると音楽ガ鳴り、①のボ

タンを仰すと、パックンの手ガターン

テイブルの画!こ下がります。

ツスタートJ の音声と共に、キャンデ

ィを手の平に黍t主(10096手の平!こ乗る

織怠惰造)②のボタンで閉じだり関い

ィヨ
F
'
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Editor: Masumi Akagi 

Amusement Press， Inc. 
9.16. Kamiyamacho. Kita.ku. 

Osaka. 530 J apan F 

ι;j.Jj~..盃3反・ l たりしているパックンの口にタイミン

1人から4人まで同時1こプレイすることガでき、あ手織 | グよくキャンディを入れると、その景 冨田恒再生E~ j.  11 @ 

にも持峰山い聞けるように、キヤピいの | 制下の受口から出て来初。 r五ゴt".'_， 株式会社コマr-
~さを低くした新彼自fです. I 

l 圃圃， I I I '"令恥、札 主耳淑Il京m干 代悶区平，可a町T2 T自 5醤 3吟

{献足服釆駒即のω叫ルク先νわレド山…一→ン印

2度景昆ガ狙えるタブlルレチヤンス万式のクレ一ンです。 TAITOCORPORATION 

戸ミユースーメント・マシンの製造・販売・賃貸・鏑出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービタス/ボウリング関連機器の販売・サービス
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寸ベフック
ジマツピツヴ・ッγ

汁つの墨橿で、~@の
WILD RIDEの基板のロムを受換することにより、

JUMPING JACKに切り変えガ可能です。

(ゲーム内容)大自然を背景lこ、ジャックガ様々怠動

物を相手に大活躍。楠快なサウンドとキャラクター

ガ雰囲気を盛り上げるユニーク怠コミカルゲーム

しさ2

， 

第三様郵便物認可

ミスター・ドゥーズ

ワイルドライド

(ゲーム内容)Mr. Do!ガジェットコースターをか

わしながら、いろいろ怠障害物をクリ戸ーし、ゴー

ルをめざす、スリルいっぱいのビ、デオゲーム。
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